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    　出張中の夜は長い。


    　エルブランコはテントの中で寝袋に包まれ、明日からの勇者戦における対策を入念にシミュレーションしていた。どのモンスターと戦わせようか、どれくらい勇者のレベルを上げようか、次の洞どう窟くつ内の宝箱にはどのアイテムを入れようか……。


    　勇者戦が始まって十日、エルブランコはすでに胃が痛くなってきていた。


    　勇者の冒険をオーガナイズし、育て上げ、魔王と戦わせるのが魔王軍の仕事なのである。


    　この世界で勇者と戦うには、数ある魔王軍の中から選抜魔王軍に選ばれなければいけない。エルブランコが所属するゴルディアス魔王軍がその選抜魔王軍になり、こうして勇者との戦いに臨んでいるのだった。


    　エルブランコは今回の女勇者モデルナと戦うために、彼女が滞在する町から少し離れた森に陣を張り、二十四時間態勢で勇者の行動を徹底的に監視していた。この長期出張でテント生活が続き、身も心もすり減らしながらの気が抜けない日々は、ブラックと言われても否定はできない。


    「エルブランコ様、ちょっといいでやんすか？」


    　エルブランコが寝つけずに寝袋の中でネガティブなことを考えていると、テントの外から気の抜けるような声がした。


    　時計を確認すると、まだ夜中の二時。こんな時間にたたき起こされても、時間外手当や残業代など出ないのだから、まさにブラック企業である。


    「どうした？　勇者が動いたのか？」


    　夜中の二時であろうと勇者が町を出てきたら、容よう赦しやなくモンスターをけしかけなくてはならない。


    　ただでさえ今回対たい峙じしている勇者モデルナは女性なのだ。心配性のエルブランコとしては、いろいろと対応に苦慮しているところは多くある。体力的な面であまり無理をさせないように戦わなければいけないし、万が一にも殺してしまっては大変なことになる。


    　勇者の冒険というのは、こうした魔王軍の献身的な働きによって成り立っているのだ。


    「いえ、テントに何か挟まってやんすよ」


    「何？」


    　エルブランコはテントのチャックを開けると、そこには生気のない真っ青な顔をしたガーゴイルが立っていた。見張りをさせていた諜ちよう報ほう班はんのエストゥピだ。責任者のエルブランコとの連絡係を担当している。


    「そこでやんす」


    　エストゥピが真っ黒い指で足元を指す。そこにはテントと地面の間に、何やら封筒のようなものが挟まっていた。


    「これはいつからあったんだ？」


    「さあ？　今ここを通りがかったときに気づいたんでやんす」


    　今回の勇者との初期戦闘は、ゴルディアス魔王軍の魔王秘書であるエルブランコに任されていた。前回の選抜魔王軍の際には四天王のロホ博士が担っていたことを考えると、これは大だい抜ばつ擢てきである。


    　この陣で一番偉いのはこのエルブランコであり、見張りをしているモンスターたちも一応は敬意を払って従ってくれている。


    「分かった、見張りに戻ってくれ。ありがとう」


    　エルブランコは封筒を取り上げた。封筒の裏に差出人の名前はない。なにか不吉な予感が脳裏をよぎる。


    　今回の勇者が女性であり、しかも美人ということは魔王軍側でも大きな話題になっている。何しろここ最近のマスコミもこの勇者モデルナの話題で持ち切りだからだ。


    「ラブレターでやんすかね？　エルブランコ様、モテそうだから」


    「そんなわけないだろう。早く持ち場に戻れ！」


    　エストゥピの軽口に少しイラッとしたエルブランコは、ついきつめの口調になってしまった。こういう冗談には慣れているつもりだったが、睡眠不足と緊張状態のせいで癇かんに障さわった。


    　いつもバカにしてくる部下のウニベルは別のテントで今頃鼻ちょうちんでもつくって熟睡していることだろう。寝言で上司のことをバカにしているかもしれない。


    　不満そうに尻しりを掻かきながら離れていくエストゥピを見送り、エルブランコはテントを閉めて封筒を開ける。中には一枚の手紙が入っていた。


    『エルブランコ様。直接お会いしてお伝えしたいことがあります。今宵、夜が明けるまで宿屋の前で待っております。勇者モデルナ』


    　ゴルディアス軍の敵である勇者モデルナから、まさかの手紙であった。


    「マジで、ラブレター……？　なわけないか」


    　エルブランコは誰にも見られていないかあたりを見渡した。テントの中である。もちろんエルブランコ以外誰もいない。


    　今度はテント内に怪しいものはないか探り始める。ラブレターを受け取ってドギマギしているエルブランコを、どこからか撮影されているかもしれない。バッグの中にカメラが隠されていて、この様子を生中継されているとか。


    　まさかとは思うが、こんなドッキリ、ウニベルならやりかねないのだ。


    　普通に考えると、これは罠わなである。ウニベルが仕掛けたドッキリではなく、この手紙は勇者が仕掛けたトラップである可能性が高い。


    　しかし、敵方のモンスターを夜中に誘い出して、どういうつもりだ？


    　今回の勇者モデルナは女であり、まだ冒険を始めたばかりでレベルも低い。


    　正直な話、戦闘が苦手なエルブランコでも直接戦って負けるわけがない。そもそも人間とモンスターの能力差は大きいのだ。


    　だからこそ、この手紙の真意を測りかねるのであった。


    「勇者は本当に伝えたいことがあるのかもしれない……」


    　エルブランコは急いでスーツに着替え、ジャケットの内ポケットに手紙を忍ばせた。胸の奥が、なんだか高鳴っているのが自分でも分かった。


    「どこかお出かけでやんすか？」


    　着替えてテントから出ると、すかさずエストゥピが駆け寄ってきた。


    「ああ、ちょっと気になることがあってな。すぐ戻る」


    　エルブランコは真っ白なスーツに、腰にショートソードを携たずさえていた。モンスターとしての見た目も勇者戦には重要ということで戦闘中は帯刀するようにしていた。


    「ところで、ウニベルは眠っているか？」


    　何気なくエストゥピに尋ねる。


    「はあ、さっきからウニベル様のテントからは元気いっぱいのいびきが聞こえてやんすけどね」


    　少し離れたところにあるピンク色のテントを指さして答える。


    　ウニベルも自分のことをマホジョ（魔法使い女子の略らしい）とか言ってたが、いびきを他人に聞かれているとは、なんとも不用心な奴だ。まるで女子力が足りていないぞ、まったく。


    「まさか本当にラブレターだったんでやんすか？　エルブランコ様も罪深い男でやんすね」


    　ひょこひょこついてくる失礼なエストゥピを無視し、エルブランコはひとり陣を離れる。まさかこのガーゴイルの言動もドッキリなのかという不安は残る。


    　ウニベルならエストゥピまで巻き込んで上司をドッキリにはめて大笑いとか、マジでやりかねない。


    「誰からの手紙でやんす？　あっしにも見せてくださいよ」


    「無駄口を叩たたいていないで、お前は見張りに戻れ」


    　しつこくついてくるエストゥピに、またイラッとして強めに命令をしてしまった。


    　この手紙がラブレターなわけがない。


    　ただ、この勇者に勇者としての資格があるのかを確かめに行くのだ。もし迷いながら嫌々勇者という重荷を背負っているのならば、魔王軍として処置をしなければならない。そんな府抜けた勇者は、断罪しなくてはいけない。


    　これはエルブランコが勇者のもとへ行くもっともな口実でもあった。勇者戦をより充実したものに導くための問題解決のフレームワークである。


    　下心があるとか、そういうのでは決してない。念のため。


    「お疲れ様です！」


    　すれ違いざま、見張りのモンスターたちが頭を下げ挨あい拶さつをしてくる。


    　今この陣に配置されているモンスターは諜ちよう報ほう班はんや戦闘班が中心だが、支城から応援で来ている者も多く、エルブランコも全員の顔と名前が一致していない。


    　見知らぬモンスターたちからやたら丁てい寧ねいに挨拶をされると、窮屈なところはある。責任者という肩書きを背負ってしまうと、軽率な行動が取れなくなるのは仕方がないことだ。


    　エルブランコは妙な背徳心から、姿を消す魔法クラリティを使い、そこからは誰にも見られないようにそっと陣を脱出した。


    　森を抜けると、視界の先に勇者が滞在している町が見えてくる。


    　エルブランコは姿を消したまま、闇夜の中を一気に走りだした。


    



    　町はレンガ作りの建物が多く、お洒しや落れな雰囲気が漂っている。真夜中といえど、街灯が道を照らし、忍び込んだエルブランコにとってはその明かりは邪魔でしかなかった。


    　勇者の泊まる宿屋オークラは町でも一番の高級宿屋であった。遠くからその入り口を望むと、ちょうどその軒先に女がひとり立っていた。


    「勇者、モデルナ……」


    　エルブランコは手紙にあった通り、宿屋の前で佇たたずむ勇者モデルナを見つけて、呟つぶやいた。


    　まさかこの手紙は本当だったのか？


    　まだ勇者戦は始まったばかりであったが、その姿を見間違えるわけがない。


    　端正な顔立ちとすらっとしたプロポーションは稀き代だいの美人勇者としてすでにマスコミ界かい隈わいを賑にぎわせている。


    　そんな彼女が鎧よろいをまとって戦う姿は全世界を虜にし、「月刊モデルナ」という写真集も毎月発売されている。その熱狂ぶりは人間界だけではなくモンスター界でも隠れファンを日々増やしているくらいだ。


    　エルブランコはどうしたものかと逡しゆん巡じゆんしたのち、そっと彼女に近寄った。


    　勇者モデルナがふとこちらに気づいたと同時に、懐ふところから例の手紙を出し、注意を向けさせる。


    「本当に、来てくださったんですね？」


    　その女勇者は普段の戦闘中の鎧姿ではなく、ロングワンピースで露出度が高く、夜中に男と会うにはけしからん姿だった。すらっと伸びる細い手足は、魔王と戦う勇者とは到底思えない。


    「おい貴様、私にこんな手紙を寄こしてどういうつもりだ？　場合によっては今ここでお前を殺さねばならんぞ」


    　エルブランコは精一杯低い声と、ステレオタイプな悪者の口調で、モデルナに答えた。


    　舐なめられてはいけないので、これが勇者と接するときのモンスターの礼儀である。こういう勇者対応も新人研修でロールプレイをやったりするのだから、魔王軍の仕事も幅広い。


    「いや、あの……」


    　勇者モデルナはエルブランコの悪態に萎い縮しゆくした。


    　無理もない。こんな夜中にたったひとりでモンスターと会うなど、緊張して当然だ。


    　モデルナは胸の前で手を合わせ、少し震ふるえているようだ。エルブランコは勇者をこれ以上怖がらせてはいけないと、そっと腰に携たずさえた剣を隠した。


    　エルブランコも勇者を威い嚇かくするつもりはなかった。ただ、勇者とモンスターが一対一で会うからには、それなりのシチュエーションと手順が必要なのである。


    「どうやらひとりで私を待っていたようだな。度胸だけは褒ほめてやろう。フハハハ」


    　エルブランコは意味もなく笑った。何も可お笑かしくはないが、モンスターとしての社交辞令である。


    「こんな夜中に来ていただいて、ありがとうございました。こういう方法しか、思いつかなくて」


    　端正な顔立ちをした女勇者は深く頭を下げる。後ろにまとめた黒髪が官能的に揺れる。


    　エルブランコはワンピースの胸元から覗のぞく白い膨ふくらみから目線を逸そらす。


    　礼儀も正しく、美人でスタイルもよく、それに勇者。天は彼女にポジティブ要素を与えすぎではなかろうか？　ついひがみそうになってしまう。


    　すでに立候補をした時点でマスコミから注目されており、全世界を熱狂の渦に巻き込んでいるのも頷うなずける。


    「ふん。貴様に感謝される筋合いなどないわ。明日には我わが軍の凶悪なモンスターを貴様にけしかけようとしておったところだ。夜中にこの宿屋を襲しゆう撃げきしてもよかったのだが、それでは興が削そがれるからな。フハハハ」


    　エルブランコはまた取って付けたような笑いを加えた。当然、可笑しいことなど何もない。


    　むしろエルブランコは未いまだ警戒が解けていないというのが本音であった。まずこの女勇者の魂こん胆たんが読めないことに加えて、間近で見るとその眉び目もく秀しゆう麗れいさがエルブランコに半はん端ぱない緊張をもたらしていた。しかもなんだかよい香りもする。


    　それにまだウニベルのドッキリ大作戦の線は捨てきれていない。あいつなら勇者と組んで上司を陥おとしいれようとするかもしれない。あいつならありえる、ありえるのだ！


    　そのまま勇者と二人きりで、いくばくかの静寂が続く。


    　我が慢まんしきれなくなったのはエルブランコのほうであった。なんだか自分が勇者をいじめているような、そんな罪悪感に耐えられなくなってきた。


    「それで、貴様の要件はなんだ？　私は理由もなく人間を殺あやめるほど、酔狂なモンスターではないわ。少しだけなら聞いてやらんこともないぞ」


    　ちょっと優しさを見せてみる。ツンデレというやつだ。悪のモンスターを演じるのも難しいものである。


    「実は、勇者を続けていく自信がないのです」


    　予想通りだ。これまでのモデルナの戦闘を見ていても、剣を振り回すには腕も細すぎる。魔法も詠えい唱しよう時間が長く、隙すきが大きすぎる。


    　それに何より凶悪な魔王軍と戦うには覇は気きがないことがエルブランコも気にはなっていた。いわゆるメンタル面だ。この女勇者には本気でモンスターを倒してやろうという気概が見えない。


    　これはレベルアップによって向上するものではない、いわば勇者としての素質だ。


    　エルブランコは率直にアドバイスすべきか、それとも突き放すべきか迷っていると、モデルナがさらに不安を吐露してくる。


    「これまでも何度かモンスターと戦いましたが、日に日に不安が募つのるんです。魔王軍で責任者をされているエルブランコさんをお見掛けして、同世代なのにご立派だなと思いまして……」


    　モデルナとエルブランコは見た目だけでは同世代に見えても仕方ないが、そこは人間とモンスター。当然、寿命も違えば年の取り方も違うので、モデルナの言うことは間違っている。


    「それで、エルブランコさんなら、私の相談に乗っていただけるかなって。自分勝手だとは思っています。でも、エルブランコさんを一目見たときから、なんだか胸の奥がドキドキしちゃって、私、もしかしたら……」


    　モデルナはそれっきり言葉を呑のみ込み、頬ほおを紅潮させて俯うつむいてしまった。


    　そんなモデルナの恥じらう姿を見て、エルブランコは平静でいられるわけもなく、ただただ動揺をするのであった。草食系で女性には奥手のエルブランコであるが、さすがにモデルナが何を言おうとしたのか、想像はついてしまったのだ。


    　だがしかし、ここでモデルナを優しく抱きしめるような甲か斐い性しようも器量も持ち得ていないエルブランコは、魔王軍の責任者としての役割を全まつとうするしかなかった。


    「そそそ、そんな泣き言をいう奴に勇者を名乗る資格などないわ！」


    　エルブランコは動揺を隠そうとして、声を裏返しながら叱しつ咤たした。


    「どどど、どうしても勇者を辞めたいのなら、今すぐ勇者辞退届に理由を明記し、捺なつ印いんの上、協会に提出するのだな。協会の理事が承認すれば、勇者などすぐに辞められるわ！」


    　エルブランコはご丁てい寧ねいに勇者を辞めるための手順を説明してあげた。優しさを隠し切れないのは彼のよいところ。


    　協会というのは、国際勇者協会のことである。勇者を名乗るにはこの協会による審査が必要であり、誰でも勇者となって魔王と戦えるわけではなかった。それは敵対する魔王軍も同じで、数多くの魔王軍の中からコンペを経て協会から選ばれているのだ。


    「……おっしゃる通りです。でも、私はこの世界を平和にしようと思って、それで勇者になれば世界を救えると思って……」


    　モデルナの声は真夜中の静寂の中でもかき消えるようなほどか弱いものであった。


    「ならば勇者よ、今すぐここで私と戦ってみるか？　貴様に勇者の素質があるかどうか、試してやろうではないか。フハハハ」


    　腰の剣に手を添えるエルブランコを見て、モデルナは顔をひきつらせた。


    　フハハハと不ふ遜そんに笑ってみたエルブランコだが、本気でモデルナと戦うつもりはなかった。動揺を隠すためのただの強がりである。


    　こんな非公式な場で、万が一にも勇者を殺してしまったら協会に何を言われるか分からない。下へ手たするとゴルディアス魔王軍の解散まで協会は強制執行しようとしてくるかもしれない。


    　勇者がモンスターを倒すのは当然のことであるが、その逆はあってはいけないのだ。


    　モンスターは勇者に倒されることによって、来世はより強いモンスターに転生できるというカルマを背負っている。そのため、モンスターは勇者に倒されようとするのが、この世界におけるルール。


    　エルブランコも茶番と理解したうえで、モンスターの誇りをもって勇者と戦うのだ。


    「ふん、貴様のような府抜けた勇者など、戦う価値すらないわ」


    　エルブランコは勇者が恐れおののいたので面白くない、という態度をとる。


    　するとモデルナは、目の前のモンスターが殺意をひっこめたと分かって静かに安あん堵どの息を吐く。


    　もっとも戦わずに済んで安心したのはエルブランコの方だろう。


    「私は、どうすればいいんでしょうか？　あなた方モンスターを皆殺しにすることが、本当に世界平和につながるのでしょうか？」


    　勇者モデルナはエルブランコに潤うるんだ瞳を向ける。


    　この世界で、誰も答えを持たない問いに、エルブランコは口を結ぶ。


    　勇者戦とは茶番であり、エンターテインメントでもあり、ビジネスでもあった。その先に平和があるのかどうなのか。


    「教えてください。モンスターを殺すことが、勇者の定めなのでしょうか？　それに私、エルブランコさんに剣を向けることなんて、できません……」


    　モデルナはそう言ったきり、俯うつむいてしまった。かすかに洟はなをすする音が聞こえる。すかさずエルブランコはその勇者の姿から目を逸そらした。


    　町はまだ眠っている。等間隔に立てられている街灯がやけに無機質で、エルブランコは意味もなくその明かりの数を数えていた。


    「……勇者よ、話はそれだけか」


    　今ここで向かい合っているのは、人間とモンスター。剣を交え、戦う運命にある者同士。


    　エルブランコは勇者の質問を無視することを選んだ。正直、話が重くなりすぎている。できることなら今すぐここから脱出したい。


    　ゴルディアス魔王軍魔王秘書という中間管理職のエルブランコに、この勇者の問いに答えられる言葉は持ち得ていない。


    　こんなことならウニベルのドッキリであったほうが、どれほど楽だったか。早く「大成功」と書かれた看板を持って現れてくれと、すがるような思いですらある。


    「あっ！」


    「危ない！」


    　急にモデルナがよろめき、エルブランコの胸にもたれかかってきた。慌あわててその細い身体からだを支える。
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    「こ、こんな状態で、ゆ、勇者になろうとは片腹痛いわ！　えっと、だ、大丈夫ですか？」


    　咄とつ嗟さのことで素の口調に戻るエルブランコ。真ま面じ目めで実直で憎めない男なのである。


    「すみません、少し眩暈めまいが……」


    「も、もう宿屋に戻ったほうがいい。明日も早いんだろう。睡眠不足は勇者の天敵だ。しっかり水分を取り、暖かくして眠るといい」


    　モデルナを支えつつ、的確なアドバイスとともに宿屋に戻ることを促す。


    　彼女の肩に触れるだけで、エルブランコは緊張して指が震ふるえるようであった。


    「せっかく来ていただいたのに、申し訳ございません。ほんと、私ってバカ……」


    　モデルナの瞳から、光るものが落ちた。


    「今日は、ありがとうございました。また、明日から、敵同士……」


    　最後は言葉になっていなかった。


    　エルブランコは自分の腕の中に涙を流す女性がいるというシチュエーションに、困惑と緊張がマックスである。


    　彼の周りにも女性はたくさんいる。部下のウニベルはいつもバカにしてくるし、同期のルビアもバカにしてくるし、上司のアマリージョも……。いや、これ以上考えるのはやめよう。悲しくなるだけだ。


    　確かにエルブランコはモデルナのように、か弱く守ってやりたくなる女性と接するのは初めてだったかもしれない。その扱いに戸惑い、頭の中が今にもピンク色に染まりそうであった。


    「もう大丈夫です」


    　と言いつつエルブランコから離れたモデルナであったが、すぐによろけてしまった。


    「宿の中まで送ろう。まったく、世話のかかる勇者だ」


    　エルブランコはモデルナの肩を抱き抱かかえ、緊張しながら宿屋の入り口へ向かった。


    　野営続きで数日シャワーも浴びれていないことに今さら気づくエルブランコ。やばい、臭くないかしらと、思春期の男子のようなしょうもないことを考える。


    　夜明けはまだ遠そうだ。誰もいない町、真夜中の人間とモンスターの逢おう瀬せ。


    　明日からは、何もなかったかのように敵同士である。現に何もなかったのだが。


    　エルブランコは宿屋の扉を開け、具合の悪そうなモデルナに入るよう促す。


    　──そのときだった。


    



    　カシャッ！


    　背後から、この暗闇を一瞬で溶かすような光が炸さく裂れつした。


    　襲しゆう撃げき？　魔法か？　やはり罠わなだったか！


    　エルブランコが振り返った刹せつ那な、二度目のまばゆい光が視界を塞ふさぐ。


    「くそ！」


    　連続で乱撃される光を左手で防ぎつつ、防御態勢を取る。しかし、攻撃されたようなダメージは受けていない。


    　まさか勇者狙ねらいかと、今度はモデルナのほうを確認する。彼女もまぶしそうに眼を細めて、ただ光がするほうを見つめているだけだった。


    「どうもこんばんはー」


    　何が起きたのか理解できないでいると、その光を放たれた方向から男の声がした。


    「誰だ？」


    　その男はニヤニヤしながら近づいてきた。モンスターではない、人間だ。勇者の仲間か？　いや、それよりも男が手にしているのは、カメラだ。


    「ゴルディアス軍の方ですよね？　そちらはもちろん、勇者のモデルナさん。こんな夜中に、何されてるんですかー？」


    　男は無精ひげの顎あごを触りながら、下品ににやついている。


    「お前は、誰だ？」


    　さっきの光がカメラのフラッシュだとようやく理解できたエルブランコが、腰の剣に手を伸ばす。


    「いやいや、暴力沙ざ汰たは勘弁してくださいよー。私はこういう者です」


    　男はさっと一枚の名刺を差し出した。エルブランコが慎重にそれを受け取る。


    「センテンスプリマベラのペリオ？　記者か？」


    　センテンスプリマベラ、略してセンプリ。ここ最近人間界でスクープを連発している週刊誌の名前だ。彼らが撮ってくるスクープは芸能人のスキャンダル中心で、単なるゴシップにとどまらず世間を震しん撼かんさせるネタを振りまいていた。


    　彼らにスクープされて、社会的地位や仕事を失うなど、深刻なダメージを負う芸能人も少なくなかった。この破壊力抜群の記事は「センプリ砲」と巷ちまたでは呼ばれているらしい。


    　そのセンプリ砲が、なぜ今ここに？


    「これからお楽しみのところ、すいません。いやぁ、まさか勇者のモデルナさんが、こんな夜中に敵のモンスターと密会して、宿屋に入ろうとしているとはねー。こんなところが世間に知られたら大変ですねー」


    　ペリオと名乗った記者は、手元のカメラをポンポンと叩たたいて見せ、勝ち誇ったような顔を見せる。


    「待て、密会ではない！　おい、勇者、これは、どういうことだ？」


    　振り返っても、勇者は先ほどから固まったままだ。いや、今ここで勇者を問い詰めても仕方がない。彼女もパパラッチされた被害者なのだ。


    「さあ、そのカメラを渡せ。今なら悪いようにはしない」


    「それは脅しですかー？　ちなみにこんなのも持ってるんですけどね」


    　記者ペリオはポケットから小さな結晶玉を取り出した。


    「この会話もこの結晶玉で録音されていますので、発言にはお気をつけて。さ、続きをどうぞ」


    　音声録音ができる魔法の結晶玉だ。


    　一切が事じ実じつ無む根こんであると反論すべきエルブランコだったが、それを見せられた瞬間、反射的に貝になってしまった。


    「これは全世界がひっくり返りますよー。選抜魔王軍の責任者が美人勇者を宿屋に連れ込もうとしたんだから。協会さんは何て言いますかねぇ？　魔王軍のひとつやふたつ、吹っ飛ぶかもしれませんねー。イヒヒ」


    　下品な笑いを漏もらし、エルブランコとモデルナを見渡す記者ペリオ。


    　勇者戦の最中に勇者と選抜魔王軍のモンスターのスキャンダル。密会、癒ゆ着ちやく、インサイダー。世間を騒がせる要素はこれでもかと揃そろっている。


    「ちょっと待て、私はこの手紙を受け取って……あれ？」


    　エルブランコはジャケットの内ポケットに入れたはずの手紙を探るが、どこにもない。


    「お捜しのものはこれですか？　ここに落ちてますよ」


    　ペリオが足元に落ちていた手紙を拾い上げた。うっかり落としてしまったのか。


    「そうだ、そこに書いてあることを読んでもらえばわかるはずだ。これは、やましいことではない」


    　モデルナも不安そうな顔で、ペリオに視線を向けている。


    　あの手紙を見れば勇者から誘われてここへ来た証拠になる。モデルナを売ることになってしまうが、ゴルディアス魔王軍としてここで密会などと騒がれるとたまったものではない。


    　記者が手紙を読もうとしたとき、またも予期せぬ展開が訪れた。


    「せんぱーい！」


    　どこからか真夜中の閑かん寂じやくを切り裂くウニベルの大声。


    　この展開にエルブランコはあろうことか一瞬安あん堵どしてしまった。


    　ああ、やっぱりドッキリだったのか！　あのバカ、帰ったらみっちり叱しかってやる。冗談にも限度があるぞ、と。


    　しかしだ、これがドッキリではなく、真夜中に陣を抜けてどこかへ行ってしまったエルブランコを捜しに来ただけならばどうなる？　まったく歓迎できない展開ではないか！


    「これまたかわいい女の子が来ましたよー？」


    　こちらに走ってくるウニベルを見ながら、ペリオが呟つぶやく。


    　ウニベルは「大成功！」の看板も、赤いヘルメットもかぶっていなかった。


    「ちょっと、先輩。こんな夜中にこっそり抜け出して何してんですか。あれ、そちらは勇者さん？　しかもここはラグジュアリーな高級宿屋オークラの前。まさか先輩、勇者さんにまで手を出すつもりですか！」


    　この状況を見てウニベルが勝手な想像を大声でまき散らす。ラグジュアリーな宿屋とはなんだ！


    「おいウニベル、適当なことを言うんじゃない！　誤解が生まれるだろうが」


    「だってだって、この前ルビア姉さんに告白したところじゃないですか！　今度は勇者さんですか？　まさか先輩がそんな女ったらしだったとは思いませんでした！　モンスターから人間まで両刀使いだなんて、ゲスの極みモンスターです！　不潔！　どエロ！」


    　ウニベルは何な故ぜか半泣きで喚わめき散らし、逃げるようにまた走り去っていった。


    「バカ、何を言ってるんだ！　ルビアへの告白は誤解だし、今は関係ないだろうが！　ていうか両刀使いの意味わかってないだろお前！　それに女ったらしでもない！」


    　ウニベルの言葉は訂正することが多すぎて、もうつっこみが追いつかない。


    「ちょっと、センパイさん。今彼女が言ったことは本当ですか？　あなたにはルビアというお付き合いされている特定の方がいらっしゃるにもかかわらず、勇者にも手を出そうとしたんですか？　これは不倫ということでよろしいですね？　あと両刀使いの件についても詳しくお聞かせ願えませんかねー？」


    　記者のペリオはさっきのウニベルの言葉を繰り返し、ノートにメモをしながら追及してくる。


    　すべて嘘うそだ。こんなこと、ありえるはずがない。夢だ。そうだ、夢なんだ。


    　エルブランコは現実逃避をした。ドッキリでなければ夢に違いない。


    「その沈黙は、すべて事実であるということでよろしいですね？　不倫は文化ということなんですね？」


    　ペリオが何やら喚わめいているが、エルブランコの耳には入ってこない。ただただ眩暈めまいがする。


    「あ、では、私はこのへんで失礼します。お疲れ様でした。また会おう、勇者よ！　フハハハ！」


    　すっかりキャラが崩壊したエルブランコは、感情ミクスチャー状態で勇者と記者に頭を下げる。そして夢よ早く覚めてくれと、一気に町の外へと走り抜けた。


    



    　人間とモンスターが共存するこの世界。


    　国際勇者協会によって選ばれた勇者と魔王軍が戦いを繰り広げ、世界中の人々はその戦いを見て一いつ喜き一いち憂ゆうして盛り上がる。


    　勇者と魔王の戦いはエンターテインメント化され、その裏側ではビジネスとして成り立っているのだ。


    　しかし魔王は勇者にしか倒せない。魔王軍のモンスターは勇者に倒されることによって来世に転生できる。


    　このルールに則のつとり、魔王軍は健けな気げに勇者に倒されようとがんばって戦っているのだ。そんな魔王軍の陰の努力なんて誰も知らない、知られちゃいけない。今日もどこかで魔王軍、である。


    　もちろん敵同士の勇者と魔王軍のモンスターが夜中に密会するなど、あってはいけないことだ。これが世間に公表されると、勇者戦を取り仕切りあらゆる権力を握っている国際勇者協会はただではおかないだろう。


    　たとえそれが勇者からの誘いであっても、わりを食うのは魔王軍かもしれない。


    　たとえそれが恋であっても、人間とモンスターは交わってはいけない関係なのである。


    　モンスターたちはいったい何を期待して、働き続けるのだろうか。


    　勇者に期待した者がバカを見るのだろうか。


    　その答えは、未いまだ出ていない。

  


  
    第一章　魔王軍が解散する日
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    　こんなことになるとは、あのときは思いもしませんでした。これは夢だ、と現実逃避してしまったのは、今考えてみると最悪の対応でした。


    　すべては私の責任です。


    　どこかで私は、他人事のような気持ちで働いていたのかもしれません。責任はないのに新人には偉そうにできる、魔王秘書という中間管理職の立場に甘えていたのです。


    　仕事というものに、どこまで真剣に取り組めばいいのか、立ち位置に迷いがありました。


    　私たちの仕事は勇者に負けることです。その目標に向けて、私はどこか冷めた気持ちがあったのかもしれません。


    　以前、部下に尋ねられたことがあります。


    「勇者に負けるという神が決めたルールに黙って従うんですか？」と。


    　私は決められたルールに従って働くことが、一番正しいと思います。これまでそうやって実直に生きてきたつもりです。ただ、それが自分の本当の意思なのか、それは分かりません。


    　今思えば、言われたことに従っておけば一番楽だという甘い気持ちもあったのかもしれません。仕事も人生も、ただ言われたことをこなしていれば、差し当たり問題はない、と。


    　今回、私はそのルールを破り、甚じん大だいなご迷惑をかけてしまいました。


    　これが夢ならばどれほどよかったかと、どれほど後悔しても足りることはありません。


    　この身を捧げ、全ぜん身しん全ぜん霊れい、お詫わび申し上げます。


    
      ゴルディアス魔王軍魔王秘書エルブランコ

    


    



    



    『勇者とモンスター、深夜の密会！　悶もんスターはゲス不倫？』


    　あの夜から三日後、センテンスプリマベラ誌最新号の表紙にはこのような見出しが躍っていた。


    　ゴルディアス城会議室。


    　すでにその雑誌はご丁てい寧ねいにも緊急会議の出席者全員の手元に配られていた。合わせてエルブランコが作成した顛てん末まつ書しよも添えられて。


    　上座に座るゴルディアス魔王はその雑誌には目もくれず、黙って腕を組んでいる。顔の半分が隠れる兜かぶとをかぶっているので表情は読めないため、エルブランコはその奥に潜む感情が気になって仕方がない。


    　四天王の反応は様々であった。


    　筋力が取り柄の戦闘班アスール大帝は、「考えられん！」とか「けしからん！」とかいちいちエルブランコに突き刺さる言葉を吐きながら記事を読んでいる。


    　内勤班を統すべるロホ博士は胃のあたりを押さえ、顔色が悪い。すでに記事は読んで把握しているのだろうが、あの生き字引と言われた博士にとっても「ゲス不倫」の見出しは衝撃が強かったらしい。


    　休暇帰りのベルデラ将軍。会議中は居眠りしていることが多いのだが、今日はそんな余裕もないらしい。ワニ型モンスターの将軍は丸い目をぎょろつかせて記事を熟読している。


    　そして一番感情が表に出やすい魔法使い班のアマリージョは、ただ黙ってエルブランコを睨にらみつけている。無言のプレッシャーで圧殺されるかもしれない。


    　そして渦中のエルブランコの横では、部下のウニベルがセンプリ誌の袋とじを嬉しそうに開こうとしていた。その中身、エロいグラビアですけど。


    「どうしたものか、まさかこんなことになるとは、冷や水をぶっかけられた気分じゃわい」


    　ロホ博士が迷惑そうにつぶやく。年寄りに冷や水ですね、とは口が裂けてもつっこめない雰囲気である。


    「まだエルブランコには早かったんじゃないの？」


    　今回の選抜魔王軍に選ばれたゴルディアス軍は、勇者モデルナとの初期戦闘にあたり、現場責任者にエルブランコを指名したのだった。これは魔王と四天王により決められたことであったのだが、こんな事態になってしまい、アマリージョが苦言を呈してきた。


    「早い遅いの問題ではない。これはモンスターとして、選抜魔王軍としてのモラルの問題じゃ」


    　ロホ博士もエルブランコの失態についてかばうわけでもなく、さらに厳しい言葉を重ねる。


    「モラルの問題らしいですよ、先輩。プププ」


    　袋とじを指で綺き麗れいに破りながら、ウニベルが口を出してくる。こいつにモラルについて注意される日が来るとは、思ってもみなかった。


    「あの、この雑誌の記事はまるで嘘うそだらけなんです。真実はその顛てん末まつ書しよに書かせていただいた通りなんです。信じてください！」


    　エルブランコは思わず立ち上がり、弁解を試みる。


    「もうこんな記事が出てしまった以上、どうしようもなかろうが。わざわざ夜中に勇者を呼び出し、宿屋へ連れ込むとは、何を考えておったんじゃ！」


    　青ざめていたロホが、今度は顔を真っ赤にして激高している。


    「まあ、ロホ博士も落ち着いて。一応エルブランコの言い分も聞こうじゃないか」


    　ゴルディアス魔王が間に入ってくれたおかげで、エルブランコは弁解の猶ゆう予よを与えられた。


    「ほら、イチから説明してみなさい」


    　アマリージョの感情のこもらない冷たい指示が飛ぶ。彼女からは怒鳴られるほうがまだましかもしれない。エルブランコは膝ひざが震ふるえた。


    「あの夜、野営しているテントに手紙が挟まっていることに気づきました。時間は確か、夜中の二時頃です。エストゥピに聞いてもらえば、分かると思います」


    　あの手紙を見つけて声をかけてきたのは、見張りをしていたエストゥピである。あのとき声をかけられなければ、あの手紙に気づくこともなく朝を迎えていたはずだが、それを彼の過失にするわけにはいかない。


    「エストゥピ、とは諜ちよう報ほう班はんのガーゴイルか？」


    　アスール大帝が、諜報班のベルデラ将軍に尋ねる。


    「ああ。私から確認したが、エルブランコのテントに手紙のようなものが挟まっていたのを見つけたのは事実だそうだ。時間も二時頃と、裏は取れている」


    　ベルデラが低い声で答える。つい先日まで休暇を取っており、リフレッシュできたからなのか、今日は居眠りをしていない。将軍の起きている姿が珍しいのか、ウニベルがさっきからしきりにちらちらと観察している。ちょっと深刻な話をしているので勘弁してほしい。


    「勇者から手紙が届いたっていうのね？　じゃあここに載ってる手紙はなんなのよ？」


    　アマリージョがセンプリ誌を開き、バンと机を叩たたいた。


    　そこは巻頭のカラーページで、『モンスターから勇者へのラブレター赤裸々全文』として、エルブランコが書いたとされる手紙の写真が載せられていた。


    　その全文とは、こうである。


    『勇者モデルナ。直接会って話をしたい。今宵、宿屋の前で待っている。エルブランコ』


    　その手紙にはエルブランコのサインまでしてあるのだ。もちろん、エルブランコが書いた覚えのないこの手紙、サイン自体は自分の筆跡とそっくりなのである。


    「私はこんな手紙見たことも、書いたこともありません！　これはマスコミの捏ねつ造ぞうです！」


    「はぁ」


    　アマリージョがため息を漏もらした。このエルブランコの証言は、書いた書いていないの水かけ論になるだけだと考えたゆえであろう。


    「だってサインまでしてあるんですよ。このサイン、先輩の字にそっくりじゃないですか。夢遊病の検査は受けましたか？　就寝時に人に迷惑をかけないのもエチケットですよ」


    「お前に言われたくない！」


    　大いびきで眠っていたお前が言うか。


    　しかし今思えばウニベルをあのとき起こして一緒に連れていけばこんなことにならなかったのだ。そもそもこいつが後からやってきてありもしないことを騒ぎ立てたのも、この記事に影響を与えている。


    「とりあえず手紙の件は置いておいて、勇者の宿屋へ行ったことは事実なんだね？　ひとりで？」


    　魔王が一旦エルブランコの言うことを信じて、先を進めるよう促す。


    「はい。勇者が話したいことがあるということで、今後の勇者戦に関わる障壁になってはいけないと思いまして」


    　決して下心とか、そういうことがあったわけではない。あったとしても、ここでは決して言えるはずがない。


    「ここ最近の勇者は何かと問題が多いからな。エルブランコが危き惧ぐすることも分からんでもない」


    　ベルデラがボソッとエルブランコをかばう。


    「もし勇者戦に際して憂うれいがあるのならば、あらかじめ取り除いておこうと考えました。今考えると……」


    「あなたひとりで行ったのは軽率ね。こういうことになる可能性は考えなかったの？　いえ、もっと言えば罠わなにはまる可能性もあったわけよ。そうでしょ？」


    　アマリージョが顛てん末まつ書しよを読みながら、エルブランコに指し摘てきする。


    「確かにそうですが、人間に殺されることは万が一にもないだろうと考えまして」


    「あなたバカなの？　そういう安易なところが何も考えてないって言ってるの。殺されるよりももっと悲惨なことは想定できてないのね。例えば魔法で操あやつられて魔王軍を内部から崩そうとするとかね。今のあなたも、勇者に操られていない保証はないわけでしょ？」


    　確かに、アマリージョの言うことは一理ある。もし勇者が強力な魔法使いを仲間に入れていたら、可能性だけならばそういうこともあり得るが、それは極論だ。


    「はい、危機管理シミュレーションができていませんでした。申し訳ございません」


    　ここは謝るしか手がない。深く頭を下げる。


    「アマリージョ、可能性だけで重箱の隅を突ついておったら日が暮れるぞ。エルブランコよ、先を続けなさい」


    　エルブランコの謝罪もそこそこに、ロホが先を急がせる。


    　というのも、今日はこのあと協会からもプルプラがやってくる予定になっていた。国際勇者協会の理事である彼女が、今回の件について事情聴取にやってくるらしい。今はそれに向けて魔王軍内でコンセンサスを取っておくための緊急会議なのだ。


    「それで宿屋の前へ行くと、勇者がひとりで立っていました。警戒して近づくと、やはり考えていた通り、勇者を続ける自信がないなどと泣き言を言い始めまして」


    　エルブランコは事実だけを、包み隠さず話した。少しでも状況を把握してもらいたい一心であった。愚直に真実を包み隠さず報告すれば、きっと上司たちも分かってくれるはずだ。


    　しかし、ウニベルはそうはさせない。


    「それで勇者さんの弱みにつけこんで、ネオン輝く宿屋オークラへと連れ込んだんですか。私、怒ってるんですよ！　ルビア姉さんと二股するなんて。姉さんの豊満な胸が目的だったんですね！　そうに決まってます！　鬼畜！　すけこまし！　おっぱいモンスター！」


    　ウニベルが足をバタバタさせてキレキレの抗議の声を上げた。頼むから袋とじでも開けて大人しくしてほしい。


    　これではエルブランコが丁てい寧ねいに状況を説明していたのがぶち壊しだ。どこから否定すればいいのかすら、分からない。


    「まさかエルブランコがそんなプレイボーイだったとはな。人は見た目だけで判断してはいかんな。草食系のほうが実は性欲が強いという研究があるらしいが、ぜひ調べてみたいわい」


    　ロホが白い髭ひげを触りながら、妙に納得している。そんな怪しげな研究対象には絶対に加えてほしくない。それにプレイボーイという言い回しは微妙に古いです。


    「軍内恋愛を否定することはできんが、いかんせん二股の相手が勇者となると笑い事では済まされん。私の訓練で何を学んできたというのだ」


    　アスールにまで真ま面じ目めに苦言を呈される。


    「ルビアがいるのに、勇者をどうしようと思ったの？　体目当てだとしても、もう少しやりようがあるでしょう！」


    「うむ」


    　アマリージョの指し摘てきに頷うなずくベルデラ。


    　すっかり四天王はウニベルの戯ざれ言ごとを信じきっている。なんてことだ。


    「ウニベルの言うことはすべて嘘うそですので、信じないでください。そもそもルビアとも何もないですし、勇者に二股をかけるなど言ごん語ご道どう断だんです。信じてください」


    「ウニベルは信じるな、自分は信じろとは都合がよすぎるでしょうが。勇者と宿屋へ入るところをマスコミに撮られたのは動かしようがない事実よね？　まさかこの写真はドッペルゲンガーなんて言わないでしょうね」


    　アマリージョはさらに雑誌をめくる。


    　怯おびえた顔をする勇者モデルナと、彼女の肩に手をまわして宿屋へ入ろうとするエルブランコの写真がカラー見開きで掲載されている。見出しは『真夜中の勇者戦ここに開幕！　狙ねらうは美人勇者のおっぱいか!?』


    「先輩が私に厳しい理由が分かった気がします。まさか胸の大きさで女性を判断していたとは。軽けい蔑べつします！」


    　ウニベルはノートで自分の胸を隠した。


    　みるみるうちにエルブランコは女性にだらしなくて性的衝動だけで行動するとんでもないモンスターに仕立て上げられた。


    「た、確かに私の行動は軽率でした！　勇者と二人きりで会ったことは事実です。しかし、この雑誌に載っている手紙の内容も嘘っぱちですし、やましいことは何もありません。現に私はすぐにテントへ帰りました！　これは冤えん罪ざいです！」


    　罠わなとしか考えられない。現にあの手紙は勇者から届いたはずなのだ。エルブランコが勇者を誘う手紙など、出したはずがない。どう考えても、勇者にはめられたのだ。


    「こんな分かりやすい罠わなにはまるほうが問題よ！　そんな怪しげな手紙が届いたのに、なんですぐに報告しないの。あなたの勝手な行動が招いた結果なのよ」


    　アマリージョが容よう赦しやなくエルブランコを詰めてくる。


    「報告、連絡、相談！　ビジネスの基本ですよ！　何回言えばわかるんですか！」


    　ウニベルにビジネスの基本を説かれたくないが、今のエルブランコはぐうの音ねも出ない。


    「みんな落ち着いて。僕もエルブランコの言うことは信じてあげたいけど、こういう記事が出てしまって、証拠も向こうに握られているからにはどうしようもないよ。勇者とセンプリの記者が組んで、エルブランコを罠にはめた可能性もあるけど、今の段階ではそれもただの推測だ」


    　魔王ももちろん手放しでエルブランコのことを信じるわけにもいかない。


    「せめてエルブランコが受け取ったという手紙があればな。それはどこに行ったんだ？」


    「分かりません。いつの間にか、落としたと思ったら手紙がすり替わっていて……」


    　アスールの質問にエルブランコも答えに窮する。勇者がエルブランコを誘う手紙があれば、証拠として反論もできるのだが、なくしてしまった失態は大きい。


    「万が一、これが勇者側の策略だとして、そんな子供だましの罠にはまったとなると、我らゴルディアス魔王軍は物笑いの種ですぞ」


    「その通り。選抜魔王軍が美人勇者の色香にほいほい騙だまされたとあっては、末代までの恥だ。二度と選抜軍の椅い子すも回ってこん」


    「まったく、とんでもないことをしでかしてくれたわね。どっちに転んでも、うちの魔王軍にはマイナスにしかならないじゃないの」


    「うむ」


    　四天王が矢や継つぎ早ばやにエルブランコの逃げ道を塞ふさいでいく。すでに八方塞がりで、言い訳すらも口に出しづらい空気である。


    　エルブランコとしてもこんなはずではなかった。魔王や四天王は自分の言うことを信じてくれるだろうという考えがあったのだ。しかし、証拠は何もない。それで信じてもらえるほど、甘くはなかった。


    「ここでエルブランコをつるし上げても仕方がないよ。もうすぐプルプラさんが来るはずだし、ゴルディアス軍としては事じ実じつ無む根こんを主張するしかないのかな？」


    　魔王だけはかろうじてエルブランコの肩を持ってくれるのが、ありがたかった。


    「あからさまに勇者の罠にはまったとするのは、我々のメンツ的な問題で避けたほうがよろしいかと」


    「じゃあどうするって言うの？　知らぬ存ぜぬで通るほど、あの女は甘くないはずよ。根性腐ってるから」


    　ロホに食いかかるアマリージョ。あの女とは協会のプルプラのことである。


    「断言することは避けたほうがいいと言っておるのじゃ。協会側の出方を見て、こちらも調査中なので話すことはないと茶を濁すしかない」


    　ロホもこれがベストと感じているわけではないのは、苦虫を噛かみつぶしたような表情から見て取れた。


    「消極的対応で逃げるってわけね。天下のゴルディアス軍にしては、ご立派な策だこと」


    「アマリージョ、逃げるわけじゃなくあくまで暫ざん定ていの処置だ。こちらから進んで藪やぶ蛇へびを突つつく必要はないということだよ。そうだね、ロホ博士？」


    「その通りでございます。この記事を見た世論の反応などを鑑かんがみたうえで、あらためて対策を考えたく存じ上げます」


    　魔王が取りなし、ロホが結論をまとめて、なんとか魔王軍としての見解となった。


    　この間、黙っているしかできなくなったエルブランコは、深く頭を下げる。


    「それとエルブランコ。今回の件は少なからず君にも責任はある。結果がどうあれ、覚悟はしておきなさい」


    　魔王は最後に、きつく断言した。


    「はい」


    　息を漏もらすような声でエルブランコが答える。やましいことがないからといってこの事態を甘く考えていたことを深く反省することになった。


    　証明できなければ嘘うそも事実なのである。事実は真実よりも重いということを、思い知らされた。


    



    　緊急会議で協会対策がまとまったのも束つかの間ま、ゴルディアス城のフライポートに協会の飛行船が入航してきた。予定時間よりも早く、ゴルディアス軍一同は息をつく暇ひまもなかった。


    　沈黙で埋め尽くされた会議室にだんだんとヒールの音が近づいてくる。


    「協会さんがいらっしゃったようね」


    　アマリージョが会議室の扉に注意を向けた。


    　扉が開き、現れたのは国際勇者協会理事のプルプラ。手には例の雑誌が強く握られている。


    「遠いところ、ご苦労様です」


    　ロホが労ねぎらうも、プルプラの目線は一点、エルブランコに注がれた。


    　相変わらずパンツスーツを完かん璧ぺきに着こなし、化粧も仕上がっているプルプラは、荒々しく手に持った雑誌を机に叩たたきつけた。


    「挨あい拶さつも弁解も説明も必要ありません。そんなもの、聞くつもりもありません」


    　エルブランコは立ち上がり、怒りがにじみ出ているプルプラへ頭を下げる。


    「本日は状況説明をお聞きになるためにいらっしゃったのではないのですか？」


    　アスールもプルプラの迫力に押されたのだろうか、少し声に威勢がない。


    「こんな記事が出てしまった以上、事実がどうであれ状況は変わりません。あなたたちから何を聞いても、そうだったんですかと評価が一転することは一切ありません」


    「事じ実じつ無む根こんです。その雑誌に書かれていることは、九十九％、嘘うそです。はめられたのです。話を聞いてください！」


    　エルブランコはつい弁解を口にしてしまった。先ほどの緊急会議で、調査中としてお茶を濁すと決まったことなど、すでに頭にはなかった。


    「残りの一％の真実があれば十分です。あなたが勇者を宿屋に連れ込もうとしたことは動かぬ事実でしょう！」


    　エルブランコの言葉はプルプラの強烈な叱しつ咤たにかき消された。


    「もはや何が真実で、何が嘘かを議論する余地はありません。それで、ゴルディアス軍には会見を開いていただきます」


    　さらにプルプラは吃きつとして断言した。


    「会見、ですか？」


    　思わず反応したのはエルブランコ。


    「あなたたちがこの記事によって全世界に影響を与えているのは事実です。勇者と、選抜魔王軍のモンスターのスキャンダルが報道されて、世間は大混乱。もちろん協会にもスポンサー筋からのクレームのテレフォネが今も鳴りやまず、通常業務にも支障が出ているのです。少なくとも世間に対して説明をするのが筋です」


    　プルプラも冷静を装ってはいるが、そのイライラは隠しきれていない。爪つめで机をコツコツ叩たたいている様さまは、まるで機嫌が悪いときのアマリージョだ。


    「しかし、我々モンスターが会見を開くなど前ぜん代だい未み聞もん……」


    「じゃあこの事態の収しゆう拾しゆうを全部協会に背負えと言うのですか！　あなたがたが提出した勇者育成計画にモデルナを宿屋に連れ込むことなんて書いてありましたか？　勝手なことして世界を混乱させているのは、あなたでしょう！　前代未聞のことをしでかしたのはどちらですか！」


    　ロホをシャットアウトし、プルプラの矛ほこ先さきは次第にエルブランコ個人に向けられた。


    「あなた、自分が何をしたか分かってるの？　勇者をたぶらかして、どうしようと思ったの？　これが勇者の罠わなとかマスコミに騙だまされたとかはどうでもいいのです。あなたの意見は関係ありません。この結果が巻き起こした甚じん大だいな被害を、これ以上広げないようにしなければいけないのです」


    　プルプラの容よう赦しやないプレッシャーの嵐に、エルブランコは反論できるはずがない。隣のウニベルですら、椅い子すを引いて距離を取っている。


    「あなたが、全世界に向けて、謝罪しなさい」


    　エルブランコの眼前に、プルプラの紅潮した顔。まともに目を合わせられるはずがない。


    「いいわね？」


    「……はい」


    　エルブランコが力のない返事をして、それを聞いていたアマリージョが大きなため息をついた。プルプラの言う通りに事が進んでいるのが気に入らないようだ。


    「二時間後、ここにマスコミを呼んでいます。それまでに会見場の用意を願います。では」


    　最後にそう言い残し、プルプラは部屋を出ようとした。


    「二時間後じゃと？　マスコミをこのゴルディアス城に入れるというのか！」


    　ロホが大きく目を見開き、衝撃の発言をしたプルプラの背中に吠ほえる。


    「こういうことは初期対応のスピードが重要です。魔王城で会見を開いたほうが、あなたがたの反省の色を世間に少しは見せられるだろうという配慮ですが何か？　では、後ほど」


    　大きな音を立てて、扉は閉められ、再び訪れる嫌な静寂。


    　当初の予定では、この場は協会のプルプラへの状況説明となるはずであった。それが、いつの間にやらこのゴルディアス城にマスコミを招いて謝罪会見を行うということになってしまった。前ぜん代だい未み聞もんというか空くう前ぜん絶ぜつ後ごである。スライムがドラゴンをフルボッコにするくらいありえないことであった。


    「あの女、ネグロに似てきたわね」


    　アマリージョが不満そうに漏もらす。やはりプルプラとは水と油、まったく合わないようだ。


    　ちなみにネグロというのは、以前の勇者戦で関わったことのある無礼極まりない協会の元理事である。


    「魔王、いかがいたしましょうか？　今からでも会見など、断るべきではないでしょうか」


    　おそらくロホの頭の中には今回の件に対する善後策が駆け巡っているのだろう。その答えは簡単に出るとは思えないが、約二時間後にはマスコミもこの魔王城へやってくるらしい。


    「何かしら対応はしなくちゃいけないとは思うけど、マスコミをこの魔王城に入れるわけにはいかないわよ！　ましてや人間よ！」


    　アマリージョが憤ふん怒ぬするのも無理はない。協会の使者であるプルプラが来るのにも抵抗を感じているのだ。それがマスコミなどという、いわば一般人がこの魔王城の敷居をまたぐことになる。


    「私も同感だ。協会の人間ならば業務上承服せざるを得ませんでしたが、カメラを持ったマスコミをこの城に入れて自由にさせるわけにはいきませんぞ」


    「うむ」


    　続けてアスール、ベルデラも反対の意を示す。


    「プルプラさんは何度もここに来てるから麻ま痺ひしちゃってるんですよ。普通の人間が魔王城に来るなんて、びっくりですよ」


    　ウニベルが珍しくまともな意見を述べた。プルプラが来ることについても超法規的な処置なのである。カメラを持ったマスコミに城内を荒らされるわけにはいかない。これは勇者戦の範はん疇ちゆうを超えている、皆がそう考えていた。


    「しかし、魔王軍としての一応のパブリックコメントは提示する必要はあるのう。このままだんまりで通すと、世間の目というのもある」


    「示すも何も、調査中ってことで突き通すんじゃないの？　そもそも魔王軍が大勢のカメラの前で謝罪するなんてかっこ悪すぎるわよ」


    　ロホとアマリージョにしても、対応はすべきであるが謝罪はすべきではないという意見のようだった。


    「エルブランコ、君はどうしたい？　会見となると、君が矢面に立つことになるんだよ」


    　反対を唱える四天王に対し、魔王は沈黙を続けるエルブランコに意見を求めた。


    　エルブランコとて、全世界の人間が目にする場で謝罪などしたいはずがない。それに、今回の件は明らかに罠わなでもあるのだ。


    　しかし──。


    「私は、自分がやらかしてしまったことに対する責任を取れる場があるのならば、私が出るべきだと考えております。逆にこの会見を断ると、さらにいわれもないことを書かれる恐れもあると思います」


    　エルブランコは一語一語考えながら、言葉を紡つむぐ。


    「これがゴルディアス軍のためになるのでしたら、会見の場に立つ所存です」


    　エルブランコは言い切った。心臓がバクバクと大暴れしている。


    「……」


    　魔王は腕を組み、四天王を見渡す。そして、じっと考え込む。


    　エルブランコにとってこの数秒間はまるで死刑判決を待つような、そんな感覚に陥おちいった。


    　本心を言えば、止めてほしい。お前だけに責任を負わすわけにはいかないと、四天王から声が上がるのを待った。エルブランコはじっと目を閉じる。


    「よし、ここはエルブランコに任せよう」


    　魔王は会見を開くことを、決断してしまった。


    　エルブランコはショックを隠し切れず、青ざめる顔を見られないように深く頭を下げた。


    「ぁりがとぅござぃます……」


    　その声は、震ふるえを隠しきれるものではなかった。すでに身体からだ全体から冷や汗が噴き出ている。


    「仕方ないわね。ただ、謝罪はするべきではないと思うんだけど、どう思う？」


    　アマリージョがロホに意見を求める。


    「そうじゃな。エルブランコの言うように、これが勇者の罠にはめられたという可能性も消しきれない今、やはり調査中ということで濁すのが一番かもしれん」


    「謝罪前提で下した手でに出ると、マスコミの思うつぼだ。あいつらはなんとしても謝らせたいのだろうからな。できるだけ穏便にこの会見を終えるのが肝要だな」


    「うむ」


    　四天王の見解は一致していた。


    「我々も現状把握ができていないので、謝罪はせず、そして表立って報道を否定することもしない、ということだね？　どうだいエルブランコ。できそうかい？」


    　謝罪もせず、否定もしない。結局は何もするなということである。ただマスコミからの矢面に立って我が慢まんするという、非常にメンタルが削られる任務である。


    「わ、わかりました。なんとか、やってみます」


    　ここで逃げるわけにはいかなかった。エルブランコの姿はバッチリ報道されており、会見を開くと決まった以上、姿を現さないわけにはいかない。


    「では、会見場じゃが、おそらくマスコミどもは空から道場の屋上のフライポートに着陸するはずじゃ。できるだけ城内で自由にさせたくない。アスールには悪いが、道場を会見場にすることにしよう」


    　ロホが提案する。道場ならばキャパシティも十分で、人間をひとつの建物内に縛しばっておける。若干獣臭さと汗臭さが玉に瑕きずではあるが、人間を威い嚇かくする作用もあるだろう。


    「仕方がないな。午後の訓練は延期にしよう」


    「会場の準備に魔法使いをそちらに回すようにするわ」


    　アスールとアマリージョが、とんとん拍子に話を進めていく。さすが四天王といえる仕事の早さだ。エルブランコに心の準備をする余裕すら与えないスピード感。仕事ができる者は行動が早い。


    「お前は会見まで、心を整えておけ。こういう会見のマスコミは容よう赦しやがないからな。ひとつボロが出れば一気に攻め込んでくるぞ」


    　ベルデラが口を開いたかと思えば、精神的プレッシャーを上乗せしてくる。


    「は、はぃ」


    　エルブランコは気の抜けた返事をするのが精いっぱい。


    「私はどうしましょう？　マスコミ側に交ざって先輩に厳しい質問でもぶつけましょうか？　サクラってやつ」


    　お前、それはサクラではなくただの嫌がらせだ。


    「あなたは会見の司会でもしなさい。上司のミスを少しでも助けてあげなさい」


    　早速水晶玉を取り出して何か入力しているアマリージョが、ウニベルの役目を指示する。


    「司会ですか？　はぁ、上司のミスを部下がフォローするなんて、これも仕事ですね」


    　ウニベルが眉み間けんに皺しわを寄せて、エルブランコを睨にらむ。


    「四天王とウニベルはエルブランコのバックアップに回ってあげて。エルブランコ、大変だけどこれも試練だと思って乗り越えてくれ。以上」


    　四天王たちはそれぞれワープの魔法で会議室を去っていく。


    「先輩、行きますよ！　とりあえずポジションペーパーを作成して、マスコミの質問に対する受け答えを想定しておかなくちゃ。アドリブで転がせるほど先輩は機転利かないんですからね！」


    　ウニベルが自分のノートやファイルをまとめて、急せかしてくる。どちらが上司なのだろうか。ミスをするということは立場をここまで逆転させるのだ。ウニベルは極端な例だが。


    「エルブランコ、いいかい？」


    「は、はぃ」


    　すでに会議室にはエルブランコたちの他には魔王しかいなかった。


    「残酷だと思っているかもしれないが、責任を持つということはこういうことだ。今回起こってしまったことの真偽はどうあれ、世間を巻き込んでしまったことは事実だ。真実と事実は違う」


    「分かっています。すべては私の軽率な行動が原因ですから」


    　言った後で、投げやりな発言だったかもしれないと、少し後悔した。まるで拗すねてるように聞こえたかもしれない。


    「神は乗り越えられない試練は与えないんだよ。四天王も、もちろん私も、君が成長するための過程だと思っている。僕たちは、生涯学び続けるんだ。無駄なことはない」


    　魔王はそう言って、マントを翻ひるがえした瞬間に姿が消えていた。


    「ほら、行きますよ！　魔王の期待に応えなきゃ。先輩の成長をいつまでも優しく見守ってる余裕は私にはないんですからね！　ほら、背せ筋すじ伸ばしてシャキッとしてください！　ネクタイも曲がってるし」


    　ウニベルが会議室の扉を開けて、まるで母親のように世話を焼いてくる。


    「はぁ、母親みたいなことを言わないでくれ。まったく」


    「そう思うんなら、心配かけないような行動を肝きもに銘じてほしいですね、まったく。故郷のお母さんも泣いてますよ！」


    　ウニベルの憎まれ口は相変わらずである。しかし、彼女もゴルディアス軍に入ってきて、日々成長している。


    　一方でエルブランコは今回の件にしても、当初自分には責任がないという気持ちがあった。自分ははめられたのだと、被害者意識で自分を守っていた。事なかれ主義がこの結果を導いた。


    　ウニベルが入ってきて魔王軍の仕事に不満を持っていた頃に、彼女に向かって偉そうに言ったことがある。


    　──決して指示待ちだけにはならず、自分の仕事を全まつとうする。それが組織というものだ。


    　私は今、それができているか？　組織に迷惑をかけ、今もできれば会見から逃げ出したいのが本音。自分の仕事とは、いったいなんだ？


    「成長していなかったのは、私のほうだ」


    　エルブランコは窓に映る自分の情けない顔を見つめながら、呟つぶやいた。


    「誰も先輩を責めてはいないんですからね。誰だって自分がベストを尽くしているって信じてるけど、きっとそんなこと考えないほうがいい仕事ができるんですよ。私はそうですから」


    　エルブランコはふっと鼻で笑った。


    「まさかお前に慰なぐさめられる日が来るとはな」


    「先輩は自意識過剰なんですよ。もう、これ何個目のキャラ付け？　ネガティブでしょ、心配性でしょ、ファッションセンスゼロでしょ。あ、草食系の代わりに性欲モンスターのキャラを追加しなきゃ」


    　褒ほめてやろうと思ったのに、この一言多いところはまったく成長がない。


    「さあ、さっさと会見をして、この件は終わらそう。ほら、行くぞ！」


    　パンと手を叩たたき、自分に気合を入れる。待っていたウニベルを追い越し、会議室を出る。


    「わ、先輩がちょっとポジティブになった！　これは雨が降る予感ですね」


    　走って塔を下りるエルブランコを、パタパタと追いかけるウニベル。


    　ウニベルは冗談で言ったのかもしれないが、このあと降るのは雨どころか、とんでもない暴風、雷雨を伴った嵐になることは、まだ誰も知らない。


    



    



    　二時間後、マスコミは続々と道場屋上のフライポートに到着する。ゴルディアス城にこれほどの人間が集まる最初で最後の機会になった。


    　もちろん人間はこの建物内から外へ出ることは許されず、ベルデラの諜ちよう報ほう班はんが人間を取りこぼさないように、近辺を厳重に見張っていた。モンスターが溢あふれる魔王城内を自由に探索する勇気がある人間がいればの話であるが、時に好奇心とジャーナリズムは死の危険をも優る可能性がある。


    　一階の道場には椅い子すが並べられ、会見のシチュエーションは整えられていた。プルプラの話ではマスコミの数は三百人を超えるらしい。


    「うわぁ、人間だらけですね。先輩、いったい何やらかしたんですか！」


    　続々と集まり始めるマスコミの集団に、前室に控えているウニベルは目を丸くして、白々しいことを言ってくる。何な故ぜかピンク色の眼鏡めがねをかけているが、どういうつもりだろう。


    「お前はなんで眼鏡なんかかけてるんだ？」


    「あ、これですか？　会見の司会しなきゃいけないでしょ。魔王秘書付き研修って立場じゃかっこつかないんで、ゴルディアス軍の広報担当ということにします。眼鏡かけるとできる広報っぽいでしょ？」


    　それって肩書きの詐さ称しようじゃないのか？　しかし今はウニベルの奔ほん放ぽうな行動にいちいちつっこむ余裕など、エルブランコにはなかった。


    　まさかこれほどの人数に囲まれて謝罪をすることになるとは、正直予想の範はん疇ちゆうを超えていた。謝罪会見といっても囲み取材で、にこやかなレポーターに囲まれて「いやぁ、上司に怒られちゃいましたよ。今回は私の不徳のいたすところです」くらいで終わればいいなぁって期待していたのだが、この仰ぎよう々ぎようしさである。


    「大丈夫ですか、こんな大勢に囲まれて。ただでさえ緊張する性格なのに、いつかみたいに吐いちゃだめですよ」


    「は、吐くか！　だ、大丈夫だこれくらい。人間が何人集まろうがたかが人間。豆粒と思えばたいしたことはない」


    　ウニベルに緊張するなと言われて、さらに緊張感が増した。吐くつもりはないが、若干ちびるかもしれない。さっきコーヒー二杯も飲まなきゃよかった。


    「ちょっとエルブランコ」


    「え。あ、なんでしょう？」


    　突然後ろから話しかけられた。アマリージョであった。


    「しっかりしなさいよ、あなた。テンパって余計なことは言わないでよね。こういう会見では少しでも話に破は綻たんが見えたら一気に攻められるわ。マスコミはなんとしてもあなたからボロを引き出したいでしょうからね」


    「先輩はすでにボロボロですよ」


    　とウニベルがボソッと呟つぶやいたが、アマリージョはそれを無視し、さらに続ける。


    「いいこと？　マスコミはあなたからの謝罪を引き出し、どうなれば面白い記事が書けるかしか考えていない。あなたの未来や魔王軍の処遇なんてこれっぽっちも考えていないの。だからあなたのプライベートなことや聞かれたくないことも平気で土足で踏みにじってくる。気持ちをしっかり持って」


    　アドバイスなのかビビらせているのか、上司のありがたい言葉に胃がきしむエルブランコ。


    「とりあえず、マスコミに反感を持たせないように。質問に対しても、調査中なので詳しいことは言えないということで通しなさい。あなたの言葉は、すべてゴルデイアス軍の言葉になるんですからね」


    　エルブランコはただただ無言で頷うなずく。


    　下へ手たなことを言えば、それはすべてゴルディアス軍全体の問題になってしまうのだ。


    「いいこと？　絶対に謝罪しちゃダメよ。否定も肯定も、相手にとっては最高の餌えさになるの。とにかく調査中ということで逃げ切りなさい。いいわね？」


    　アマリージョはとにかく念を押す。謝ると負け、という言葉がこんなにも心に響いたことはない。


    「勇者が未成年じゃなかっただけマシですよ。相手が未成年だったら恋愛感情を証明したりとか、二十二歳だと思ってたとか、大汗かきながら無茶な言い訳しなきゃいけませんからね。それと、もし答えに困ったら泣き喚わめけばいいんですよ」


    　ウニベルは何の役にも立たないことを真ま面じ目めな顔でアドバイスしてくる。とにかく会見で泣き喚くことにならないよう、気を確かに持とうと心に誓うエルブランコである。


    「これは私の仕事です。自分のやったことに責任を持つつもりです」


    　エルブランコは顔がん面めん蒼そう白はくながら、最後にそう答えた。


    「先輩、そろそろ時間ですよ！　私は先に行きますからね。あ、またネクタイ曲がってる！」


    　眼鏡めがねをキリリと整えて、ウニベルが会見場へと入っていった。


    「先輩が発言しやすい空気を作っておきますから、安心してください！　では！」


    　発言しやすい空気とはどんな空気だ。頼むから余計なことだけはしないでくれ。


    　エルブランコは真っ白いネクタイを、まっすぐ結びなおした。


    「しっかりしなさい。生きて帰れたなら、一度くらいなら胸を触らせてあげるから」


    「は？」


    「は、じゃないわ。嘘うそよ、バカ。あなたが三度の飯より巨乳が好きらしいから、言ってみただけよ。早く行って、死んできなさい」
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    　これはアマリージョの優しさなのかアダルトジョークなのか。今はそんな議論はできそうにない。


    「やまない雨はないのよ。さ、行ってきなさい」


    　そしてエルブランコは背中を思いっきり叩たたかれた。


    



    「では、ただいまよりゴルディアス軍魔王秘書エルブランコによる会見を始めさせていただきます。本日ははるばるゴルディアス城までお越しいただき、誠にありがとうございます」


    　見た目は人間と変わらないウニベルが、会見場の壇上に立って司会をそつなくこなしている。


    　三百人以上集まったマスコミ陣から一斉に注目を浴びるウニベル。キラリとピンクの眼鏡めがねが光り、背せ筋すじも伸びている。堂々としたものである。


    　マスコミ陣の中から、「あの子はモンスターか？」「あんなかわいい子がいるなんて、要チェックや」「まさかあの子もあのモンスターの毒牙にかかってるんじゃないか？」「いや、さもありなん」などと勝手な声が聞こえてくる。


    　そんな会話は前室にいるエルブランコも微かすかに聞こえていた。


    　もしかするとわりと空気はやわらかいものになっているのではなかろうか。ウニベルに気を取られているくらいだ。さっきウニベルが言っていた通り、この会見の場を温めてくれることを願うしかない。


    　そんなエルブランコの淡い期待を知ってか知らずか、ウニベルは司会を続ける。


    「弊軍のモンスター、エルブランコが真夜中に勇者モデルナと密会し、手て籠ごめにしようとした件に関しまして本人よりお伝えしたいことがあります」


    　ちょいちょいちょい、このバカ司会は何を言い出すのだ。手籠めとはどういうことだ！


    　思わぬ前口上にエルブランコは一気に血の気が引いた。場を温めるというか、これでは火に油を注いで炎上させているだけではないか。


    「エルブランコは心配性でネガティブ思考で、冴えないモンスターではあります。このような記者会見にも不慣れですので、皆さまここはお手柔らかに願いたく存じます。エルブランコは決して女性を気軽に誘えるような尻しりの軽い男ではございません。尻というか、むしろおっぱいに目がないというか、いえ、話が脱線しました。とにかく奥手で真ま面じ目めなモンスターでございます」


    　ちょっと待て、さっきからこいつは何を言っているのだ？　脱線しすぎて始まる前からアディショナルな情報が盛りだくさんすぎるぞ！


    　これってマスコミを通して全世界に生放送されているはずだ。おっぱい大好きと暴露され、そんなアツアツの状態で会見をしなければいけないのか？　いや、おっぱい好きじゃないし！


    　エルブランコは尋じん常じようではない焦あせりを感じていた。


    　そんなエルブランコの焦しよう燥そう感かんも露つゆ知らず、ウニベルは本日の主役を呼び込む。


    「レディースエンジェントルメン、お待たせしました。エルブランコ容疑者、はりきってどうぞー！」


    　はりきれるか！　ていうか容疑者ってなんだ！


    　そっと会見場の中を覗のぞくと、マスコミ陣からは「とんでもない奴だ」とか「あんなかわいい広報の子にまで迷惑かけやがって」とか「協会が許してもマスコミは許さんぞ」とか、尖とがった声が聞こえてきた。


    　マスコミ側からはすでに壇上に向けて厳しい視線が降り注がれている。


    　メモを取り出す記者、向けられるカメラ、ほとばしる緊張感。場は極悪犯罪者を燃やしてやろうかというくらいに臨戦態勢が整っているようだ。


    「早く行きなさい！　ほら！」


    　アマリージョがピンヒールで背中を蹴けってきた。躓つまずくように、エルブランコはそのまま燃やされる覚悟もできないまま、会見場に飛び出してしまった。


    　その瞬間、一斉にカメラのフラッシュがたかれた。会見場に入ってきた、今回の元凶であり、おっぱい魔人、またの名をエルブランコ。満を持してここに参上である。


    　司会のウニベルはなぜか満面の笑み。こんな空気を作っておいて、いい仕事をしたとでも思っているのか？


    　すぐさま三百人超の記者たちが、睨にらみつけてくる。エルブランコが中央の机に向かう一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを逃のがさず追いかけてくる六百の目。待ち望んだ生いけ贄にえがようやく出てきたのだ。


    　エルブランコはもはや冷や汗すら出てこない。喉のどはカラカラ。もしかすると血液すら蒸発しているかもしれない。なんだか眩暈めまいがする。ここで倒れたら、会見は延期してくれるだろうか？


    　机の真ん中にたどりつき、ひとまずマスコミに向けて軽く頭を下げた。


    　その瞬間を待っていたかのように、再び鳴り響くシャッター音とフラッシュの閃せん光こう。


    「……」


    　考えていた言葉が出てこない。


    　なぜこんなことになっているのだろうか。自分は、とんでもないことをしでかしてしまったのだと、ようやく事の重大さに気づかされた気がした。


    　思わずウニベルを振り返ると、ニコニコとして満足そうな表情である。


    　なぜ自分だけがここまで追い込まれなくてはいけないのだ。むしろはめられた立場なのに、会見を開かされる意味が分からない。


    　そう考えているうちに、エルブランコは次第に腹が立ってきた。


    　そして体を縛しばっていた緊張よりも、この状況に対する怒りがこみ上げ、エルブランコの中で怒りと緊張の中和反応が起こった。


    「ゴルディアス魔王軍、魔王秘書、そして今回の勇者戦を仕切っておりましたエルブランコです」


    　エルブランコはそれだけ言って、一度だけ会釈程度に頭を下げ、すっと椅い子すに座る。緊張と怒りを乗り越えた、無の境地に至ってしまったがゆえの飄ひよう々ひようとした態度である。


    　謝罪を一切せず自己紹介をしただけの姿は、見るほうからすると不ふ遜そんに見えたかもしれない。


    　マスコミ側としてはエルブランコが泣きながらでも、頭を下げ続ける姿を見たかったに違いない。世間に対する謝罪を会釈で済ますとは何事だ、そんな空気が蔓まん延えんした。


    　気に食わない相手に対しては、容よう赦しやない攻撃を仕掛けるマスコミである。自分が被害を受けていない件に関しても、まるで被害者意識を丸出しで敵意を向ける。エルブランコはそのトリガーを引いてしまった。


    「謝罪の言葉はないんですかー？」


    「それがモンスターの謝罪のやり方なんですかー？」


    「その態度は被害者に失礼なんじゃないですかー？」


    　ついには声が上がり、ざわつき始めた。座ったまま、一向に謝罪を何もしないエルブランコに、マスコミ側が苛いら立だって業を煮やしてしまったのだ。


    　しかし、謝罪をしないと打ち合わせで決まった以上、エルブランコはその方針に従うしかない。話したくてもこれ以上何も言えないのだ。


    「あ、それでは質疑応答に入らせていただきます！　質問のある方は挙手をしてください！」


    　ウニベルが慌あわてて、場を鎮めようとする。するとやはり一気に記者たちから手が挙がった。


    　その間、エルブランコはこの壇上から眺める光景がスローモーションで、まるで夢の中のような心ここ地ちに陥おちいっていた。


    　司会のウニベルに対する怒りや、自分は無実であるという被害者意識から緊張を忘れ、一旦は無の境地に至ったものの、元来の小心者であるエルブランコ。すぐに自分の置かれた状況を思い出し、再び緊張に支配された世界へと舞い戻りつつあった。


    　汗で湿る手のひらに気づく。あ、緊張してる、と自覚したらもう止められない。エルブランコは全身緊張で包まれてしまった。


    「では、そちらのきっちり横分け、眼鏡めがねをかけてひょうきんな顔をした男性の方、どうぞ」


    　ウニベルは質問者をいじりながら、ひとりの記者を指名した。エルブランコはその記者に見覚えがあった。決して忘れられない、あのにやけた顔の男。


    「センテンスプリマベラのペリオです。どうも、ご無ぶ沙さ汰たしております」


    　このスキャンダルをスクープした張本人は、イヒヒと卑ひ屈くつそうに笑った。


    「質問がいくつか。まずは、この記事の内容についてはすべて認められているのかどうか。まあ否定する証拠はなさそうですがね」


    　ペリオはあのときと同じように、手帳を取り出しメモを読むような形で質問をしてきた。


    「ペリオ記者のご質問にお答えします。ええ、あの、今回センプリ誌に載った記事に関しましては、現在調査中で、今ここでお伝えできることはありません」


    　打ち合わせ通り、エルブランコは声を震ふるわせながら、内容のない返答をした。


    「ちゃんと質問に答えてくださいよ！　ちゃんと記事は読んでもらえました？　あなたは勇者を宿屋オークラに連れ込もうとしましたよね？」


    　ペリオは自身が書いたセンプリ誌を大きく掲かかげ、そして周りのマスコミたちにも見せつける。


    「ええっと、その点についても、現在調査中です」


    　エルブランコはペリオの的確な質問に、押されまくる。無理もない。現場写真という絶対的証拠は向こうに捕まれているのだ。


    「もうちょっと具体的に教えていただけますかー？」


    　あくまで攻撃的なペリオ。エルブランコの曖あい昧まいな態度には、周りもざわつく。


    「あの場所にいたことも含めまして、すべて現在調査中です。いい加減なことは言えませんので……」


    「は？　調査中って、あなた自身のことでしょうが。では、現場で拾ったこの手紙は何なんですか？　これは決定的な証拠ですよね。そしてあなたと勇者モデルナが宿屋に入ろうとしていたことは事実なんですよ？　これって勇者法的にも完全アウトでしょう？」


    　ペリオは記事ではなく、その手紙の現物を鞄かばんから取り出し、提示した。


    　できることなら、全力で否定したい。このセンプリ誌に載っている記事は、すべてが事じ実じつ無む根こんなのだから。


    　しかしそれができないのは、ゴルディアス軍の代表としてこの会見に立っているからである。この会見でのエルブランコの役割は、真実を明かすことではなく、記者たちの溜りゆう飲いんを下げることなのだ。


    「あのような行動は、不適切ではあったと思いますが、その、違法というわけでは……」


    　否定してはいけないと思いつつも、エルブランコはつい不必要な一言を口走ってしまった。


    　対する質問者のペリオは、この発言に鬼の首を取ったかのように食いつく。


    「不適切？　違法ではなかったと言うんですか？　もう少し具体的にお願いしますよ。エルブランコさん。何が不適切で、何が違法ではないという見解なんですか？」


    　センプリ砲と称されるセンプリ記者の攻撃は、さらに火力を増した。ボロが出ると一気に攻めるというスタンスに、エルブランコがこの場を乗り切れる術すべがあるのだろうか。


    「いえ、それは勇者側の意見も調査する必要があって……」


    　エルブランコはあくまでこう繰り返すしかないのだ。


    「勇者の意見？　これは来週の号に掲載する予定だったんですが、あなたがそう言うならば、まあいいでしょう。勇者モデルナの独占インタビューもこちらで取ってるんですよね」


    　ペリオは続けて、何枚かの原稿を取り出した。


    「ええっと、あの晩、勇者モデルナの宿屋に一枚の手紙が投げ入れられ、それを宿屋のフロントが気付いたのが午前二時。急ぎだといけないので、すぐさま勇者へ届けたらしいですね。これはフロントの男性にも確認しています」


    　ペリオが原稿を読み上げる。周りは黙って聞いている。他のマスコミにとっても初めての情報なのだろう。


    「私はそんな手紙を書いた覚えはない！　だ、誰がそんな手紙を？」


    「あなたしかいないでしょうが。続けますよ。勇者は手紙を受け取ります。内容は、センプリ誌に載せておりますので省略しますが、あなたが勇者を誘い出す内容でした。それで宿屋の外で待つこと一時間、あなたがやってきたと。そして無理やり抱きつかれ、襲おそわれた。これについてはどうお考えです？」


    　勝ち誇ったように、情報をさらけ出すペリオ。


    「私は、勇者に呼び出されてあの宿屋へ行っただけだ！　手紙なんか書いてないし誘い出してもいない。それに襲うなんてありえない！」


    　ついにエルブランコは、否定してしまった。


    「あらら、勇者の言うことを否定するんですか？　じゃあその証拠を出してくださいよ。あなたが受け取ったとされる手紙はどこにあるんですか？　私どもは厳密な取材に基づいて、この記事を書いているんですよ？　それに手紙の現物は私が現場で直接拾ったんです。こんな会見の場で水掛け論はみっともないですよー」


    　周りからも「そうだそうだ」「根拠を示せ」とガヤが入る。


    　エルブランコは窮する。証拠は何もないのだ。勇者から受け取った手紙は、ジャケットの内ポケットに入れたはずだった。それを落としたと思ったら、その内容が全く異なっていた。教えてほしいのはエルブランコのほうだ。


    「私は、はめられたんです。そもそも、なぜあなたはあそこにいたんですか？　最初からあの手紙をでっちあげて私を陥おとしいれようとしたのではないですか？　この記事は最初からイカサマだったんだ！」


    　止まらないエルブランコの言葉は、マスコミたちのジャーナリズムを真っ向から否定するものであった。記者の仕事を、嘘うそつき呼ばわりしたのである。


    「あらあら、皆さん、聞きましたか？　ゴルディアス魔王軍が、謝罪会見を開くので来てくださいと言われたから、わざわざこんなところまで来たんですよ？　それなのに、まさか嘘つき呼ばわりされるとはね。ああ、私は真実を伝えるために記者生活二十五年、こんなに侮ぶ辱じよくされたのは初めてですよ」


    　エルブランコは簡単に挑発に乗り、失言をしてしまったことを後悔した。


    　打ち合わせではすべて調査中で乗り切れ、ということだった。それが、まんまと記者の言葉に乗って感情的な言葉を吐いてしまった。


    「ペリオさん、質問は以上ですか？　ほかの方はいらっしゃいませんかー？」


    　ぐうの音ねも出なくなったエルブランコに、ウニベルがペリオの質問を遮さえぎった。


    　が、しかし。


    「まだ質問はありますよ。そうそう、広報担当のウニベルさんも、あの現場にいらっしゃったじゃないですか。あのときのこと聞かせてくださいよ」


    　夜中に消えたエルブランコを捜しに、ウニベルもあの場に来ていたのだ。そしてとんでもない勘違いをまき散らすだけまき散らして、去っていった。


    「あれ？　そうでしたっけ？　記憶にございません」


    　ウニベルは完全にとぼけて見せる。役者度で言えば、エルブランコの数段上を行っている。


    「とぼけないでくださいよ。ちゃんとそのときのウニベルさんの発言も記録してあるんですよ。ええっと、『勇者さんにまで手を出すつもりですか、この前ルビア姉さんに告白したところじゃないですか』と。これは二股不倫の決定的な証拠ですよね？　これを受けて、エルブランコさん、ご意見をどうぞ」


    　ペリオの追及はウニベル経由でエルブランコのもとへ戻ってきた。


    「それも、現在、調査中で……」


    「あれもこれも調査中ですか？　そんなこと言わないで、ご自分の胸に聞いてごらんなさいよ。きっとこう答えてくれますよ。『私はおっぱいが大きい女性を見ると、すぐ襲おそってしまうんですー』って」


    　会見場がどっと沸わいた。「とんだ変態だな」「公こう私し混こん同どうが過ぎるな」「こりゃ勇者戦というよりおっぱい争奪戦だな」などと嘲ちよう笑しようする声が聞こえる。


    　エルブランコはもう何も言えない。調査中と繰り返すこと自体が、ストレスとなっていた。


    「じゃあ続けますよ？　馬鹿の一つ覚えみたいに調査中と繰り返されていますけど、調査には協会も絡んでいらっしゃるんですよね？　今日は協会の方はいらっしゃってないんですかー？」


    　ペリオはあたりを見渡す。


    　そこでエルブランコは道場の一番後ろ、壁際で不機嫌な顔で腕を組んで立っているプルプラがいることに気づいた。


    「そちらにいらっしゃるのは協会の最年少理事、プルプラさんですよね？　協会はこの件、どう考えてらっしゃるんですか？　勇者戦の再開の可能性は？　ゴルディアス魔王軍への懲ちよう罰ばつは？　ぜひご意見お聞かせください」


    　そしてペリオは両手を広げ、記者たちを煽あおる。すっかりペリオ劇場となった会見場は、大いに沸き立ち、皆が後方のプルプラのほうへ視線を注いだ。


    「……ゴルディアス軍および勇者への処置は、早急に検討し、判断を下すつもりです」


    　プルプラはペリオを通り越し、まっすぐ壇上のエルブランコを睨にらみつけながら、そう宣言した。


    「だそうです。私からの質問は以上になります。ご清聴、ありがとうございました」


    　ペリオは笑うのを必死でこらえるように席へ戻り、周りからは大きな拍手が起こった。それはまるで、魔王軍が人間に敗北を喫したような異様な空気であったに違いない。


    　エルブランコはそれ以降のことをよく覚えていない。


    　引き続き何人かの記者により質問は行われたが、返事にならない返事を繰り返すだけで、何を言ったのかも記憶に残らなかった。


    　ただ失敗してしまったという慚ざん愧きの念だけが、頭の中を回り続けた。何も言うなと念を押されていたのに、記者の安い挑発に乗って余計なことを言ってしまった。こんなことなら泣き叫んだほうが幾分ましだった。


    　この会見は、ゴルディアス軍にとって得るものがあったのだろうか？　いや、そんなものひとつもない。すべては自分がぶち壊してしまった。


    　気づけばエルブランコは、自室の部屋のベッドで横になっていた。


    　いつも見る天井が、今日はやけに遠かった。


    　なぜ自分の上だけに雨は降り続けるのだろう？　やまない雨はないのではなかったのか？


    



    　会見の翌日、国際勇者協会が下した結論が魔王城に伝えられた。


    　ゴルディアス軍の解散命令。


    　それは有う無むをも言わせない、厳しすぎる罰であった。


    



    　　　[image: ]


    



    「お疲れさま。これからもがんばるのよ」


    　魔法塔の前の広場では、塔から続々と出てくる魔法使いたちの姿で溢あふれていた。


    　魔法使い班のトップであるアマリージョの姿を認めると、誰しもが感謝や別れの言葉を交わし合い、そして寂しそうな表情を浮かべて去っていった。


    　去りし者たちの後ろ姿を黙って眺めているのは、ウニベル。


    　ゴルディアス魔王軍の解散が決まり、城に住んでいたモンスターたちは続々と退去をし始めていた。仕事をなくし、次なる新天地へ転職する者、故郷へ戻る者、さまざまであった。


    「これで最後です」


    　魔法塔から最後に出てきたのは、開発部の部長でもあり、エルブランコの同期であるルビアであった。今日も大きな魔法帽に、大きな胸が強調された衣装である。


    「そう。ご苦労さま」


    　アマリージョが、高くそびえる塔を見上げながら呟つぶやいた。やはりどこか寂しそうではある。たった今、この無人になった魔法塔を作り上げたのは、彼女なのだから。


    「レガシーにしてしまうには、もったいないですわね」


    　ルビアも直属の上司であるアマリージョの気持ちに沿った心情を吐露する。


    「世界中どこを探しても、これ以上設備が整った施設はないわよ。私の自信作よ」


    　アマリージョが、寂し気に微ほほ笑えんだ。


    「すいません……、こんなことになっちゃって」


    　ウニベルが頭を下げた。


    「なんであなたが謝るの。仕方ないことよ」


    　ルビアがウニベルの頭をポンポンと叩たたいた。


    「先輩が勇者と会っていたときも、私が勘違いせずにさっさとあの記者を始末しておけばこんなことにならなかったと思うと、責任を感じます」


    　ウニベルはウニベルなりに、ゴルディアス軍解散の責任を感じていた。


    「ふふ、上司思いの部下ね、あなたは。それを言うなら私がエルブランコ君をもっと早くにぶっ殺しておけばよかったのよ」


    　ルビアも物騒なことを言うが、その表情は本気に見えなかった。


    「エルブランコだけが心配ね。彼、まだ進路も決めてないんでしょ？」


    　アマリージョも腕を組み、心配そうな顔で城のほうを眺めた。


    　あの会見が終わり、エルブランコは自室に閉じこもっていた。すでにゴルディアス城本丸からは、魔王とエルブランコ以外のモンスターは退去してしまっている。


    「はい。オファーは届いてるみたいなんですけど、その気がないというか。アマリージョ様は魔獣の森に住む魔女のところへ行かれるんですよね？」


    「そうよ。あそこの魔女は幼少の頃に世話になっていたことがあってね。しばらく厄やつ介かいになるつもり」


    　モンスター界でも今回のゴルディアス軍の解散には激震が走った。


    　ゴルディアス軍はこれまで何度も選抜軍にも選ばれ、戦闘だけでなく研究開発や経営面でも実績や評価が高い魔王軍のひとつであった。その魔王軍所属の優秀なモンスターたちが一斉に野に放たれるということで、各界からの引く手も数多あまただった。実際にほとんどのモンスターは次の職を見つけられたと聞いている。


    「姉さんも、他の魔王軍に行くんですよね」


    「私も前からオファーだけはいっぱい来てたからね。ここほど開発環境が整っていないけど、まあなんとかなるわよ」


    　ほかの四天王では、ロホは故郷で隠居してしばらくゆっくりするつもりらしく、つい先日城を発っていた。ベルデラとアスールは、しばらく修行の旅に出るということだった。


    「みんな、バラバラになるわね。アスールなんかとはいつもケンカばっかりだったけど、なんだか感傷的になっちゃうわ。私も年ね」


    　アマリージョは杖つえを取り出す。


    「じゃあ、私は行くわよ。あなたたちも元気でね」


    　頭上で杖をくるんと回すと、空間が歪ゆがむ。ワープの魔法だった。


    「アマリージョ様も、お元気で」


    　ルビアとウニベルが一礼し、頭を上げたときにはその姿はすでに消えていた。彼女らしい、あっさりとした別れだった。


    「ウニベル、あなたはマスコミに転職ですって？」


    　ルビアはアマリージョを見送り、ウニベルを振り返った。


    「はい。あのときの会見を見てた出版社からオファーがあったんで、まあ行ってみようかなって。どこに縁があるか分かりませんね」


    　ウニベルは恥ずかしそうにはにかんだ。


    　あの会見で司会をしていたウニベルは、一部のマスコミの中で話題になっていた。というのも、会見自体があまり意味のないものであったため、たまたまそこで中継に映っていた司会のウニベルに注目が集まったのだ。


    　あのかわいらしいモンスターは誰だとネット中心で話題になり、「かわいすぎる魔王軍広報」として雑誌にも取り上げられたのだ。本当にどこに縁があるか分からない。


    　そして「月刊魔王」を出版しているモンスタータイムズ社が、すかさずウニベルにオファーを出してきたらしい。


    「じゃあ、私も行くわ。故郷に帰ったときに、また会いましょう」


    　ルビアはにこっと微ほほ笑えみ、ウニベルを抱きしめた。


    「はい。姉さんとはこれでお別れとは思っていません！　いつかルビア姉さんを取材しに行きますからね！」


    　これにはルビアのほうが瞳を潤うるませていたが、なんとか泣くのは我が慢まんして、ワープで消えてしまった。


    　誰もいなくなってしまった。


    　ウニベルは唇くちびるを噛かみしめ、ゴルディアス軍として最後にやり残したことを片付けるため、城へ向かった。


    



    「エルブランコ、まだいるのか？」


    　ノックはされず、いきなり扉のノブをまわす音と同時にアスール大帝の声が聞こえた。


    　鍵かぎはかけてあるが、アスールならば扉ごとぶち破ってしまうかもしれない。


    　エルブランコは居留守を決め込むことにした。今さら上司に会って、謝罪するのもおかしな話だ。すでに取り返しのつかない事態になってしまっている。


    「私とベルデラもそろそろ発とうと思っている。最後に、と思ったが仕方あるまい」


    「うむ」


    　扉越しに、アスールとベルデラが語りかけてくる。


    　外勤班トップの二人は、どうやら修行の旅に出るということだった。この二人に敵かなう相手などどこにいるのだろうかと思うが、戦闘に対する向上心だけはなくならないらしい。


    「エルブランコよ、今さらこんなことを言うのも白々しいかもしれんが、お前だけが責任を感じることではないぞ」


    「うむ」


    　すでにゴルディアス城本丸からは、モンスターはすべて退去してしまったらしい。今も城内に残っているのは引きこもっているエルブランコと、魔王のみだ。この二人も、おそらく魔王へ挨あい拶さつをしに行った帰りなのだろう。


    「気に病むなと言って、元気になるお前ではないと思うが、生きているとこういうこともある。失敗するのはつらいことだ。だが、失敗し続けることこそ人生なのだ。きっとお前も乗り越えられる」


    「うむ」


    　今はどんな励ましの言葉も、毒にしか感じない。むしろ恨まれるほうが、どれほど楽か。なのに、この期ごに及んで皆が温かい言葉をかけてくれる。


    　自分はこのゴルディアス魔王軍で働くすべてのモンスターに恨まれて当然のことをしたのだ。


    「エルブランコよ、これをお前に渡しておく。元気でな」


    　廊下の床に、ジャラっと何かを置く音が聞こえた。


    「迷うなよ、エルブランコ。ではな」


    　最後にベルデラが、扉を一度だけコツンと叩たたいた。


    　大きな二人の足音が、次第に小さくなり、やがて聞こえなくなった。


    　エルブランコはジャケットを身に着け、久しぶりに部屋を出る。


    　扉の外には、アスールが先ほど言っていたものが、置いてあった。パワーストーンが連つらなった数珠じゆずだった。


    「大帝……」


    　この数珠はアスール大帝が自身の呪のろいを解くために購入したという怪しいアイテムだった。効果があるのかどうかは眉まゆ唾つば物ものである。


    「今の私も呪われているようなものだ」


    　エルブランコはその数珠をありがたく受け取り、右手首に装着した。


    　久しぶりに部屋の外に出ると、ゴルディアス城は閑散としていた。もともと城の本丸に住むモンスター自体は少ないのだが、今は併設する道場や、城下町からも何も聞こえない。すでにほとんどのモンスターが退去を済ませており、数日前までの賑にぎわいが戻ることはないのだ。


    　エルブランコもゴルディアス城にいつまでもいるわけにはいかない。


    　誰にも会いたくないというわがままで、こうして最後まで部屋に閉じこもっていた。しかし魔王へ挨拶を行うべきであることは、さすがに今のエルブランコでも頭にあった。


    　ただ、なんて言えばいい？　魔王軍を解散させてしまい申し訳ございません？　もうすべて失くしてしまったあとなのだ。謝って済む段階はとうに過ぎている。


    「エルブランコ」


    　廊下でひとり逡しゆん巡じゆんしているところに、声がかかった。


    　ゴルディアス魔王だ。


    　これから行こうと思っていた矢先に、魔王のほうから来てもらうという間の悪さである。エルブランコは黙って、魔王に向かって深く頭を下げた。


    「さっきアスール大帝とベルデラ将軍が挨あい拶さつに来てくれたよ。あのふたりは修行の旅に出るんだってね」


    「ゴルディアス魔王、こんな事態になってしまって、申し訳ございませんでした」


    　結局、謝ることしかできないエルブランコ。魔王の顔を見ることすら憚はばかられ、ただただ頭を下げ続ける。


    「頭を上げなよ。何度も言ってるじゃないか、君ひとりのせいじゃないって。君が謝れば謝るほど、僕も心が痛いんだ。最後くらい、笑って話そう」


    　魔王はエルブランコの肩に手を置いた。


    「僕もやっと肩の荷が下りたというかね、魔王っていう肩書きの重さから解放されてほっとしているところもあるんだ。勇者に殺されるために生きてきたのが、こうしていちモンスターに戻った瞬間、ふと気持ちが軽くなった」


    　ゴルディアス魔王は魔王軍解散により、魔王という地位も剥はく奪だつされ、エルブランコと同じ一般のモンスターとなったのだ。


    　モンスターは勇者に殺されれば来世はハイクラスなモンスターに転生できるというカルマを与えられているが、魔王は勇者にしか殺せない。死のうと思っても死ねないのが、魔王なのだ。それがこの世界を作った神の決めたルールであった。


    「取り返しのつかないことを、してしまいました」


    「謝るところじゃないよ。僕は魔王の荷を下ろして、また別の可能性を感じられるようになったんだ。勇者に殺されることだけを求めて生きていくのは、窮屈なことだよ。それは最初から死んでいるようなものさ。これからの僕は、生きるために前に進める」


    　ゴルディアス魔王は、微ほほ笑えんだ。


    「モンスターがこんなこと言うのもおかしな話だけどね、仕事のために死ぬのなんて、ろくでもないよ。運命なんかはもっとクソくらえだ」


    　これが魔王の本音なのか、落ち込むエルブランコを励ますための方便なのか。それは分からないが、魔王でなくなったからこそ言える言葉かもしれない。


    　モンスターとは日陰の存在である。悪である。そんな陽が当たらない者たちの気持ちは、真っ先に省略されるのが、この都合のいい世界だ。


    「君はまだ進路が決まってないらしいじゃないか」


    「はい。まだこれからのことは考えられません」


    「僕はバルバロ魔王のところにしばらく身を寄せるつもりなんだ。もしよかったら、君も来ないか？」


    　バルバロ魔王とはゴルディアス魔王が懇意にしている魔王である。別の大陸に城を構え、独特の訛なまりがある荒っぽい魔王だ。何度かテレフォネで話しているのを聞いたことがある。


    「いえ、そんな、私は……。ご迷惑をかけられませんので」


    「そう言うと思ったよ。君は本当に遠慮深い男だな」


    　魔王は静かに笑った。こうして話していると、なんだか気さくな兄のような存在である。エルブランコはそんなふうに考えて口角が緩ゆるみそうになったが、恐れ多くてすぐに思いを改めた。


    「僕もそろそろ行くよ。迎えが来てる」


    　ずっと俯うつむいていたエルブランコは、ここで初めて魔王の顔を見た。いつも通り、黒い兜かぶとで表情は窺うかがえないが、唯一見えている口元は優しそうに微ほほ笑えんでいた。


    「君と働けてよかった」


    　魔王は右手を差し出す。エルブランコは両手で、その手を握った。


    「ありがとうございました」


    　涙は流したくなかった。そんな泣いている顔を、魔王との最後の思い出にしたくなかったから。


    「やまない雨はないけどね、そんな雨にいくら濡ぬれたって、たいしたことじゃないよ。風が吹けばすぐ乾くさ。じゃあね、エルブランコ」


    　魔王は頭を下げているエルブランコの背中を叩たたき、そして廊下を歩いていった。


    　ゴルディアス城にはエルブランコがただひとり、残された。


    



    　ゴルディアス城の屋上。あまりここによい思い出はない。夏の風に晒さらされながら、エルブランコは過去を噛かみしめる。


    　ここからの眺めも、果てしなく続く海と空だけ。眼下に広がる城下町も、今や閑散としている。このゴルディアス城が過去の遺産として廃はい墟きよになろうとしている。


    「いた！　先輩！」


    　大きな声に誘われるように、エルブランコは振り向く。ウニベルだ。


    「来るのが遅いぞ。もうちょっとで飛び降りようかと思ってたところだ」


    「冗談のセンスは相変わらず絶望的ですね。さっきアマリージョ様と姉さんを見送ってきたんです。魔王様には会いましたか？」


    　屋上の手すりに身を預けていると、横にウニベルもやってきた。


    「ああ。会わせる顔がなかったよ」


    「それでいいんですよ。そんな情けない顔した先輩を見たら、魔王様も今日の運勢が落ちちゃいますよ」


    　どういう意味だそれ。


    「お前、出版社に転職するんだってな」


    「そうですよ。知ってますか、最近私、『かわいすぎる魔王軍広報』ってモンスター界かい隈わいで話題になってるんですよ。これも先輩が会見でやらかしてくれたおかげです。ゲフン、いや、なんでもないです」


    　咳せき払ばらいしてるけど、誤ご魔ま化かす気ないだろ。


    「いい記者になるよ」


    「私もそう思います。先輩は？」


    「さあ。どうしようか」


    「飛び降りたくなったときは、その前に連絡くださいよ。独占スクープ記事にしますんで」


    「バカ」


    　どこまで本気で言っているのか分からない。本当に飛び降りるとでも思っているのか。


    「そうだ、これ。先輩にあげますよ」


    　そう言いながらウニベルはスーツの胸ポケットに入っていた小さな人形を取り出した。


    「オロ君じゃないか。どうしたんだ、いきなり」


    　オロ君とはウニベルがかわいがっていたマスコットだ。この人形もカメラを埋め込まれたり血だらけになったり、ウニベルとともに数多くの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた猛も者さである。


    「私もそろそろ大人にならないと。何かの記念に持って行ってください」


    　ウニベルは無理やりオロ君をエルブランコのポケットにねじこんできた。


    「お前がそういうのなら、もらってやるよ。代わりにあげるものは何もないけど」


    「別にいいですよ。先輩にはいろいろ教わりましたし」


    　エルブランコもこのゴルディアス城で働いて数年。ウニベルが部下としてやってきてまだ半年も経っていない。


    　いろいろ教えたかもしれないが、まだまだ教えることはあったはずだ。


    「激動の、半年だったな。お前にも悪いことしたよ。経歴に傷をつけたことになる」


    「モンスターの傷は勲章ですよ。よい半年でした」


    「そうか……」


    　空を見上げると、遠くで鳥が飛んでいる。


    　その姿を、黙って二人で見つめていた。あの鳥が見えなくなるとすべて終わってしまうのではないかと、そんな幼よう稚ちな緊張感を感じながら、鳥を追いかける。これで最後になるということを、認めたくなかった。


    「私はずっと、ここで働きたかったのに、なんでこうなるんだ。悔やんでも悔やみきれないよ」


    　自然と後悔の念が吐き出される。ウニベルはじっと、そんな上司の横顔を見つめる。


    「結局何もできないまま、こうやって今日もへこんでる。笑いたきゃ笑えよ」


    　エルブランコは自じ虐ぎやく的てきに笑ってみようとしたが、なんだか笑顔の作り方も忘れてしまった。


    「これ、覚えてます？」


    　ウニベルはバッグから一冊のノートを取り出した。


    「私が最初に買ったノート。先輩がケチだから経費で落としてくれなかったんですけど。半年でもうこんなにボロボロになって、もう書くところもなくなりました」


    　そのノートのことはエルブランコもよく覚えている。ウニベルが自分の勉強用に買ったノートだ。ところどころに付ふ箋せんが貼はられ、ピンク色の表紙も擦すり切れて色が薄くなっている。


    　ウニベルはそのノートを大事そうに、ペラペラとめくる。


    「勇者法とか、社会人としての心得とか、先輩に教えてもらったこと書いてたら半年でもう使い切っちゃいましたよ。私もちゃんと勉強してたんですね……」


    　ウニベルはほんの半年間のことを、遠い昔のことのように振り返る。


    　一度、ウニベルが居眠りをしているときにこのノートの中身を覗のぞいたことがある。そこにはウニベルの仕事に対する思いと努力が詰まっていた。


    「お前も、がんばってたよな」


    「意外でしょ？　実はがんばり屋さん、だったんですから……」


    　そう過去形で言いながら微ほほ笑えむウニベルの顔からは、一滴の雫しずくがノートに落ち、文字が滲にじんだ。ウニベルがゴルディアス軍で努力してきた軌跡を、涙がぼやけさせる。
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    　思い出として、過去へと通り過ぎていくノート。このノートには、明日からのことが描かれることはない。


    「先輩……、何もできなかったとか言わないでくださいよぉ。私に、いっぱいいろんなこと教えてくれたじゃないですかぁ。こんなに、いっぱい、私の知らないことを、先輩がぁ……」


    　その言葉は次第にかすれ、二人の思い出をあふれさせていく。


    　初めて会ったときは社会人として失格だと思えたウニベルは、期待以上の働きをしてくれた。エルブランコも結果的に彼女の仕事に何度も助けられた。感謝もしているし、この半年のことはエルブランコの人生の中でも特別な時間になったと思う。


    　ウニベルが最初の部下でよかった。できれば、もう少しこの関係を続けていたかった。


    　だが、もう遅い。今日ですべてが終わる。


    「ごめんな、ウニベル。こんな上司で」


    「謝らないでくださいよぉ。私、先輩と一緒に働けて……、うわぁぁぁぁん！」


    　ウニベルはついに泣きだした。誰もいないこの城の屋上で泣く声は、もはや誰にも聞かれることはない。


    「うわぁぁぁぁぁん！」


    　エルブランコはめいっぱい泣く部下の肩に、躊ちゆう躇ちよしながら手を置いた。


    　ウニベルと一緒に働けて、幸せだった。


    「ありがとうな、ウニベル」


    　見上げた空にさっきの鳥はもういなかった。


    



    　こうしてゴルディアス軍は解散した。

  


  
    第二章　それぞれの道
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    　サヨナラは再び会うための約束、なんて誰かが言っていた。


    　そんな都合のいいポジティブな言葉は、勝者が口にする結果論である。


    　自分が引き起こした結末だ。魔王軍を解散させてしまったことは、きっと死ぬまで忘れられないだろう。忘れるつもりもない。


    　私は仕事に何を求めていたのだろうか。なくしてしまって、その目的すらも見えなくなってしまった。仕事のためだけに生きてきた、なんて言うと真ま面じ目めすぎると笑われるだろう。


    　今は何をすればいいのか分からない。


    　とりあえずゆっくり休めなんて言われるが、決して癒やされることのない瑕か疵しを、私は心の中に刻まれてしまった。


    　前に進むべきだと、理性がささやく。すぐさま本能がそれを拒否する。その繰り返し。


    　後ろを振り向けば過去はすべて闇に消えた。すべて、泡沫うたかた。もう必要もない。


    　過去を捨てて生まれ変わるよいきっかけだと、そう思い込めば歩きだせるだろうか。そんな私を迎えてくれる未来など、果たしてあるのだろうか。


    　どうやら私の頭上だけに降る雨は、まだやむ気配はないらしい。


    



    



    「ウニベル君、ちょっと来て！」


    　ライオン型モンスターの編集長が派手なたてがみを揺らしながら、ウニベルを呼ぶ。


    　ここはモンスタータイムズ社の「月刊魔王」編集部。たった三人の編集者で成り立つ小さな部署で、全員がモンスターであり、ここがウニベルの転職先であった。


    「なんですか、もう。私も忙しいんですけど？」


    　スーツに眼鏡めがねをかけて、できるＯＬ風の姿をしたウニベルが編集長のもとに駆け寄った。


    　編集長はウニベルが作った来月の記事のゲラを机に叩たたきつけた。


    「これ、『魔王ハゲ裸身に、ハゲ増された』ってどういう意味？　この魔王は薄毛が悩みで露出癖があるのか？」


    「ああ、これは『魔王はゲラ神に、励まされた』って書こうとしてたんですね。誤変換です」


    　編集長の指し摘てきにウニベルはあっけらかんと答える。


    「じゃこれは？　『魔王がイルカ斬り、サメ体験はない』この魔王は漁師か？」


    「これは『魔王がいる限り、冷めた意見はない』って書こうとしたんですよ。もう、空気読んでくださいよ。魔王が漁師なわけないでしょ」


    「無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか！　締め切りは明日だぞ！　それにデザイナーとの打ち合わせはどうなった？　経理に出す領収書はまとめたのか？」


    　これは「月刊魔王」来月号の「魔王に突撃インタビュー」の記事である。ウニベルはそのインタビューの文字起こしをして、編集長に提出したところだった。


    「かわいらしい誤変換でいちいち文句言わないでください！　あれしろこれしろって、私はひとりしかいないんですよ！　第一私は広報担当で入ったはずなのに、なんでこんなことさせられてるんですか！　おかしくないですか？　おかしいですよね？」


    　ウニベルの怒号は編集部内に響き渡り、ライオン編集長をのけ反ぞらす迫力だった。


    「こんなこととはなんだ！　広報をするにも現場の仕事を理解していないとできないだろうが。まだ君は研修中の立場だ。少しは上司の言うことを聞きなさい！」


    　編集長はどかっと椅い子すに座り、上司としての威厳をまき散らす。


    「人手が足りてないんですよ、まったく。毎日残業続きでブラック企業の見本みたいなところですね、ここは」


    　ウニベルも締め切り直前でここ数日はほとんど寝られていなかった。ゴルディアス魔王軍にいた頃は、勇者戦の最中でもこんなことはありえなかったのに。


    「ナバス、お前の部下指導はどうなってるんだ！　ミスはお前が責任をもって修正しろ！」


    　ああ言えばこう言う状態でらちが明かないウニベルに、編集長はもうひとりの社員であるナバスに修正を押しつけた。


    　ナバスはウニベルより少し年上の人型モンスターだ。非常に礼儀正しい好青年で、いろいろと編集の仕事を教えてくれる先輩社員であった。


    「ウニベル君は、コーヒーでも淹いれてくれ！　飲まなきゃやってられんよ」


    「私はコーヒーを淹れるためにここに転職したんじゃありません！」


    　不機嫌な編集長に、ウニベルは頬ほおを膨ふくらませてそれ以上の不機嫌で返す。


    「もういい！　一服してくる！」


    　椅子を倒しながら立ち上がった編集長は、大きな体を一度机の角にぶつけて、そのまま編集部から出ていってしまった。


    　ウニベルがモンスタータイムズ社で働きだして、早一か月が経った。


    　当初、あの会見で「かわいすぎる魔王軍広報」と話題になり、ここへも広報担当での入社という契約だった。仕事は出版する雑誌や書籍のＰＲなどの活動が中心と聞いていた。


    　しかし入ってみると、原稿の整理から校正、インタビューの文字起こしから取材のアポ取り、挙句の果てにはお茶くみから宴会の幹事まで。研修という立場をいいことに、あらゆる雑用を任された。広報としての仕事などこれっぽっちもないのが現状だった。


    　魔王軍での仕事と、民間の企業ではこれほどまで待遇や環境の違いがあるのかと愕がく然ぜんとし、それでもこの激務に慣れていく自分に嫌悪感を抱いだき始めていた。


    　ゴルディアス城で働いていた頃とは大違いで、今は日々を消化するだけで精いっぱい。精神の充足感などもはやない。寝不足によるお肌はだの荒れも黄色信号である。


    「ウニベルさん、お疲れ様。編集長、今日は機嫌悪いみたいだから、気にしないほうがいいよ」


    　編集長が一服しに行ったのを見計らって、もう一人の社員であるナバスが話しかけてきた。


    「ご心配なく、まったく気にしてないですから。でも私のせいで仕事を増やしちゃったみたいで。ごめんなさい」


    　ウニベルはぺこりと頭を下げる。


    「ナバスさんも私が来るまでは大変だったでしょ、あの傲ごう慢まんライオン編集長と二人っきりで。なんなんでしょうね、あの人は」


    　ナバスもウニベルの態度には苦笑いするしかない。


    　正直ウニベルが来てからというもの、編集長との衝突がない日はないので、今のほうが大変な面もある。


    　しかしウニベルのミスで自分が怒鳴られたことはあまり気にしていなかった。かわいい後輩のフォローも仕事のうちだ。ナバスにとって初めてできた後輩がウニベルだったからだ。


    「小さな会社だから仕方ないよ。あのゴルディアス魔王軍からしたら、仕事の規模も小さくてがっかりしたでしょ。勇者戦に比べると、出版社の仕事なんてちっぽけだ」


    「いやいや、そんなことないですよ。私も月刊魔王は愛読してましたから。そうそう、いつぞやのテリブレ軍特集には命を救われたこともあります。その節はありがとうございました」


    　ウニベルはナバスに向かってもう一度ぺこりと頭を下げる。


    　ゴルディアス軍時代に任務でテリブレ軍に潜入する際、月刊魔王のテリブレ軍特集の記事を読んで予習をしたことがあった。テリブレ城へのアクセス方法や、部隊一覧表など、貴重な情報が満載で、大いに潜入に役に立ったのは言うまでもない。


    「ははは、何があったのか知らないけど、僕の記事で君の命が助かったのなら何よりだ。そのおかげで、こうやって一緒に仕事ができるわけだからね」


    「そうですね。人生何が起こるか分かりません。一寸先はダークネスです。あ、コーヒー淹いれますよ」


    　ナバスの机の上のマグカップが空になっているのに気づき、ウニベルが立ち上がった。


    「この戸棚に編集長がクッキーを隠しているのを知ってるんです。仕返しにこっそり食べてやりましょう。甘いものは頭の回転を助けてくれるんですよ！」


    　来客用のコーヒーカップが入っている戸棚の奥から、高級感溢あふれる丸い缶を取り出したウニベル。いつの間にそんなところにと、ここで何年も働いているナバスのほうが驚いた。


    「これ結構美お味いしいんですよ。すでに半分くらい私がこっそり食べちゃってますけど、これはナバスさんと私だけの秘密ですからね！」


    



    　それからもウニベルは文句を言いながらも、モンスタータイムズで働き続けていた。


    　最初こそ仕事の内容が魔王軍のときとはあまりに違って戸惑ったものの、天性の空気の読めなさを生かし、スムーズに業務をこなしていった。


    　むしろストレスを溜ためていたのは編集長のほうかもしれない。ウニベルに仕事を振っても、素直に受け取らず、反撃してくるため胃が痛くなるケースが多発していた。それにこっそり隠していたクッキーの減りが早いのも悩みの種になっていた。


    「最近編集長も大人しくなってきましたね。反省したんでしょうか」


    　今日は取材のため編集長は外出していた。締め切りを終えた編集部内はしばしの平和な時間が流れ、ウニベルとナバスも二人きりでお気楽モードに入っていた。


    「編集長もウニベルさんには敵かなわないようですね。今日も逃げるように取材へ行きましたし」


    「毎日外出してくれればいいんですけどねー。ほら、編集長がクッキーの隠し場所をシンクの下に変えたこともお見通しです。さ、まったりとしましょう！」


    　ウニベルがすかさず編集長のクッキーのありかを見つけ出し、取り出してくる。


    　ナバスにも勧めてくるが、編集長にバレては大おお事ごとなので遠慮するようにしていた。


    「ウニベルさんは、魔王軍でも大活躍されていたんでしょうね」


    　ナバスも自分の仕事が片付いて一息つけたのか、クッキーをボリボリ頬ほお張ばり続けるウニベルに話を振った。


    　ウニベルは月刊魔王のバックナンバーを流し読みしつつ、デスクの上にクッキーの粉をいっぱいこぼしている。


    「半年しか働いてないですから、大活躍するほど重要な仕事してませんでしたけどね。毎日研修の日々で、クソ真ま面じ目めな先輩から勇者法を叩たたきこまれていただけです。私、基本的に内勤でじっとしてるのが苦手なんですよねー。あ、それがどうかしました？」


    　あの会見のときからウニベルはピンクの眼鏡めがねをかけ続けていた。どうやら気に入ったらしく、今も眼鏡越しに上目遣いでナバスを見上げた。


    　そんな視線を向けられたナバスは、若干気恥ずかしくなって頭を掻かいた。


    「いえ、こんな雑誌を作っているのは、ウニベルさんにとってはつまらないんじゃないかなと思って」


    　ナバスも実は魔王軍に入ることが第一志望であった。


    　やはり勇者と戦い華々しく散ることが、モンスターにとっての美徳であるとアイデンティティに刷り込まれている。しかし魔王軍は数あれど、その敷居をまたぐためにはそれなりの知識や実力が必要なのである。民間の会社に勤める者にとっては、魔王軍で働いていたモンスターは憧あこがれの存在であることに違いはなかった。


    　ウニベルは何度も勇者戦を経験しているあの名門ゴルディアス魔王軍に新卒で入軍しているのだ。ナバスにとって、この会社では後輩であっても、どこかエリートであるという見方を拭ぬぐえていなかった。


    「仕事に上下はありませんよ。それに『こんな雑誌』なんて言わないでください。前にも言いましたけど、月刊魔王は資料的価値があって魔王軍でもファンが多いんですよ。私の先輩も徹夜で読みふけってましたからね」


    　テリブレ軍潜入の前夜、エルブランコが予習と称して穴が開くくらい読みまくっていたことをふと思い出す。


    「その先輩というのは、立派な方だったんでしょうね」


    　ナバスはウニベルが何度も口にしている「先輩」という言葉が引っかかっていた。


    　この会社に勤めて、初めてできた部下がウニベルである。そんな彼女が先輩という言葉を出すたび、自分と比べられているようなはがゆい気持ちになるのである。


    「立派も何も、クソ真ま面じ目めで、融通が利かなくて、いつもネガティブなことばっか言ってて、すぐ落ち込むし、心配性で、女子の扱いが下へ手ただし、それに真っ白のダサいスーツ着てるし、徹夜明けでゲロ吐くし、まあ話題には事欠かなかったんで、突っ込み甲斐だけはありましたよねー」


    　ウニベルが指折り数えながら、前職の先輩の特徴を挙げていく。ほとんどが、悪口のようなものだった。


    「ははは、特徴のある方だったんですね」


    「まあ、一緒にいて退屈はしませんでしたよ」


    「その先輩は、今どこで？　ほかの魔王軍に転職されてるんですか？」


    　ウニベルはナバスの質問にクッキーを食べていた手が止まった。


    「さあ、どこで何をしているんでしょうか？　私は知りません」


    　さっきまでの屈託のないウニベルは、一瞬でどこかへ消えてしまった。


    　いけないことを聞いてしまったのかと、ナバスは踏み込みすぎたことを後悔した。


    　ナバスとて女子の扱いにはまったくと言っていいほど慣れていない。さっきウニベルが前職の先輩のことを「女子の扱いに慣れていない」と批判していたが、自分は決してそう思われたくないという感情が、ナバスの気持ちを焦あせらせる。


    「そ、そうだ。ウニベルさん、実は今日チョコレートを持ってきていたんです。あまり編集長のクッキーが減って怪しまれるといけないから。よかったら、どうぞ」


    　ナバスは焦って、自分の鞄かばんから箱入りのチョコレートを取り出した。


    　昨日、仕事が終わってから最近噂うわさの菓子店へ買いに行ったのだった。今日は編集長が一日外出すると聞いていたので、三時のおやつのときにウニベルと一緒に食べようと考えていたのだ。ウニベルが毎日編集長のクッキーを盗み食いするくらい甘いものが好きだと分かっていたし、話題作りにもなる。それに今さらながら、編集長のクッキーがこれ以上のペースで減ってしまうと怪しまれてしまう。


    　まだ午前中だが、この落ち込みそうな雰囲気を挽ばん回かいするためには仕方ないと、投入することを決意した。


    「まあ！　私、甘いものとイケメンには目がないんですよ。なんて贅ぜい沢たくな日なんですか、今日は。遠慮なくいただいちゃいます！」


    　泣いたカラスがもう笑ったようで、チョコレート効果はウニベルには絶大だった。


    



    「はあ、イケメンか……」


    　ナバスは洗面所で鏡に映る自分の顔を見つめながら、ひとり懊おう悩のう的に漏もらしていた。


    　午前中にウニベルがぽつりと「甘いものとイケメンには目がない」といった言葉が頭から離れなくなっていた。


    　鏡に向かってにこっと笑ってみるも、何な故ぜか口元がひきつってしまう。これではイケメンどころか、自己評価では変態に近い。


    　これまで編集部は編集長とふたりだけの職場だった。徹夜、休日なしが普通の激務で、働きだしてから異性との出会いなどあるわけがなかった。目の前には獣臭いライオン型モンスターがいるだけ。故郷の母も連絡をしてきたと思えば、孫の顔が見たいとしか言わなくなった。


    　ナバスも結婚に対して諦あきらめが出始めていたところに、急に世間で「かわいすぎる魔王軍広報」として話題になっていたゴルディアス軍のモンスターが入社してきたのだ。そして自分と同じ編集部で働くことになった。


    　これを意識せずにはいられるだろうか、いやいられない。


    　いきなり降って湧わいた出会いに、なんとかウニベルの気を引きたいが、そもそもナバス自体も奥手で経験すらないのだ。好かれたいと思うよりも、嫌われたくないという気持ちのほうが先行して、最近なんだかアンニュイになっていた。


    「これが、恋煩わずらいというやつなのか？　おい、ナバス。お前は恋をしているのか？」


    　ナバスは鏡の中の自分に向かって問いかけるが、そんな気持ち悪いことを言っている自分に嫌気がさしてしまう。


    「おい、ナバス！」


    　と、そんな気持ち悪いことをしていたら、急に洗面所の扉が騒々しく開けられた。


    「へへへへへ編集長！　どどどどどうしたんですか？」


    　思わぬ出来事にナバスは目を見開く。腰を抜かしかけたが、なんとか壁にもたれかかって最悪の事態は回避できた。


    「取材がキャンセルになったから帰ってきたんだよ！　お前こそ仕事サボって何やってんだ！」


    　終日外出と聞いていたのにこの不意打ち。せめてテレフォネの一本でも入れてくれればいいのに、とは口が裂けても言えない。帰ってきたら悪いのかと怒鳴られるのは目に見えていた。


    「すぐ戻れ。忙しいんだからな！」


    　編集長に叱しかられるも、なんだかバツが悪くてしばらく鏡の前で自分の顔を見つめていた。


    　数分後、編集部に戻ると編集長がたてがみを逆立てるかのように顔を真っ赤にして仁に王おう立だちしていた。


    　その前には、同じく頬ほおを膨ふくらませて不機嫌マックスのウニベル。


    「だから知らないって言ってるでしょ！」


    「君しかいないだろうが！　知らないで済まないぞ！」


    　大声で叫び合うふたり。百獣の王に対するウニベルもまったく負けていない。


    「おいナバス、このクッキーを勝手に食ったのはお前か？　ウニベル君は最初からここにあったとシラを切っているんだが、どうなんだ」


    　机の上に置かれたクッキーの缶。そしてそれはすでに空になっていた。


    　まさか編集長は隠していたクッキーを食べられたから激怒し、そしてウニベルはそれをとぼけて言い合いになっているという構図？


    「編集長が昨日の晩に平らげて、ここに置いたまま帰ったんじゃないですか？　ね、ナバスさん、そうですよね？」
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    　なんということでしょう。ウニベルはこの子どものケンカにナバスを巻きこんできた。ていうかナバスはこういうことになるのが怖くて自分はクッキーを一枚も食べなかったのだ。それなのにこうしてウニベルに共犯者に仕立て上げられようとしている。


    　ウニベルはこの完全に不利な状況から、知らぬ存ぜぬで逃げ切れると思っているのか？　これがゴルディアス魔王軍で培つちかってきた胆力の強さなのだろうか。


    「おい、ナバス！　どうなんだ？」


    　激怒する編集長に睨にらまれたナバスは困った。


    　上司を立てて真実を話すか、かわいい後輩のために嘘うそをつくか。


    　これまでのナバスならば、当然前者を選んだだろう。これからもこの会社で、この編集長と何十年も仕事をしていかなければいけないのである。波風を立てることは得策ではない。同調圧力になびくことこそサラリーマンの処世術。なにより部下は上司を選べないのだ。


    　それにウニベルがクッキーを食べたのは事実。今もウニベルのデスクにはクッキーの粉がこれでもかと散らばっている。これをどうやって誤ご魔ま化かせると思ったのだ、この子は？


    　何かしでかしたならば謝罪する。それが社会人として正しい行動である。


    　が、ナバスは迷っていた。ここで上司に真実を告げると、ウニベルが嘘を言っていたことになる。かわいい後輩を売ることになってしまう。


    　──いや、ちょっと待てよ？


    　ナバスは思い出した。ウニベルが前職の先輩のことを「クソ真ま面じ目めで、融通が利かなくて」と悪口を言っていた。今ここで編集長に真実を告げるのは、その情けない先輩をトレースしてしまうことになるのではないか！　それではもれなく嫌われてしまう！


    「い、いえ、私も知りません。編集長が置いていかれたのではないんですか……？」


    　やってしまった。嘘をついてしまった。


    　誠実な好青年として生きてきたはずなのに、恋というものはこんなにも人を変えてしまうのか。ナバスは自分のした行動が恥ずかしくなって、編集長はおろかウニベルの顔をまともに見れなくなってしまった。


    「そうか？　ナバスが言うのならそうかもしれん。最近忙しかったからな、私も忘れっぽくなったな」


    　なんということでしょう。編集長は信じてしまった。


    　同時にナバスの中に募つのる罪悪感。嘘ひとつつくだけでこんなにも良心の呵か責しやくを感じてしまうなどモンスター失格だ。


    「編集長ったらおっちょこちょいなんだから。さあ、仕事をしましょう、そうしましょう」


    　ウニベルは何事もなかったかのように、自分のデスクに戻ってしまった。この威い風ふう堂どう々どうとして悪びれる様子のない態度、さすがに元魔王軍の広報担当である。こういった修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ける訓練も受けているのだろう。まさにモンスターの鑑かがみと言える。


    「ところで編集長、どこに取材に行ってたんですか？　ドタキャンされるとか、感じの悪い魔王軍ですね」


    　ウニベルは編集長に尋ねながら、ナバスにはウインクして見せた。まさに小悪魔的所業。モンスターとはこうあるべきだ。きっと魔王軍の教科書には「嘘うそくらいでビビることなかれ」と書かれているに違いない。


    「今日行ったのは魔王軍じゃない。協会に行ってたんだよ」


    「協会！　あの権力を振りかざしてモンスターたちを掌握しようとする、あのにっくき国際勇者協会ですか！　それは大変だ！」


    　ウニベルは協会に対してヘイトをぶちかます。何が大変なのか、ナバスは理解しがたい。


    「ウニベル君も魔王軍にいたときは協会とはいろいろあっただろう。しかし、アポも取っていたのに、行ってみたらドタキャンだ。モンスターのことなどどうとも思ってないのだろうな、まったく」


    「そうですよ。あいつらはお役所仕事ですからね。私も協会に行ったときはたらい回しにされて追い返されちゃったことがあります。で、そんな協会に取材とは何事ですか？」


    　編集長とウニベルは、さっきまであれほど熱いデュエルを繰り広げていたのに、今は通常モードで仕事の話をしている。切り替えがまったくできていないナバスはただ傍観しているしかない。


    「ちょっとリークがあってな、それを確かめようとしたんだ。それこそウニベル君にも関係があるゴルディアス軍の話だ」


    「え、ゴルディアス軍？」


    　その名前を聞いてナバスが真っ先に反応してしまった。なぜか意識してしまうウニベルの前職のこと。いや、そこで働いていたときの情けない先輩のこと。


    「そうだ。ゴルディアス軍の解散のきっかけになったあの勇者とモンスターの密会だがな。あれは協会が一枚噛かんでるって噂うわさをとある業界筋から手に入れたんだよ」


    　なんと編集長は、あの密会の謎なぞを握っているというのだった。


    「ちょっと待ってください！　それどういう意味ですか？　まさか協会の罠わなに先輩がはまったってこと？」


    　またウニベルが先輩と言った。まさか先輩というのは、あの謝罪会見に立っていた男？


    「君にも聞いておくべきだったな。ウニベル君もあの勇者との密会の場面に居合わせていたそうじゃないか。何かおかしな点はなかったかい？」


    　ナバスもあの謝罪会見はこの編集部の水晶玉ディスプレイで生中継を見ていた。


    　ウニベルが司会をしており、確かエルナントカという名前の渦中のモンスターは謝罪もせず、ただ質問に対して調査中と繰り返すだけのつまらない会見だった。


    「私もあのときは取り乱してしまって、先輩が本当に勇者を宿屋に連れ込んでると思いましたからね。でも、先輩の話を聞いて、冷静に考えると……」


    　ウニベルは握った拳こぶしを口の前に当てて、じっくり思い出している。


    　やはりウニベルが言う先輩とは、あのエルナントカというモンスターだ。ナバスは確信した。


    「冷静に考えると、そんな女ったらしなことをできるとは思えないんですよね。異性の肩に触れるだけでも緊張して震ふるえるような性格なんですよ。女慣れしてないというか、ウブというか、美人局つつもたせにひっかかるほうが腑ふに落ちるような人なんです」


    　確かに会見を見た限り、エルナントカはイケメンというわけではなかった。あの顔で勇者を誘えるとなると相当口がうまいのかと思ったが、会見での答弁を見るとそうというわけではないのは、ナバスでもよく分かった。むしろ自分と同じにおいがすると、少し共感できるところがあった。


    「今回の件で誰が得をしたのかということを考えてみようか。まずはスクープをしたセンプリ社。今回のセンプリ砲で雑誌の売り上げは通常号の数倍だったらしい」


    「そりゃすごいですね。そもそもあのにやついた記者さん、なんであの場にいたんですか？　怪しいですね！」


    　確かに、スクープをした記者が、夜中の三時に宿屋オークラの前にいたのはタイミングがよすぎる。


    「翌日からの勇者戦の取材のために、勇者と同じ宿屋に泊まっていたというのが、記者の説明だった。しかしすべてあの記者が謀はかったとも考えられる」


    「記者が手紙を書いて、ゴルディアス軍の陣に持ってきたって言うんですか？　さすがにそれは厳しいと思うなぁ。モンスターだらけで見張りもいた森に、人間が入ってこられるとは思えません」


    　あの陣にはウニベルも泊まっていたのだ。森の中に見張りのモンスターが二十四時間態勢で配置されており、簡単に侵入はできないはずだった。


    「スクープのために記者がそこまで命を張れるかどうかは懐かい疑ぎ的てきということか。では次に、勇者はどうだろうか。この密会で勇者戦は打ち切りになってしまったが」


    　編集長が腕を組んで、ウニベルとナバスを見渡す。


    「まあ、名前を売ることはできたんじゃないですか？　富は得られなくても、名声は多少得られたというか。だって打ち切られたら報ほう奨しよう金きんももらえないでしょ」


    　勇者は魔王を倒すことで成功報ほう酬しゆうが与えられるというのが勇者法にも定められていたはずだ。ウニベルも研修でそのあたりはエルブランコから叩たたき込まれていたのでよく覚えている。


    「やはり、君でもそう考えていたのか。まあ無理もないか」


    「え？　どういうことですか？」


    　編集長がひとつため息をつき、ナバスに視線を移した。


    「ウニベルさん、それは違いますよ。今回の勇者戦の前に勇者法が改定されたんです。これ、月刊魔王でも記事にしています」


    　ナバスはちょうど午前中にウニベルが読んでいた月刊魔王のバックナンバーを指さした。


    　巻頭の特集で「勇者法部分改定──どうなる勇者戦？」という文字だらけのページがあった。もちろん絵も写真もない記事なので、ウニベルは読み飛ばしていたのだ。


    「これまでは勇者へは準備金以外は成功報ほう酬しゆうでした。でも、いきなり協会が勇者法を改定したんです。『魔王軍側の過失による打ち切りの場合、勇者へは成功報酬の七十五％の報酬を与える』という一文が加えられたんです」


    　ウニベルにとっては初耳だった。そんなことエルブランコも、魔王も四天王からも聞いたことがない。たまたま誰も話題にしなかったのか、それとも会議で居眠りをしていたか。たぶん後者だろうと、ウニベルは何度も思い当たる節はあった。


    「これは勇者法の既存の項に一文加えるだけの改定だった。部分改定の場合、協会側は理事の過半数以上の賛成で可決され、それを魔王軍に告知する義務はないらしい。もちろん、協会が発行している官報には部分改定の連絡は載っていたがね」


    　編集長はデスクの引き出しから協会が月に一回発行している官報を取り出した。薄い冊子で、その最後のページに「勇者法部分改定のおしらせ」という囲み記事が小さく載っていた。


    「ええ？　こんな大事なこと、これだけでいいんですか？」


    　ウニベルはこの官報というものを読んだことはないが、ゴルディアス城の図書館には毎号保管されているのは知っている。


    　ロホ博士なんかは毎号こまめに目を通しているはずなので、やはり幹部たちは知っていたに違いない。


    「確かにこれを部分改定扱いするには、変更が大きすぎると俺も思う。それで月刊魔王の巻頭特集にねじ込んだんだが、これが出たときにすでに勇者戦は始まっていたよ。それに選抜魔王軍にとっては勇者の報酬がどうなるかは、直接関係がないので目に留まらなかった可能性はある。誰しも自分たちの過失で勇者戦を打ち切られる可能性など、考えたくもないだろうからな」


    　編集長の言うことはもっともだ。失敗したときに勇者に報酬が入ると知って喜ぶモンスターなどいるはずがない。


    「勇者モデルナとゴルディアス軍の戦いが始まる直前にこれが可決されたんですよ。確かにここ何回かの勇者戦は打ち切られているので、その対策をするために急きゆう遽きよ整えることになったのかと考えましたが、今となっては性急すぎる気もします」


    　現にこの改定が行われた直近の勇者戦はゴルディアス軍の過失で打ち切りになり、この勇者法が適用されることになったのなら、タイミングのよさを疑ってもおかしくない。


    「じゃあ、あの女勇者がこの勇者法を利用したってことですか！」


    　ウニベルは合点がいったとばかりに、椅い子すを倒しながら立ち上がった。


    「それが考えられる二つ目。そして今回俺のもとに届いたリークは三つ目の可能性。協会がわざとこのタイミングで勇者法を改定し、利用した」


    　三本指を立てる編集長は、自信に溢あふれた顔を見せる。まあ自信のない顔をしたライオンなど見たことはないので、これが平常運転なのかもしれない。


    「なんのためにですか？」


    「協会と勇者が組んでいる可能性だよ。勇者戦をわざと打ち切り、その報ほう酬しゆうを山分けしようとした奴がいるのではないか？　ということだ」


    　ナバスはこの話の急展開に目がまわりそうになっていた。


    　急に編集長が帰ってきたと思ったら、クッキーを食べた食べないでケンカをして、そしてこの勇者戦陰謀説だ。


    「協会が勇者法を都合よく改定して、勇者戦が打ち切られるようにゴルディアス軍を罠わなにはめた？　それで勇者への報酬をマージンとしてキックバックしたっていうんですか？」


    　ナバスは頭をフル回転させ、話に割り込んだ。


    「協会が勇者法を改定して、それを利用して一緒に儲もうけようと勇者に垂れ込んだ。これってインベーダー取引ってやつですね！　私もちゃんと知ってますよ！」


    　それを言うならインサイダー取引だ。


    　編集長とナバスは目を合わせて、つっこむ必要はないと無言の意い思し疎そ通つうを行いウニベルの発言はスルーした。


    「協会、と言うのは正確ではないか。協会の中の一部の人間、もっと限定すると、この改定に賛成をした理事の中の誰か」


    　ウニベルは立ったまま、何かを考えているような真剣な顔をしている。無理もない。その陰謀が真実ならば、ゴルディアス軍の解散は不当なものとなる。


    「今回、ある筋からその改定案を立案し、可決に賛成した理事のイニシャルを入手した。それを確かめようと協会に取材を申し込んだんだが、なんだか急な事態が起こったらしくドタキャンさ」


    　両手を広げ、あきれ返る編集長。


    「どこからそんなリークを？」


    「センプリに個人的に知り合いの記者がいてね。そいつが協会に取材しようとしたらしいが、あの会社はいろいろと問題があって協会への取材許可は下りないらしくてね。魔王軍と友好的な繋つながりがある俺たちモンスタータイムズなら、協会とのツテもないわけじゃない。それで俺に飛んできた情報だ」


    　センプリは攻撃的な取材方法で、スクープも取るが敵も多いのは確かだ。この前の会見でも、最終的に協会の女理事に絡んでいたし、取材拒否をされていてもおかしくなかった。


    「編集長、その賛成した理事の名前のイニシャルって、なんですか？」


    　ウニベルが思い出したように、疑問を飛ばす。


    「その法改定の中心となった理事のイニシャルは、『Ｐ』だ」


    「Ｐ？」


    　ウニベルは絶句した。何か思い当たる人物なのかと、ナバスは邪じや推すいしてしまう。


    「とりあえずこの件は俺が動くので、お前たちは来月号の企画を進めておいてくれ。ウニベル君にはまた何か聞くことがあるかもしれんが、そのときは頼む」


    　編集長の言葉で、この件については閉じられた。


    　ナバスにとってはどうしようもない案件であった。協会に知り合いもいるはずがなく、動きようがない。


    　しかしウニベルは違う。この件に一番近いのは彼女だ。これが本当ならば、ゴルディアス軍ははめられた立場であり、解散は不当な処置だ。彼女がここへ転職してくることもなかったかもしれない。


    　ナバスは編集長が得たリークはすべてデマであってほしいと、内心願ってしまう。もしゴルディアス軍の解散が不当ならば、ウニベルは魔王軍に帰ってしまうかもしれない。


    　それはなんとか避けたいと、わがままで子どものようなことを考えるナバスは、本当にウニベルに恋をしているのかもしれない。


    



    　あれからウニベルは目に見えて元気がなくなってしまった。もうクッキーを盗み食いすることも、与えられた仕事に文句を言って編集長とケンカすることもなくなった。


    　ナバスにもその原因は明らかで、その話題を出すことは憚はばかられていた。


    　変なことを言ってウニベルの感情を揺らしてしまうと、嫌われるかもしれないという恋愛経験のなさゆえの恐怖感がそうさせているのだ。


    　その日、編集長は社内の責任者会議に出席していて不在。ちょうどあのリーク話を聞いた日以来初めて、ナバスとウニベルは二人きりになっていた。


    「ウニベルさん、今日もチョコレートを持ってきたんです。おやつの時間に食べましょう」


    　ウニベルのテンションを少しでも上げたくて、彼なりに努力しようと毎日のように甘いものを用意していた。なんとか彼女の元気を取り戻したいという、ささやかな気持ちだった。


    「ナバスさん、毎日もらってばかりじゃ私が食いしん坊みたいじゃないですか。私もそろそろ体重を気にし始めなきゃなりませんよ。あんまり気を使わないでください」


    　最近はウニベルも遠慮することが増えてきた。言葉遣いもなんだかよそよそしい。素直に笑って受け取ってくれるだけでいいのに。


    　やはり、ゴルディアス軍と協会の件は、ずっと尾を引いているようだった。


    「やっぱり、忘れられないんですね。ゴルディアス軍のこと」


    　そんなつれないウニベルの態度に、ついナバスは口を滑らしてしまった。触れないでおこうと思っていたのに、このままスルーし続けることのほうが耐えられなかった。


    　ウニベルが校正作業の手を止めて、無言で顔を上げた。


    「この前の編集長の話です。もしゴルディアス軍の解散が協会の罠わなだったとしたら、どうなるんでしょうか。解散命令は破棄されるかもしれません」


    「そんな簡単なものじゃありません。魔王様も幹部もモンスターたちも全員、すでにバラバラになってそれぞれの道を歩んでいます。今さら、どうしようもないですよ」


    　ウニベルは真ま面じ目めな顔で、ナバスに言い返してくる。


    「……私もすでにここで働いてるんですから。どうしようもありません」


    　そう断言するも、その「どうしようもありません」という言葉の裏には悔いが残っているのが明らかであった。ナバスにはその発言がウニベルの逃げのように聞こえた。


    　これまで言いたいことを言ってやりたいようにやってきたウニベルの迷いの見える態度に、ナバスは柄にもなく黙っていられなくなった。振り回すのならば最後まで振り回してほしい。


    　ナバスは自分らしくないと思いながらも、ウニベルに向かい合う覚悟を決めた。嫌われるかもしれないという恐怖は無理やり封印する。


    「でも、ここで雑誌を作っているよりも、ウニベルさんはするべきことがあると気づいているんじゃありませんか？　いつまでもそんな浮かない顔で働いてるウニベルさんを見たくありませんよ」


    「そんなこと、ナバスさんには関係ないですよ。今の私の仕事は『月刊魔王』を作ることです。魔王軍は過去のことですから」


    「現在進行形の悩みのくせに。ウニベルさんてサバサバしたタイプだと思ってたのに、意外と引きずるんですね。素直じゃないなぁ」


    「誰が素直じゃないんですか！」


    　ナバスの狙ねらい通りの挑発に、ウニベルが頬ほおを膨ふくらませて声を荒らげた。


    　ズバリと痛いところを突かれたらすぐ反論しちゃうところなんかも、素直じゃない。


    「だってそうじゃないですか。ゴルディアス軍が解散して仕方なくここで働いていたら、実はその解散が不当なものだった可能性が出てきた。もしかするとゴルディアス軍に復帰できるかもって思ってるんじゃないですか？」


    「どうやってですか？　勇者と協会の魂こん胆たんを暴くとしても、今の私には何もできませんよ」


    「できることはあるはずです。この前言ってた先輩って、あの謝罪会見をしていたエルブランコさんのことでしょう？　あの人のことが気になって仕方がないんです、ウニベルさんは」


    　ナバスはあれからまた例の謝罪会見の映像を見直していた。情けなく下を向いて、記者の質問に同じ答えを繰り返すだけ。否定したと思ったら、逆に追い込まれる機転の利かない男。


    　エルブランコの名前を出されて、ウニベルは急に大人しくなる。


    「あの先輩は、無実の罪を着せられて、どうなったんですか？　そのせいでウニベルさんまで不幸になってるじゃないですか。可能性を感じたならば、無実を証明するべきです」


    「無実が証明されたからって、どうなるわけでも……」


    　ウニベルは無念そうに首を振る。


    「どうにもならないかもしれませんが、無駄足になるかもしれませんが、結果は変わらないかもしれませんが、後悔し続けるよりはずっとましです」


    　ナバスは自分に言い聞かせるように、ウニベルに対して言い切った。


    　ナバスはずっとそうだった。事なかれ主義で、波風を立てないように生きてきた。この職場でも、できるだけ編集長の顔色を窺うかがって、上司が白と言えば白と、そう調子よく答えて生きてきた。すべては自分に面倒なことが降りかからないように。


    　それが、この前ウニベルの大胆な嘘うそに付き合うことで、ナバスの中の何かが決壊した。


    　他人の顔色を窺って、自分を殺すことは協調性ではない。空気を読むという行為は、ただの妥協でしかない。そこに意思がなければただの臆おく病びよう者ものだ。


    「僕もウニベルさんに教えてもらったんです。周りに合わせて生きることが、本当に生きていることなんだろうかって。きっとウニベルさんはこのままここで働き続けると、もっと不幸になる。やるべきことをやってほしいんです」


    　ナバスの言葉を、ウニベルは微動だにせず耳を傾けていた。


    　二人だけの編集部内にはきまずい空気が流れた。こういうときこそ編集長にいきなり現れてほしいが、まだ会議は終わりそうにはない。


    「すいません。僕は何も分からないのに、焚たきつけるようなこと言って」


    　ナバスも自分が何をしたいのかよく分からなくなっていたが、ただ単純に元気のないウニベルを見ているのがつらくなっただけだ。それは嫌われてしまうよりも、つらいことだ。


    「今言ったことは忘れてください。さ、仕事しましょう」


    　手持ち無ぶ沙さ汰たで気まずくなったナバスは、意味もなく机の上の書類を整理し始めた。やはり柄にもないことはするべきではなかったと、ちょっと後悔してしまう。


    「いえ、ナバスさん。仕事なんかしてる場合じゃありません！」


    　ずっと黙って俯うつむいていたウニベルが急に立ち上がり、赤ペンを机に叩たたきつけた。


    「は？」


    「は、じゃないですよ。私は後悔もしませんし、諦あきらめたわけではありません。過去に蓋ふたをして、どうにもならない前提で話を進めた私はバカでした」


    　ウニベルの表情には何かふっ切れたような、決意が宿っていた。


    「ウニベルさん？」


    「協会と勇者が仕組んだ罠わなだったとして、それを知らないふりして黙ってるのは、私のフィロソフィーに背そむきます。歩く善は急げ、と呼ばれたこともある行動派の私が、こんなところで立ち止まっているわけにはいきません！」


    「ウニベルさん！」


    　ナバスはそのウニベルから溢あふれ出してくる根拠のない自信が、まるで自分のことのように嬉しくなった。


    「自分に素直に生きようとする私はバカでしょうか？　いえ、バカで上等です。私はすっかりこんな零細ブラック企業で働いているうちに大事なことを忘れていました。堅苦しい敬語ばっかり使ってたから、なんだかテンションも下がっちゃうのよ！」


    　いや、その零細ブラック企業でどっぷり働いている社員の前でちょっと言いすぎじゃないでしょうか？　ナバスは結構傷ついた。


    「今日をなんとなく生きてるだけじゃダメなんです。過去を背負って、モンスターとしての未来を作るために、私は行きます！」


    　そこまで言いきると、さすが「歩く善は急げ」である。ウニベルは自分の荷物をリュックにまとめ始めた。


    「え、ちょっと待ってください、今すぐ行くんですか？」


    「ナバスさん、今まで一か月弱、ありがとうございました。ちょっと湿っぽくなりかけちゃいましたけど、もう大丈夫です。私のこの乗せられやすい性格と切り替えの早さは長所のひとつなんです。それを思い出させてくれたことに感謝です」


    　ウニベルはすでに気持ちが完全に切り替わったかのように、猛スピードで帰り支度をしている。ちゃっかりナバスが持ってきたチョコレートも鞄かばんに詰め込んでいる。


    「いや、でも、せめて編集長が帰ってくるまではいたほうがよくないですか？　一応社会人としてのマナーというか」


    「編集長が言っていたイニシャルＰの協会理事にも心当たりがあるんです。それにいつまでも先輩を絶望の淵に立たせておくわけにはいきません。ただでさえ心の折れやすい人なのに、解散して一か月、最高によくて実家で引きこもり、最悪ならカルト宗教にはまって毎日邪神に生いけ贄にえを捧げているかもしれないんです。先輩なら、ありえる」


    　いったいそのエルブランコさんはどんなガラスのハートの持ち主なのだ。


    　こんなにも後輩に心配されて、先輩冥みよう利りにつきるというか、情けないというか。実のところナバスは羨うらやましいのである。


    「でも、エルブランコさんはどこにいるか分からないんでしょ？　もうちょっと落ち着きましょう、ウニベルさん。ほら、深呼吸して、ヒーヒーフー」


    　それは深呼吸じゃなくて、出産のときの呼吸法だ。


    　自分から焚たきつけておいて、すっかり怖おじ気けづいてしまったナバスである。


    　月刊魔王の来月号もすでにウニベルにも担当ページが振り分けられている。今ウニベルがいなくなると、これがすべて自分に降りかかってくるかもというリアルが襲おそってきた。


    「ご心配なく。こんなこともあろうかと、先輩にはこっそり発信機を取り付けてあるんですよ。あの人、方向オンチなので迷子になりやすいから」


    　そう言うとウニベルはリュックから小さな水晶玉を取り出した。その中に世界地図が映し出されている。


    「これはウニベル七つ道具のひとつ、オロ君レーダーです。オロ君という人形に発信機を忍ばせて、先輩に渡しておきました。このレーダーを使えば、先輩がいる場所など一いち目もく瞭りよう然ぜん！」


    　あとの六つはどんな道具なのだろうとナバスが疑問に思う間もなく、ウニベルはそのレーダーとやらを操作し始めた。すると何やら点滅する点が地図上に現れたではないか。


    「むむむ？　これは意外と近いですよ。ファベーラって町にいるみたいですね」


    「ファベーラ？」


    「あら、ご存じですか？　さすが敏腕編集者。世界の地理にもお詳しい」


    　位置的にはウニベルが今働いているモンスタータイムズと同じ大陸にあり、ここから西へ進んだ先だ。ウニベルは聞いたこともない町であるが、どうやらナバスは知っているようだ。


    「知ってるも何も、ファベーラといえばこの大陸でも有数のスラム街ですよ！　その昔、とある魔王によって滅ぼされた町で、いつしかその廃はい墟きよには荒くれ野良モンスターたちが集まるようになったんです。地図上では消されている町で、住所もなければ秩序もない。そこにあるのはカオス・バイオレンス・デンジャラス。とんでもないところですよ！」


    　さすがの情報量、伊だ達てに編集者をやっていないようだ。


    「なんでそんなとこに先輩はいるんでしょう？　インドア派で旅行好きでもないのに、おかしいですね。自称意識の高い若者がやりがちな自分探しの旅というやつでしょうか？　それとも中二病をこじらせちゃったのかしら」


    「そんな生なま易やさしいところじゃありませんよ！　それこそ本当にカルト教団に入信したとか、ギャングに捕まったとか、殺されてアンデッドになってしまったとか、そんな世界ですよ！」


    　あの真ま面じ目めなエルブランコが、魔王軍解散がショックでグレてしまったのだろうか？　ウニベルは首を捻ひねる。


    「ま、とりあえず行けば分かりますよ。なにか公共交通機関はあるんですかね？」


    　ウニベルはワープが使えるが、この魔法は一度行った場所にしか行くことができないので、今回は自力で向かうしかなかった。


    「いや、だから、誰も近寄らないのでそんな便利な交通手段はありませんよ。ていうか、本当に行く気ですか？　やめといたほうがいいと思います」


    「行けって言ったり、行くなって言ったり、どっちなんですか！　とにかく私は行きますよ。早く先輩にこのことを伝えなくては。こんなところで油を売ってる暇ひまはありません。ではお元気で、ナバスさん。このご恩は忘れません」


    　リュックをかついだウニベルは、さっさと編集部を出ていこうとした。


    「あ、ウニベルさん！」


    　そんな急ぐウニベルの背中に、ナバスは思わず声をかける。


    「はい？」


    「いや、その、なんて言えばいいか。僕はウニベルさんにいろいろ教わったのは本当です。たった一か月でしたけど、楽しかったです。ありがとうございました」


    　去っていく後輩に向かって頭を下げるというのは妙なことだったが、ナバスは本心から感謝の気持ちを表した。


    「それは私も同じです。意味のない出会いなんてありませんよ。私、イケメンは一度見たら忘れないですから。ではまたいつかお会いしましょう！」


    　そう言い残し、ウニベルは編集部から飛び出していった。


    「え、イケメン？　誰？　僕のこと？」


    　ウニベルが最後に残していった言葉に、ナバスは両手で顔を挟み込んだ。なぜか顔が熱くなっている自分に気づいた。


    　未来を自分で作ろうとするウニベルとの出会いで、ナバスは成長したのかもしれないし、まったく成長しなかったのかもしれない。それでも、この出会いは人生のちょっとしたスパイスにはなった気がした。


    「はぁ、また編集長と二人で仕事か……。来月号どうしよう……。まずはウニベルさんが出ていった理由を考えなくては。編集長に何て言おう。はぁ」


    　ナバスのため息は、どこかポジティブなものであった、かもしれない。
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    　そんなウニベルとナバスの別れの裏で、エルブランコのことを語るには少し時を遡さかのぼらねばなるまい。


    　ゴルディアス軍の解散により、居場所を失ったエルブランコ。


    　魔王は友人のバルバロ魔王のもとへ行き、四天王たちもそれぞれの道を歩むことになった。ウニベルも出版社に転職するらしく、そのほかのモンスターたちもほとんど転職先は決まっているらしかった。


    　勇者を宿屋に連れ込むところをスクープされて、魔王軍は解散。もちろん自分から誘ったわけでも、下心があったわけでもない。しかし、このようになってしまったことは自分が引き起こした軽率な行動がきっかけになったことは否定できない。


    　すべてなくしてしまった今、冤えん罪ざいだと叫ぶことすら寝言のように、誰にも取り合ってもらえないだろう。


    　ゴルディアス城にひとり残った失意のエルブランコ。行く当てなどない。こんな負け犬状態で故郷に帰るわけにもいかない。


    　一生この十字架を背負って生きていこうと、終わりなき贖しよく罪ざいの旅に出ようと考えた。


    　今は何を考えてもポジティブなことは思いつかない。ならばとことんネガティブの深しん淵えんへはまってやろう。


    　そう考え、懐ふところから結晶玉を取り出す。同期のルビアからもらったワープの魔法が詰まった結晶玉も、これが最後のひとつである。


    「どこか知らない町へ、私を連れて行ってくれ。誰も私のことを知らない、遠いところへ」


    　エルブランコはそう願い、足元に向けてワープの結晶玉を叩たたきつけた。


    



    　そうしてエルブランコが飛んできた場所は、願った通り彼のことなど誰も知らない町。いや、知る知らない以前に、他人になど誰も興味がない者たちが集まるスラム、ファベーラであった。


    　エルブランコは、その町の名前は聞いたことがあったが、本当に実在するとは思っていなかった。一度は滅亡し、荒くれ者たちが集まり始めた、法や秩序も存在しない町ファベーラ。オカルトや都市伝説の一種であろうと考えていた。


    　その町に入った瞬間、とある光景を思い出した。


    「テリブレ城下町……、いや、それ以上だ」


    　ゴルディアス軍時代に、悪名高いテリブレ城に潜入したことがある。あそこの城下町も建物はすべて古臭く、道にはごみが散乱し、すえた臭においが充満していた。しかしここファベーラはすべてにおいてそれ以上だ。


    　しかしこのファベーラの中で、ひと際立派な塔が町の中心にそびえたっていた。外壁は真っ黒で、周りの荒廃した風景を取り込むような光沢をした立派な塔。それは町のどこからでも見えるように建ち、下々の者たちを見下ろし威い嚇かくしているようであった。


    　エルブランコはその退廃した町をひとり歩く。


    　すれ違うモンスターも傷だらけで修しゆ羅ら場ばを切り抜けてきたような獣人型や、人型でも真っ黒で穴の開いた服装の汚い格好の者ばかり。なかには裸で昼寝をしている者も少なくない。


    　この場にそぐわない真っ白なスーツを着たエルブランコを一いち瞥べつし、みんなすぐに興味がないといった感じで通り過ぎていく。


    　この町で目的もないエルブランコは、することもなくとりあえず歩き続け、疲れれば休み、陽が落ちればそのへんで野宿をするという、この町相応の乱れた生活を過ごした。


    　自じ暴ぼう自じ棄きになっていたことは確かである。魔王軍を解散させた責任をとるために、とにかく自分を痛めつけて、惨めになれば贖しよく罪ざいになると考え、この生活を選んだのだ。


    　町のあらゆる場所で開かれるギャンブルに手を出し、儲もうかった日は酒を飲み、負けた日は空腹のまま眠りにつく。


    　そんなろくでもない日々を繰り返し、すでに一週間ほどが経った。早くも所持金が尽き始め、エルブランコがこの町に染まりつつあった、とある日。


    　朝からギャンブルにも負け、どこか暇ひまをつぶせるような場所を探してふらついていたエルブランコを呼び止める声がした。


    「おい、灰色の旦那。見ねえ顔だな？」


    　路地裏を歩いていると、酒場の軒先に座る男が声をかけてきた。どうやらゴブリンらしい。


    　この頃にはエルブランコの着ていたスーツは汚れ、すっかり灰色になってしまっていたのでそう呼ばれたのだろう。


    「ええ。今の私にはお似合いの町です」


    　エルブランコは皮肉っぽく吐き捨てた。


    「ははん、心配することはない。この町にいると自然と汚れていくんだ。そのスーツも、その心も、まだまだ真っ黒にしてくれるぜ。そんな町だ」


    　ニヘヘとそのゴブリンはエルブランコをバカにするように笑った。


    「そうですか。ありがたい忠告をどうも」


    「もうひとつ餞せん別べつ代わりの忠告だ。俺たちは運悪く迷い込んだバカ者の身ぐるみを剥はがして、生活してるんだよ。こんなふうにな！」


    　突然そのゴブリンは飛びかかってきた。真っ黒い爪つめを、エルブランコに向けて放ってくる。


    　エルブランコはこんな暴力沙ざ汰たも十分予想できていた。なにせモンスターの中でも荒くれ者が集まる町だ。まともな者などいるはずがないことはこの一週間の生活で十分身に染みて理解していた。


    　襲おそいかかってきたゴブリンの爪を軽くいなし、足を引っかけて地面に転ばせる。大したことはない、訓練も積んでいないただの野ゴブリンだ。戦闘が不得意のエルブランコでも簡単に倒すことができた。


    「いやぁ、旦那、参った！　降参、降参！」


    　最初の威勢はどこへやら、地面に大の字のゴブリンは簡単に白旗を挙げた。


    「この町の歩き方を教えてもらえて助かったよ。じゃあ」


    　エルブランコはそれだけ言い残し、さっさと荒れた町を先に進もうとした。


    「旦那、ちょっと待ってくださいや。あんたはこんな町にいるモンスターじゃねえよ。ちょっと、付き合ってくれねえかい？」


    　ゴブリンは唐突な提案をしてきた。


    「付き合う？　お前に付き合って私になんの得があるというんだ」


    「金だよ、金。こんな町でも金がなけりゃ生きていけねえ。モンスターと言えど略奪とギャンブルだけで生きていくわけにはいかねえだろう。それにあんたはそんな悪いタイプに見えねえ。安心しな、まっとうなビジネスだ」


    　すでにゴルディアス城を離れるときに持ってきたわずかな所持金は、ほとんどがギャンブルに消えて尽きようとしていた。


    　ゴルディアス軍が解散し、一応の退軍金のようなものは就業期間に応じて支払われた。しかしエルブランコは受け取る気になれず、そのままゴルディアス城の自室に、これまでの貯金を含めてほとんど置いてきたのだった。


    「ビジネスか……」


    　その響きは、どこかやさぐれたエルブランコの心を揺さぶった。


    　できることなら自分で起業をするのもいいかと考えていた。これまで魔王軍一筋の人生を送ってきたので、今度は自分の手で仕事を始めるのもありだ。


    　もし起業できれば、ゴルディアス軍解散で路頭に迷っているモンスターを雇ってやることができるかもしれない。これは自分ができる贖しよく罪ざいになるのではなかろうか。


    　エルブランコは、その胡う散さん臭くさいゴブリンの一言をとんでもなく飛躍させた。それほどエルブランコの心の防御力は弱っていたといえる。


    「話を聞こうか」


    　エルブランコはポケットに手を突っ込み、少しかっこつけて答えた。ゴブリンもニヘヘと笑い、「ボスに会わせるぜ」と道を先へ歩きだした。


    　このゴブリンは自分のことをペレと名乗った。父の名前から取ったという、どうでもいい情報とともに、自己紹介を始めた。


    　昔は魔王軍に所属していた時期もあったらしいが、戦闘班に配備され、日々の訓練が嫌で逃げ出したという。そのあと各地を転々とし、このファベーラに流れ着き、これから会うボスのもとで働いているそうだ。


    　どうやらこのペレ、意外な商才を発揮し、今ではこのファベーラ内の小高い丘の上の一軒家に住んでいるらしい。ゴブリンは見かけによらないとはこのことだ。


    「それで、お前はなんのビジネスをしているんだ。ボスとは誰だ？」


    　曲がりくねったでこぼこの道をペレについて歩きながら、今のうちにと前情報を得ようとするエルブランコ。元来は慎重な性格であり、初対面の相手についていくなどという危あやうい行為はするはずがなかった。しかしこの初めて訪れたファベーラで、話しかけてくれたゴブリンに少なからず頼りたい気持ちがあった。それにこいつは弱い。もし何かあっても、戦って負けることはないと自ら実証している。


    「ボスとは俺が勝手にそう呼んでいるだけで、このビジネスには上下関係なんてないのさ。俺もいわば個人事業主。起業の手伝いをしてやろうってだけだ。そのノウハウを教えてくれるのが、ボスさ」


    　なるほど、それならエルブランコが考えていた理想のビジネスモデルである。


    　このペレというゴブリン、本当にいい奴なのではないかと思えてくるくらい、エルブランコの心の防御力は低下していた。


    「ここだよ、灰色の旦那」


    　そう言って顎あごをしゃくって示した建物は、このファベーラの中心にそびえたつ、真っ黒な塔。


    　エルブランコがこの町に入って最初に気づいた異物であった。


    「まさか、ここが？」


    「そうだ。この町の成功の象徴、ファベーラヒルズ。俺がやってるビジネス、ファベリアの本社さ」


    　ファベーラヒルズと呼ばれる塔の中に入ると、そこはまさに異世界のようであった。


    　空調は完備され、漂う甘美な香り。もちろん清掃は行き届いており、屋内にいる者たちは皆スーツを着て、まるでどこかの一流企業のような雰囲気だ。今まで歩いてきた町の風景からは考えられない。


    「とりあえず、ボスを呼んでくるから、そこのソファで待っときな」


    　この豪華で瀟しよう洒しやな建物の中で、ひと際浮いている汚いペレが堂々と奥へと入っていった。


    　ひとり残されたエルブランコは、急に自分がものすごく惨めに感じられてきた。この薄汚れた灰色のスーツはすでに臭におい始めている。髪もボサボサだ。ゴルディアス軍で働いていたときとは大違いで、このファベーラヒルズの中にいると、自分もここでは異物になり果てていた。


    　そう卑ひ屈くつに落ち込んでいるエルブランコのもとに、ペレが戻ってきた。


    　隣にはひとりの男を連れている。


    「灰色の旦那、待たせたな。こちらがボスだ」


    　ペレが連れてきた男はもちろんピシッとしたスーツで、シャツは胸元を大きく開けている。オールバックにまとめた銀髪に、整った顔は笑顔を見せると口元からは牙が覗のぞく。エルブランコから見ても、かなりのイケメンである。


    「どうも、エルブランコさん。僕はペレさんのビジネスパートナーの、グリスと申します。よろしくお願いします」


    　その男はグリスと名乗った。エルブランコはじっとその顔を見つめ、微かすかな記憶と、その名前を結びつける。


    　元テリブレ軍のグリス！


    　忘れるはずがない。エルブランコは任務でテリブレ城に潜入したことがあった。そのときウニベルを監禁し、脅迫状を送りつけ、その裏では勇者を脅迫していたというとんでもない奴だ。


    　そいつが何な故ぜこんなところに？


    「ペレさんにお聞きしましたよ。彼には僕と一緒にがんばってもらえるビジネスパートナーを勧誘してもらっていたんです」


    　エルブランコは記憶の枝をたどった。おそらくこのグリスという男、一度協会で顔を合わせているはずである。直接会ったのはその一度きりであるが、エルブランコはその後、ウニベルが録画してきたカメラでグリスの顔は何度も見ている。


    　逆にグリスはエルブランコのことなど記憶にもないのか、まるで初対面の様子で絡んでくる。一瞬罠わなかと警戒したが、こうやって二人に囲まれていると偶然だろうと思ってしまう。無理もない。エルブランコの心の防御力はすでにゼロに近くなっていた。


    「まずはこのファベリアという会社についてご説明させていただきます。ここは立派な塔でしょう？　ファベリアの社長が一代で建てた塔なんですよ」


    　グリスがここぞ攻め時とばかりに一気にまくし立ててくる。


    「僕たちはこの会社に勤めているわけではなく、あくまで会員として自立をしている自営業のようなものなんです。僕もペレさんもいわば社長なんですね」


    　ソファに座ってグリスの話を聞いていると、感じのよい女性がコーヒーを持ってきてくれた。この町に来てから、コーヒーの香りを嗅かぐことなんて一度たりともなかった。エルブランコはつい、目の前に置かれたコーヒーカップを凝視してしまう。


    「あ、どうぞ、ご遠慮なく。実はこのコーヒー豆もファベリアが扱う商品なんですよ。ポルデアン村に自家農場を作り、そこで栽培した最高級豆を使っています」


    　ポルデアン村。エルブランコにとって懐なつかしくもあり、思い出深い名前が出てきた。


    　魔王軍時代、ポルデアン村出身の勇者と戦ったことがあり、エルブランコの過去の戦歴のひとつにもなっていた。


    「うまい……」


    　その懐かしい香りのコーヒーを口に含み、ただ素直な感想を漏もらしてしまう。


    「そうでしょう。あ、話が飛びましたが、僕たちはこの素す晴ばらしいコーヒー豆のような商品をファベリアから直接卸おろしてもらい、顧客に販売しているのです。すべて自社工場で作られたアイテムを僕たちが個人商店のような形で商品を売りさばくので、余計な流通コストや広告費を省くことができます。最高の品質のアイテムを格安でお客様に提供できるという合理的なシステムなんです」


    　グリスは矢や継つぎ早ばやに、ビジネスの説明を進める。


    　どうやらファベリアという会社と個人で契約し、商品を間に入って客に売りさばき、その仕入れ価格と販売価格の差額で儲もうけるというシステムのようだった。なるほど、全員が社長というのも納得できる。


    「ボス、話を急ぎすぎだ。灰色の旦那は、まだコーヒーの味を楽しんでいらっしゃる」


    「あ、これは失礼。ついビジネスの話になると力が入ってしまうんです。僕はバカだから、気持ちが入り込むと余裕がなくなっちゃうんですよ」


    　ハハハ、とグリスは自じ虐ぎやく的てきに笑いながら頭を掻かく。


    「ボスは根が真ま面じ目めなんだ。気を悪くしないでくれや、旦那」


    　ペレが師弟愛のようなフォローを入れる。


    　このグリスという男、テリブレ軍時代の極悪エピソードをまた聞きした限りではとんでもないゲスだと思っていたが、こうして話を聞いていると意外と真面目なようである。ペレからも慕われ、ビジネスの内容はどうあれ、愚直に取り組んでいるようだ。


    　エルブランコはすっかり雰囲気に飲み込まれそうになっていた。歩く転ばぬ先の杖つえ、とまで言われた慎重派のエルブランコであったが、無理もない。エルブランコの心の防御力は（以下略）。


    「いえ、先を続けてください」


    　エルブランコが先を促す。実はものすごく先が気になっているのだが、それを悟られないように必死で冷静を装っているエルブランコであった。


    「はい。では今度は少しシビアな話を。ファベリアの商品がどれだけよくても、それを個人で売るとなると限度があります。商品はコーヒーのような嗜し好こう品ひんや日用品などの生活必需品、薬草や毒消しといった消費アイテムからアクセサリーなど幅広く扱っています。しかし顧客は無限にいるわけではありません」


    「石せつ鹸けんを毎日買ってくれるありがたい客はそういない。それでも俺は一軒家を買うくらいにまでなれたんだ」


    　この二人はアメとムチを使い分けるのがうまい。よくできたコンビだ。


    「小売り以外に、会員が儲もうけられるシステムがあるのです。それが会員紹介システムです！」


    「会員を勧誘して自分のパートナーにすることにより、そのパートナーの売り上げの中からマージンが入るってシステムだ。俺とボスもこのパートナー関係にあり、お互い利益を共有してるってわけよ」


    　ペレがグリスの肩に腕を回し、親指を立てる。グリスのほうは恥ずかしそうにしている。


    「ペレさんががんばって売り上げも会員も増やしてくれるので僕は助かっています」


    「ボスはこう言うがね、これは上だけが儲かる上納金システムってわけじゃないんだ。ボスの経験やノウハウを享受してもらいながら、アドバイスももらえる。しんどいときは顧客を回してもらったり、俺もボスには頭が上がらんぜ」


    　一般企業における上司と部下の関係に見えるが、実際はそれよりも利害関係がはっきりとしているため堅固な関係に思える。


    　上司と部下なんていう関係は結局トップダウンで、なかなかその間に信頼関係など生まれにくいものだ。それがブラック企業であればあるほど、顕著であろう。


    「よくできたシステムですね」


    　エルブランコは素直に感心する。


    　現実的にこのファベーラというスラム街で、この立派な塔が建つということは、しっかりとしたビジネスモデルができ上がっているということだ。


    「僕自身ここまで来るのには紆う余よ曲きよく折せつあったのです。もともと僕はとある魔王軍で働いていました」


    　突然、グリスが自分のことを語りだした。


    「実は僕のした仕事が原因で魔王軍を解散に追い込んでしまったのです。魔王軍のモンスターを全員路頭に迷わせることになりました。僕は落ち込み、人生に迷い、自じ暴ぼう自じ棄きになってこのファベーラを訪れたのです」


    　エルブランコはグリスの話に、心の奥の扉が開かれるような感覚に陥おちいる。


    　私と同じだ……！


    「自分のやった仕事が誇れるものだと信じてきましたが、実はそうではなかった。上司から指示された仕事をこなし、それが正しいことだと思い、邁まい進しんした。しかしその思いの先にあったのは魔王軍の解散です。僕はモンスターの誇りを胸に働き続けていたはずが、知らぬ間にレールを外れていた」


    　実際にこのグリスは勇者を恐きよう喝かつして金を巻き上げるという、モンスターとしても十分道を外れたことをしでかしていたのだ。同情の余地はないが、物は言いようで、彼の仕事が魔王軍を解散に導いたというのは事実である。


    「できることならば、今も仕事をなくし泣いている同僚たちを助けてやりたい。それだけが僕が心に誓った気持ちです。そのためには僕が一旗揚げるしかなかった。僕は今、この仕事に誇りを持っています！」


    　エルブランコはこのグリスという青年の話に共感するしかなかった。魔王軍を解散させた理由に違いはあるが、そのあとの行動、信念、決意はまさにエルブランコが考えている贖しよく罪ざいへの気持ちと完全に一致した。


    「エルブランコさん、僕たちと一緒にがんばってみませんか？　あなたがファベーラへ来た理由は聞きません。誰もが脛すねに傷を持っているのです。失敗は何度でも取り返せる。どんな状況になっても奇跡が起こることを期待するのは間違っているでしょうか？」


    　グリスが差し出す右手を拒否する理由など、今のエルブランコにはなかった。


    「ん？　ちょっと待ってください、エルブランコさん、その数珠じゆず！」


    　握手をしようと右手を差し出したとき、エルブランコのスーツの袖から数珠が滑り出た。


    　これはアスール大帝にもらったアイテムである。大帝が呪のろいを解くために魔女の行商から買ったという怪しすぎるアイテムだった。


    　これをつけているだけで呪いも解け、金運、恋愛運、仕事運まで上向けるらしい。そんなバカな話はないとエルブランコは思っていたが、せっかくもらったのだからと仕方なく身につけていたのだった。


    「その数珠はどこで入手されたのですか？　それはファベリアが扱う超波動エネルギーが込められたパワーストーンを使ったアイテムですよ！　これをつけているだけで金運、恋愛運、仕事運まで向上させ、人生をハッピーにする数珠ですよ！」


    　ああ、アスール大帝に売りつけた魔女もファベリアの会員だったのか。


    「ちなみにその数珠の卸値は千ドルンだ。いくらで売るかは会員次第なんだが、旦那はいくらで買ったんだい？」


    　大帝は確か二万ドルンで購入したと言っていたが、なんというボッタクリだろうか。大帝には絶対に卸値を伝えるわけにはいかないと心に決めるエルブランコ。


    　しかしファベリア側に立ってみると、なんと儲もうかるビジネスだろうか。エルブランコは思わぬところから、このビジネスの破壊力と説得力を思い知らされることになった。


    「僕たちの出会いも、この数珠じゆずのお導きだ。なんということだ、このパワーストーンの効果は！　エルブランコさん、この運命のビッグウェーブには乗るしかないですね！」


    「運命なんて安っぽい言葉はクソくらえと思っていたが、これは信じるしかなさそうだ。そうだろう、灰色の旦那？」


    　この荒れ果てたファベーラという町で、エルブランコは運命という歯車に乗せられた。


    　この選択はエルブランコの弱った心がさせたのか、それとも前を向くためのポジティブなものだったのか。


    　エルブランコが選んだ道が正しいものになるのかどうか、このときは誰も知る由よしがなかった。

  


  
    第三章　折れた翼を癒やすもの
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    　昔から自分のことが嫌いだった。


    　鏡に映るその自信のなさそうな顔を見ては、いつもため息で鏡を曇らせていた。


    　小さい頃から魔王軍で働くのが夢で、そのために勉強することは嫌いではなかった。魔王軍に入ることができれば、きっと自分のことに自信が持てるだろう。そう考えていた。


    　そしてゴルディアス軍に入り、夢は叶かなった。


    　だけど、自分に自信を持つことはいつまでもできなかった。日々の仕事に忙殺され、考えることはネガティブなことばかり。隣の人は何を考えているのだろうか、嫌な思いはしていないだろうか、迷惑をかけていないだろうか。そんなことばかり考えて毎日を過ごしていた。


    　失敗するのが怖くて、行動することができなかった。すぐに諦あきらめる理由を探す癖くせがついた。


    　私は変わりたかった。もっと自分に自信をもって、ポジティブに生まれ変わりたかった。


    　魔王にもよく言われていたっけ。失敗を怖がるな、失敗した経験を生かして、前を向けって。


    　それは結局できないまま、こんなことになった。


    　でも変わるためのきっかけだと、そう思うことにした。違う環境、違う人間関係、違う仕事。新しいことに取り組み、過去を忘れることで、きっと私は変わることができる。嫌いな過去の自分と決別できる。


    　私は変われる。ネガティブなんてクソくらえだ。


    　私は変われる。過去なんて、ただの足かせだ。


    　私は変われる。変わる。変わってみせる。


    　このやまない雨は、過去をすべて洗い流し、そして忘れさせてくれるだろう。


    



    



    「お嬢ちゃん、ママとはぐれちまったのかい？」


    「なんならおじさんが家に泊めてあげるよ、ブヒヒ」


    　昼間から酒をあおっている髭ひげもじゃのドワーフと、ブタ型モンスターは、若い女子が珍しいのかちょっかいを出してきた。


    「もう！　少しでも触ったら、ぶっ飛ばすわよ！　私、こう見えても魔法使い女子なんだから！　酔っ払いなんて一瞬で燃やしちゃうわよ！」


    　ウニベルはようやくたどり着いた廃はい墟きよとしか思えない町ファベーラで、酔っ払いに向かって杖つえを振り回して威い嚇かくした。


    「月刊魔王」編集部を飛び出し丸三日かかってしまった。


    　ウニベルのワープで行ける最寄りの町まで飛び、そこからの交通手段は何もなかった。ファベーラのことを聞き込みしても、その存在自体もあやふやで、まるで都市伝説であるかのような情報しか返ってこなかった。


    　結局ウニベルはオロ君レーダーだけを頼りに、エルブランコがいるとされるファベーラに向かって歩いていくしかなかった。


    　途中でラクダの行商をヒッチハイクしたり、野ドラゴンに乗せてもらったりしながら目指すこと三日。着いてみたらマッハで後悔するような町だった。


    「汚い、臭い、きもい！　こんなとこに本当に先輩がいるのかしら。もう、あっち行って！」


    　女子ひとりでこの町を歩いているのがよほど珍しいのか暇ひまなだけなのか、ウニベルが歩く後ろには好奇心でモンスターがぞろぞろついてきていた。


    　オロ君レーダーを確認しても大まかな位置しか分からず、そこまで正確な居場所は分からない。


    「姉ちゃん、人捜しかい？　俺は人捜しが得意なんだ」


    「十ドルンで俺が代わりに捜してきてやるよ」


    「あんたが捜してるアモーレは、あっちにいたぜ」


    　キョロキョロとするウニベルに、後ろのモンスター大行進が適当なことばかり話しかけてくる。無視するのも疲れるので本当に一網打尽に燃やしてやろうかと物騒なことを考え始めたときだった。


    「ん？　そこのゾンビさん、その手首に着けているのはなんですか？」


    　体全体が腐って酸すっぱい臭においをまき散らしながらも、とぼとぼウニベルについてきていたゾンビの右手首に、なんとも似つかわしくないキラキラしたものが巻き付いていた。


    「ヴァベビヴァヴォブブダボ。ブベベヴィブボ、ヴィンベイバヴバッヴィービヴァブンバ」


    「はぁ？」


    　そのゾンビの得体のしれない言葉にウニベルは顔をしかめる。どうやら身体からだだけじゃなく声帯まで腐っているのだろう。アンデッドに質問した自分がバカであったとウニベルは読解を諦あきらめた。


    「姉ちゃん、こいつは『ファベリアの数珠じゆずだよ。着けていると、人生がハッピーになるんだ』と言ってるぜ」


    　隣にいた歯抜けのガーゴイルがご丁てい寧ねいに訳してくれた。ゾンビの言葉が理解できるとは、バイリンガーゴイルと名づけよう。


    「ファベリアって何ですか？　その数珠にはちょっと見覚えがあるんだけど」


    　この白いストーンが連つらなった特徴的な数珠、確かアスール大帝がつけていたものによく似ている。


    「ボボブブヴォヴァブヴァッベブヴァイババボ。ヴァイビボボヴァンバビバババベバンヴァ」


    「『この数珠じゆずを扱っている会社だよ。灰色の旦那に買わされたんだ』だってさ。俺も大量に押し売りされたんだよ。超波動エネルギーが込められたパワーストーンが使われてるんだってよ」


    　いちいち通訳が面倒くさいが、なんだか聞き覚えのある売り文句である。


    　しかし灰色の旦那とは誰だろうか。大帝は魔女から買ったと言っていたが。


    「そんな怪しいもの大量に持ってても意味ないじゃない。あなたたち、騙だまされてない？」


    　ウニベルは眉まゆをひそめて、数珠を見せつけるモンスターたちに忠告をしてあげた。


    「灰色の旦那からこれを安く買って、他の奴に高く売るんだよ。そうすると差額で俺も儲もうかるってわけさ。でもこのファベーラの住民たち全員がすでに持ってるんで、まったく売れないんだよな。ブハハハ！」


    　怪しい商売に手を出しているバイリンガーゴイルは反省する様子もなく豪快に笑った。


    　ウニベルについてきているモンスターたちに手を上げさせると、ほとんどがこの数珠をつけていた。


    「それ、ねずみ講っていうのよ。マルチ商法！　そんなのに騙されて、しっかりしなさいよ。同じモンスターとして情けないわ」


    　呆あきれたウニベルはモンスターたちを叱しかりつける。


    「俺たちも大量の数珠が余っててどうしようかって困ってるんだよ。この町では売れねえから、人間の町へでも行って売りつけようかって話してたとこだぜ」


    「モンスターが人間の町を襲おそうならともかく、怪しい数珠の行商に行くなんて聞いたこともないわよ。アイテムは買って二週間以内ならクーリングオフで返品できる制度があるはずだから、一度その灰色の旦那って人に相談してみれば？　売れないアイテムの在庫抱かかえさせられて、商売どころじゃないでしょうに」


    　ウニベルはえらそうにモンスターたちにレクチャーする。


    　この知識はゴルディアス軍時代にアイテム開発に関わったときに得た知識である。エルブランコにこのへんの制度はみっちりと教えられたのだが、まさかこんなところで役に立つとは。


    「そうなのか？　この数珠以外にもよ、金運のピアスやら幸運のパンプスやら恋愛運のつけまつげやら、いっぱいあるんだけど大丈夫かい？」


    「いったいあんたたちはどれだけ売りつけられてるの！　しかもピアスやらパンプスやらつけまやら。どう考えたってあんたらみたいな乱暴なモンスター野郎には必要ないアイテムばっかりじゃない」


    　こんなガーゴイルがつけまつげを装備してたら気持ち悪くて仕方がない。


    「灰色の旦那が絶対売れるからってよ。だけどこの前スライムにパンプスを売ろうとしたら、足がないから履けないって怒られちまったよ！　ブハハハ！」


    「笑いごとじゃないでしょうに！　その灰色の旦那って奴はとんでもないペテン師ね。あなたたち、いいカモにされてるのよ？　こうなったら乗りかかった船だわ。私がガツンと言ってやるから買わされたアイテム全部持ってきなさい」


    　妙なところで姉あね御ご肌はだを発揮するウニベル。エルブランコを捜すことも重要だが、同じモンスターたちが悩んでいるのならば手を貸すくらいの余裕はある。


    　暇ひまだったからぞろぞろとついてきただけのモンスターたちは思わぬところで棚からぼた餅もち状態である。このビッグウェーブには乗るしかねえ、てな感じでファベリアから買ったアイテムを取りに戻るために散っていった。


    「姉御、でも気をつけてくださいよ。灰色の旦那は口がうまいですからね。ちょいと前にやってきて、あっという間にファベリアのトップセールスマンに上り詰めた男だぜ。とにかくポジティブで、客を乗せるのがうまいんだ。俺らも好きで騙だまされたわけじゃねえんだよ」


    　さっきのバイリンガーゴイルが、ウニベルに忠告してくる。


    「そもそもそのファベリアって会社が怪しいわね。もしかしたら先輩もペテン師に騙されて、変なものを買わされてるんじゃないかしら？　心が弱るとマルチ商法にはまっちゃうっていうし」


    「センパイってのが誰か知らんが、この町にいるってことはファベリアの会員になってる可能性は高いぜ。ファベーラじゃもう新規会員の勧誘はできないほど増えてるからな」


    「それは心配ね。ネガティブが歩いているような人だから、すぐそそのかされてそう。それはそうと、ガーゴイルさんはアイテムを取りに行かなくてもいいの？　こういうのは集団で押しかけたほうが効果は高いのよ」


    　このガーゴイルも騙された口のはずなのに、どこにも行かずウニベルとだべっているだけであった。


    「へへへ、みんながアイテムを返品すりゃぁ、俺のアイテムがまたそいつらに売れるかもしれねえだろ？　あえて逆張りするのがギャンブルってもんさ。商売は需要と供給の流れを読まねえとな」


    　ガーゴイルは悪い顔をしながら小声でウニベルの耳元で囁ささやいた。


    「あなた、そんな顔してなかなか賢いのね。こんな町に置いておくにはもったいない人材だわ」


    　そうこうしているうちに、再びモンスターたちが大量の段ボールを抱かかえて戻ってきた。明らかにさっき行進してきた数を超えている。噂うわさを聞きつけて同じように騙された奴らが集まってきたのだろう。


    　いつの間にやら広場は大量のモンスターと、それ以上の数の段ボールで埋まってしまった。おそらく数百人はいるのではなかろうか？　これでは大きめのデモ状態である。


    「あなたたち、どれだけ買わされたの？　これ明らかに供給過多でしょ？」


    「これが灰色の旦那の実力だ。ビジネスマンとして世界を取れる逸材だぜ」


    「褒ほめてどうするのよ。とにかく、行くわよ！　そのファベリアってとこに案内しなさい！」


    「うおー！」


    　ウニベルの号令にモンスターたちが歓喜の咆ほう哮こうをあげる。まるでウニベルはデモを扇動する指導者である。


    　ひょんなことから、エルブランコを捜しに来たウニベルはモンスターたちを従えて、いざファベリアへと進軍を始めたのであった。


    　目指すは町の中央にそびえたつ黒光る塔。通称ファベーラヒルズ。


    　高さでいえばゴルディアス城の魔法塔のほうが高いかもしれないが、ワンフロアの大きさではこちらのほうが広い。


    　その敷地内のガーデンエリアに一歩足を踏み入れると、道は整備され、緑が溢あふれ、鳥がさえずっている。空気までもガラッと変わり、ファベーラではなくどこか南国の島にバカンスに来ているような感覚になる。


    「ファベーラが唯一誇れるファベーラヒルズだ。ファベリアがいつの間にか墓地だったこの場所に建てやがった。おかげで町中は一時期ゾンビやゴーストが溢れかえって大変だったんだぜ」


    「ボウバンヴェブボ」


    　ガーゴイルの説明に頷うなずくゾンビ。おそらく「そうなんですよ」と言ったのだろうと、ウニベルは理解した。お墓をなくしてお気の毒です。


    「じゃあ乗り込むわよ。こういうのは正攻法で訴えるのが一番です。私たちはファベリア被害者の会なんだから」


    　ウニベルも被害者代表としてすっかりその気である。


    　困るモンスターを助けてやりたいという気持ちとともに、実は道すがら思いついたこともあった。


    　この町の住人はほとんどファベリアの会員になっているということは、エルブランコも右に倣ならえで騙だまされているはずだ。ウニベルもエルブランコとは半年の付き合いだが、押しに弱いので流されて会員になっているのはほぼ間違いないと考えていた。


    　ならばその灰色の旦那を詰きつ問もんすれば、顧客名簿なりでエルブランコの居場所を突き止められるはずである。


    「被害者を装って先輩も芋づる方式に見つけちゃおう大作戦よ！」


    　ウニベルはファベーラヒルズの入り口の前で、よく分からない作戦名を呟つぶやき、ぐっと拳こぶしを握りしめた。


    「なんか言いましたか、姉あね御ご？」


    「いえ何も。さ、行くわよ！」


    　代表のウニベルに続き、参謀役のバイリンガーゴイル、そして段ボールを担いだ大勢のモンスターたちは、一気にファベーラヒルズに踏み込んだ。


    



    　ファベリアの本社であるファベーラヒルズ。その屋内は空調も効いて労働環境としては一流である。


    　今日も朝から商談に訪れるビジネスモンスターたちを右から左へと捌さばいていた受付嬢は、見た目は人間だが背中には羽が生はえているサキュバスである。


    　ファベリアで働く一流のエリート社員たちは、彼女の前を通るときにはどこか羨せん望ぼうと誘惑の視線を送る。彼女はその視線をすまし顔で右から左へと受け流す。


    「ファベーラヒルズに入る男はすべて私の前を通り過ぎ、値踏みされるのよ」


    　それが受付サキュバスの口癖であった。それほど彼女は自分の美び貌ぼうに自信を持っていたのだ。


    　今日も高級ランチを終えて戻ってきた受付サキュバスは、イケメン社員の誘惑を笑顔で受け流していた。


    　すると、何やら外が騒がしくなっていることに気づく。近づいてくる足音はひとりや二人のものではない。しかも不明瞭な叫び声や唸うなりが轟とどろいているではないか。


    　エントランスの扉が開くと、その轟ごう音おんはさらに膨ふくれ上がり、ファベーラヒルズの中に響き渡った。


    「どりゃー！」


    「責任者出せやコラ！」


    「ヴァイビボボヴァンバボヴァベ！」


    　社内に何百もの大量のモンスターが乗りこんできたのだ。モンスターたちは奇声をあげ、怪しげな段ボールを山ほど抱かかえている。どう考えても穏やかな事態ではない。


    　ずんずんと受付へ向かって進軍するモンスター軍。


    　対する受付サキュバスは顔が真っ青になりながらも笑顔を維持する。これは受付としてのプロ意識である。同時にデスクの裏に備えつけられている緊急事態ボタンをしっかりと押し込むことは忘れない。これですぐに警備のモンスターがやってくるはずだ。


    　獰どう猛もうで野蛮なモンスター集団の先頭には、なんとも似つかわしくない女の子がいた。もしや人質に取られているのかと絶句していると、その彼女がひとりで進み出た。


    「どうも、私、ウニベルと申します。怪しい者でも過激派でもございません」


    　どう見ても怪しい過激派モンスター集団の先頭にいた、かわいらしい女の子が挨あい拶さつをしてきた。スーツを着て、手には大きなハートがついた杖つえを持っている。魔法使いだろうか？


    　しかしなぜこんな子がモンスターの大群を率いているのか、受付サキュバスには理解できず、言葉も出ない。


    「あの、灰色の旦那と呼ばれている営業の方を呼んでほしいのです」


    　警備はまだ来ない。ウニベルと名乗った女の子の後ろには、今もモンスターたちが襲おそいかからんと蠢うごめいている。


    　下へ手たに抵抗すると、何をされるか分からない。ここはとりあえず呼び出すふりをして、時間を稼ごう。受付サキュバスはテレフォネに手を置いた。


    「あ、姉あね御ご！　灰色の旦那ですぜ！」


    　と、そのとき、ガーゴイルが受付の奥、エレベルタから降りてくる男を指さした。


    　その声に受付サキュバスが振り返る。


    　そこには今やファベリアのトップセールスマンであり、「女子社員に聞いた将来性のある男性社員ランキング」のトップにランクインしている逸材、顧客からは灰色の旦那と呼ばれる男の姿があった。


    「えーーーーーーーー！　せ、先輩？」


    　ガーゴイルが灰色の旦那と指さしたのは、白いスーツを着たエルブランコであった。まさしくウニベルが捜していた、その人である。


    「お？　ウニベルじゃないか」


    　エレベルタから颯さつ爽そうと降りてきたエルブランコ。その足取りは軽く、まるで氷の上を歩いているかのように滑らか、そしてどこか優雅でもある。


    「久しぶりじゃないか。どうしたんだい、こんなところで」


    　話しかけられたウニベルは、そのエルブランコに違和感を抱いだいてしまった。何かが違う。何かがおかしい。


    　ウニベルは目の前の男の姿をつま先から、頭のてっぺんまで凝視する。いや、どう見てもエルブランコだ。一か月前、ゴルディアス城の屋上で別れたエルブランコである。


    「せ、先輩？　ひ、久しぶりですけど、んん？」


    　まさかここでいきなりエルブランコに会えるとは思ってもみなかった。本来なら喜ぶべきことではあるが、この再会に溢あふれてしまう違和感はなんだろうか。


    「どうしたウニベル？　いつもの君らしくないじゃないか」


    　エルブランコは自然な流れでウニベルの肩にそっと手を置こうとした。


    「ちょちょちょ、ちょっと待って！」


    　ウニベルはそのエルブランコの手を杖つえで払った。


    「おいおいウニベル、ずいぶんとご挨あい拶さつだな。恥ずかしがるなよ」


    　払われた手を引っ込めながら、満面の笑みを振りまくエルブランコ。その眼は獲物を見る肉食獣のようにギラギラとしている。よく見ると一か月前よりも頬ほおがこけ、少し痩やせて体全体も細くなっている。


    　ウニベルは一歩、二歩下がり、元上司と思われるギラついた男から距離を取る。


    「どうしたんだ、ウニベル？　久しぶりに私に会ったから緊張しているのか？　ハハハ、かわいい奴だな」


    　杖を構え、戦闘態勢を取るウニベルに、相変わらずものすごい笑顔のエルブランコ。
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    「い、今、なんて言いました？　かわいい？　女子に向かってかわいいって言ったんですか？　さっきも気軽にボディタッチしようとしたし……」


    　じりじりと足元を固めつつ、ウニベルはこの違和感の原因に気づいてしまった。


    　前向きなのだ。行動が、発言が、雰囲気が。あのネガティブまっしぐらだったエルブランコとは思えないくらい、今はなぜかギラつきを見せているのだ。


    「こ、こんな先輩、私の知ってる先輩じゃなーーい！」


    　ウニベルは思わず大声で叫んでしまう。その声はファベーラヒルズの吹き抜けのエントランス内に反響して何度もこだました。


    「姉あね御ご、灰色の旦那のことをご存じなんですか？」


    　そっとガーゴイルが傍そばに近づき、ウニベルに話しかけた。


    「し、知らないわ。こ、こんな明るくハキハキと、相手の目を見て話すような人、先輩じゃない！」


    　それを見て参謀役のガーゴイルはどうしたものかと、キョロキョロする。後ろで控えているモンスターたちも何が何やらで、動きようがないといった状態だった。


    「おいおい、一か月会っていないだけで、私のことを忘れたのかい？　それにそちらはガーゴイルのドロさんじゃないですか。アイテムが売り切れたんでしたら、追加をお送りしますよ。遠慮なく言ってくださいね。これからも一緒にがんばりましょう」


    　エルブランコは床に膝ひざをついて、ドロの垂れた腕を取り、無理やり握手をした。


    「いや、灰色の旦那、今日は違うんだ。なあ、姉御？」


    　困った顔をするガーゴイルのドロはウニベルに助けを求める。


    「そうか、ウニベルもファベリアの会員になりたいのか？　なんだ、ドロさんの紹介ならそう言ってくれよ。ほら、あそこにいるモンスターたちも全員私のビジネスパートナーなんだ。私に会いに来てくれたのかな？　おーい！」


    　エントランスホールに入りきれていないモンスターにもにこやかに手を振るエルブランコ。こんなに空気が読めない人だったのかと、ウニベルはこれにもショックを受けた。


    「やっぱり違う！　先輩はそんなに社交的じゃないもの！　どうしたんですか？　何かに取り憑つかれたとか、もしやアンデッド化しちゃったとか？　まさか謎なぞの軍団に捕らわれて魔改造されたとか！　とにかくおかしい！」


    　ウニベルは元上司のことを褒ほめているのかディスっているのか分からないようなことを言いだしては、首を横に振る。どうしても目の前のエルブランコが、一か月前のエルブランコとは思えないのだ。


    「おかしくないよ。ほら、これを覚えてるだろう？」


    　そう言うとエルブランコは胸のポケットから小さな人形を取り出した。


    「オロ君！　それをどこで？」


    「どこでって、お前が城の屋上で私にくれたんだろうが。覚えていないのか？」


    　まさかこの男はエルブランコを殺し、オロ君を強奪した上で、エルブランコになりすましているというのか？　しかし、なんのために？


    　ウニベルはとにかく頭の中が混乱してきた。この明めい朗ろう快かい活かつでイケメン風の男がかつての上司と認められない。ていうか、認めたくない。まさかの再会が大混乱である。


    「ウニベル、とりあえず座って話そうじゃないか」


    　エルブランコは笑顔を崩さず、受付嬢に会釈をし、しゃなりしゃなりと応接ルームへと向かった。その歩き方もスマートアンドエレガンス。いつも猫背でかかとをすり減らすような歩き方をしていたエルブランコはどこへやら。


    「姉あね御ご、どうしたんですか？　俺たち、どうすれば……」


    「ねえドロさん、あの人はなんで灰色の旦那って呼ばれているの？」


    　真っ白なスーツはゴルディアス軍のときと同じだ。それにオロ君も持っているし、思い出も共通している。あの男をエルブランコと否定する要素はない。


    「ああ、旦那がこの町に来てからしばらくはあの白いスーツが汚れて灰色になってたんだよ。そんな薄汚れた格好で俺たちに営業するから、自然とそう呼ばれるようになったんだ。今はすっかり羽振りもよくなって、真っ白に戻っちまったがな」


    　この一か月、一体エルブランコの身に何があったというのだろうか？


    　ネガティブまっしぐらの性格が前向きになること自体は喜ばしいのだが、ウニベルにとってはどうにも気持ちが悪い。これが呪のろいにかかった症状だとしたら、根が深そうである。


    「ドロさんはモンスターたちと一緒にちょっと待っていて。私が話してくるわ。暴れたりしちゃダメよ！」


    　ドロに念を押し、ウニベルはパタパタと応接室のほうへ駆けていく。


    　先輩が本当に先輩か確かめなくては。使命感がほとばしる。


    　応接室に入ると、エルブランコがすでにコーヒーをコポコポ淹いれながら待っていた。


    「これもうちの主力商品のひとつなんだけどね、ポルデアン産の豆を使ったコーヒーなんだ。懐なつかしいだろう？　もう昔のことに思えるな」


    　豪華なシャンデリア、高そうな絵画にいかつい甲かつ冑ちゆうなど、贅ぜいを極めたような趣味の悪い部屋だった。まったく落ち着かないのは壁にかかったワニの剥はく製せいに見つめられているからか。ベルデラ将軍を思い出して仕方がない。


    「いったい何があったんですか、あれから？　たった一か月ですよ？」


    　立ったままのウニベルにソファを勧め、エルブランコはコーヒーカップをテーブルに置いた。


    「何もおかしなことじゃない。今の私は、正しよう真しん正しよう銘めいお前の元上司だ」


    「そんなに痩やせて、目もギラついちゃって？　それに、このファベリアって会社、おかしいですよ。あのモンスターさんたちからクレームが出てるんです。これってマルチ商法じゃないですか！　てっきり騙だまされてると思ったら、まさか騙すほうとかどうかしてますよ！」


    「騙すとかマルチ商法とか、人聞きが悪いな。イリーガルなことをやってこんな立派な塔が建てられるわけがないだろう？　ここの設備はゴルディアス城の何倍も先を行ってるぞ」


    　ご自慢だというコーヒーをすすりながら、エルブランコは上目遣いでウニベルに語りかける。こんな視線のテクニックを使えるような人じゃなかったのにと、ウニベルは今の彼のすべての行動に失望する。


    「そうだ、この数珠じゆず見覚えあるだろ？　アスール大帝の呪のろいを解いた数珠だよ。実はこれはファベリアの商品でな、私もこれをつけた瞬間からありとあらゆる幸運が舞い降りてきたんだ。今やこうして素す晴ばらしい環境で、素晴らしい仕事に従事し、素晴らしい人生を送れている。お前にも特別価格で……」


    　スーツの腕をまくり、その数珠を見せつけてくる。


    　今のエルブランコには、この数珠がアスール大帝の呪いも解いたということになっているのだ。当時はあんなに否定してたのに。過去すらも、今の都合によって書き換えてしまったのか。


    「そんな怪しい数珠を売りつけないでください！　ネガティブで落ち込みがちな先輩はどこ行ったんですか！　目を輝かせながらマルチ商法にはまる先輩なんて見たくありませんよ！」


    　エルブランコは優しく目を細めて笑う。それはウニベルが知っている、あの自じ虐ぎやく的てきな笑いではなかった。セールスの歴史を変えたといわれる営業スマイルだった。


    「時は人を変えるんだよ。私は過去の自分にほとほと嫌気がさしていたんだ。そしてこの町に来て、この仕事を始めて生まれ変わることができた。それをなぜ否定するんだい？　ポジティブに生まれ変わることのどこがいけないっていうんだ？」


    「すごくいいことですよ、ポジティブになることは。でも、でも、無理してる！　先輩、絶対そんなの無理して自分を偽いつわってるだけじゃないですか！」


    「無理なんかしてないよ。お前もずっと私に言ってただろう。もっと自分に自信を持ったほうがいいって。ここへ来てようやく自信を持つことができたんだよ」


    「確かに言いましたけど……、でも……、こんな前向きなことばっかり言ってる先輩は先輩じゃないですよ！」


    　何も悪いことなんてないのは、ウニベルにも分かっていた。


    　たとえばこれが十年後の再会ならば、受け入れられたかもしれない。先輩もがんばって自分を変えられたんだって、そう喜べたかもしれない。


    　でも今のエルブランコは、ゴルディアス軍の解散を引きずったままこの町へ逃げ込んで、おそらく絶望を感じているところをマルチ商法に出合い、傷ついた心の溝を理想の自分を演じることで埋めようとしているだけ。行動が性急すぎて、説得力がない。無理してるのが、嫌でもウニベルには伝わってきてしまう。


    　と、そこに「ジリリリ」と万国共通の不協和音が鳴り響く。テレフォネがかかってきた。


    「もしもし応接室ですが」


    　エルブランコが躊ちゆう躇ちよなくその黒い水晶玉に触れ、応答する。


    「エルブランコさん、商談中ですか？　なんだか一階にお客様が多数ご来社いただいているようなんですが」


    　そのテレフォネから洩もれてくる声に、ウニベルはどこか聞き覚えがあった。


    「ああ、私のお客様なんだ。あとで対応するよ」


    「そうなんですか。受付の子が警備を呼んじゃって、揉もめてるそうなんですよ。とりあえず僕もそっちへ行きます」


    　ドロさんには揉めないようにって念を押しておいたのに。ウニベルはモンスターの血の気の多さに呆あきれてしまう。


    「そうなのか、じゃあ頼むよ」


    　テレフォネはそれで切れてしまった。


    「でもウニベルがここに来るとは思わなかったよ。出版社で働いてたんじゃないのか？　また上司と揉めたりしてないか？　組織の中でうまくやっていくには謙虚、感謝、素直。この気持ちが重要だぞ。そんな人間関係にもこの数珠じゆずは効果があってな」


    　この期ごに及んで怪しげな数珠を勧めようとしてくる。しかも職場の悩みを絡めたそつのない営業トークで。


    「なんならお前もここの会員になってみないか？　最高の商品をお客様にご案内する仕事だ。信頼感で結ばれ、感謝の心が絶えない仕事だぞ。きっとお前なら優秀なセールスレディになれるはずだよ」


    　ついにはウニベルを会員にまで勧誘してこようとする。


    　やはりエルブランコは変わったんじゃない。変えられてしまったのだ。時間に、環境に、自身の弱さに。


    「エルブランコさん、ちょっといいですか？」


    　ウニベルが仏頂面で黙ったままでいると、扉がノックされた。どうやらさっきのテレフォネの男が来たらしい。


    「ちょうどよかった、ウニベルにも紹介するよ。私をこのビジネスに誘ってくれたパートナーだ。どうぞ、入って！」


    　扉がゆっくり開く。そして中に入ってきた男の顔を見て、ウニベルは心臓が飛び出しそうになった。


    「商談中にすみません、お客様。……って、あれ、あれれれ？　あ、あなたはどこかで……」


    　銀髪オールバックに黒スーツで口元からはみ出すキバ。調子のよさそうな顔。


    　元テリブレ軍のグリス！


    　間違いない、ウニベルを捕らえ、拷ごう問もんにかけようとしたあの吸血鬼グリスだ。


    「あ、あなた！　まさか先輩がこんなに明るい性格になったのはあなたが原因ですか！　なんてことをしてくれたんですか！」


    　ウニベルは反射的に立ち上がり、グリスに向かってビシッと指をさす。


    　思いもよらない再会である。


    　かつてテリブレ軍に捕らわれたウニベルは、なんとかルビアの手助けもあり逃げ出すことができたのだが、そのグリスにこんなところで出くわすとは。


    「ちょっと待ってください、え？　アルパロさんですよね？　これはいったいどういうことですか？　僕はまったく理解できませんよ」


    　ウニベルがテリブレ軍に潜入したときは、アルパロという偽名を使って潜もぐり込んでいたのだ。ウニベルに見覚えはあっても、本名を知るわけもないグリスにとっては瓢ひよう箪たんから駒である。


    　そんなグリスは両手を挙げて、降参ポーズ。


    「そういえばウニベルとグリス君は面識があったな。こうやって再会できたのもきっと運命、この数珠じゆずのお導きだ」


    　エルブランコは手を叩たたき、嬉しそう。


    　三者三様のリアクションに、そのまま三すくみで場が固まってしまう。


    「グリスさん、心の弱った先輩をたぶらかして、とにかく明るい先輩にしてしまった罪は重いですよ！　こんなにギラギラした先輩、暑苦しくてたまりません！」


    「ウニベル、さん？　ええ、僕はまだ理解が追いつきません。エルブランコさんとあなたは先輩後輩？　ちょっと待ってくださいよ。このクールな頭で整理しますんで」


    　相変わらずすっとぼけた男である。グリスは眉み間けんに皺しわを寄せながら、必死で考えている。


    「私はアルパロと名乗っていたのも今は昔、テリブレ城ではお世話になりました」


    　ウニベルはぺこりと頭を下げる。


    　もちろんエルブランコからウニベルのことを聞くのは初めてであり、彼らが元ゴルディアス軍所属のモンスターであることは、グリスはまだ知らない。


    「グリス君、実は私たちは元々ゴルディアス軍という魔王軍で働いていた同僚なんだよ。君たちテリブレ軍とはいろいろあったが、お互い水に流そうじゃないか。だって今は私と君はパートナーだからね」


    　エルブランコは飄ひよう々ひようとグリスを諭さとしにかかった。


    　グリスは理解できずに目をまわしそうになっているが、「あなたがそう言うのならそうなんでしょう」と知ったかぶりをして簡単に納得してしまった。基本的にバカなのである。


    「原因が分かりましたよ。グリスさん、あなたが元凶だったんですね。となるとあなたをここでぶっ倒してしまえば、先輩も目が覚めるかもしれません。覚悟です、グリスさん！」


    　ウニベルはそんなグリスをぶん殴ってしまおうと杖つえを振り上げた、そのとき。


    『ヴーーーー、ヴーーーー』


    　急に奇怪なサイレン音が鳴り始めた。


    　──ゴッツン！


    「ぶべらっ！」


    　全員がそのサイレンに気を取られた瞬間、ウニベルの振り上げた杖は止まらずグリスの後頭部をフルスイングで打ち抜いてしまった。


    「これは、緊急避難用サイレンだな。あれ、グリス君、大丈夫かい」


    　エルブランコは後頭部を押さえてうずくまるグリスを心配そうに見下ろす。


    「本気で殴っちゃった。ていうか、あなたが悪いんですからね！」


    　ウニベルはちょっと反省。


    「あ、姉あね御ごー！　大変ですよ！　モンスターたちが暴れて収拾がつかねえよ！」


    　と、突如応接室にガーゴイルのドロが転がりこんできた。


    　その扉の外ではやんややんやとモンスターたちがファベリア側の警備員とすったもんだの大暴れをしている姿が見える。


    「じっとしてなさいって言ったでしょうに！　もう、世話の焼ける人ばっかね！」


    　ウニベルは杖を収め、ドロに駆け寄る。


    「もう！　モンスターに襲しゆう撃げきされるし、なんか後頭部をぶん殴られるし、今日はなんて日なんですか！」


    「ははは、こんな日もあるさ。みんな元気があっていいじゃないか。これもお導きさ」


    「エルブランコさん、そんなポジティブなこと言ってる場合ですか！　あ、そこの魔法使い！　社内で火の魔法を使うのはやめなさい！」


    　エントランスホールではモンスター集団の中の魔法使いがギガファイアの魔法を唱え始めており、混乱は大きくなるばかりであった。


    「姉あね御ご、あいつらを止めてくださいよ！」


    「仕方ないわね！　先輩、それからグリスさん！　今日のところはこれくらいにしといてあげるわ！　覚えてらっしゃい！」


    　ウニベルは負けて逃走する悪役よろしく、捨て台詞ぜりふを吐いて応接室から飛び出していった。


    「こら！　暴れちゃダメって言ったでしょ！　撤収するわよ、てっしゅーーー！」


    　大立ち回りを繰り広げているモンスター集団に向かって叫び、ファベーラヒルズから撤収を命令した。


    「ほらほら、段ボールはもうここに置いていっちゃいなさい！　そう、全部よ！　今は戦略的撤退よ。ほら、出て出て！」


    　ウニベルはモンスターの尻しりを叩たたいて、建物内から追い出していく。なんと頼もしい姿であろうか。


    　嵐のような騒動が収まり、社内にはボロボロになって倒れた警備員が数人と、大量に積まれた段ボール箱だけが残った。


    「いったいなんだったんですか？　あの暴力的な子がレジスタンスを率いてファベリアに攻め込んできたんですか？　エルブランコさん、ゴルディアス軍がどうとか言ってましたが、きっちり説明してもらいますよ」


    　グリスはビジネスパートナーを振り返ると、エルブランコは笑顔をキープしながらも少し悲しそうな目で、ウニベルに追い立てられて去っていくモンスターたちを眺めていた。


    



    「先に手を出してきたのはあっちの警備員のほうだぜ？　これは正当防衛だよ！」


    「アイテム全部置いてきちまったけど、ちゃんと金は返してもらえるんだろうな？」


    「ヴォウバ、ヴォウバ！」


    　ファベーラヒルズでひと暴れをして逃げてきたウニベル軍は、最初にいた広場に集まっていた。積まれた瓦が礫れきの山の上にウニベルが立ち、その周りにいるモンスターたちが思い思いに意見をぶつけていた。これでは完全にウニベルがリーダーのレジスタンスである。


    「あんたたちがやり返すから、面倒くさいことになったんでしょうが。何もしなけりゃ完全にファベリア側を追い込めたのに、これじゃ過剰防衛と取られてもおかしくないわよ」


    　警備員をボコボコにして、さらに火までつけようとしたことは反省せねばならない。ギガファイアを唱えた魔法使いは申し訳なさそうに下を向いている。


    「とりあえず大群で押しかけたのは印象が悪かったわね。これから私ひとりでナシ付けてくるから、あんたたちはここで待ってなさい」


    「姉あね御ご、大丈夫ですかい？　今度は向こうも準備してるかもしれないぜ。それに灰色の旦那が姉御の捜してた人ってのはマジかい？」


    　ドロが心配してくれるが、ウニベルとしてもエルブランコのことが一番気にかかっていた。正直アイテムの返品云うん々ぬんの話は、二の次である。


    「そうよ。でも人が変わっちゃったみたいで心配。さっきは邪魔が入っちゃったけど、今度は大丈夫。ちゃんと切り札はあるから」


    　そうだ、なぜエルブランコに会いに来たのか。ファベーラに来て早々にいろいろありすぎて理由を忘れかけそうになっていた。


    　ゴルディアス軍の解散は、協会にはめられた可能性があるということ。そしてその首謀者のイニシャルが「Ｐ」であること。エルブランコは冤えん罪ざいであること。


    　すべてまだ証拠はないが、これをきちんと伝えればエルブランコも元通りになると、ウニベルは信じている。


    「切り札って、今度は灰色の旦那をぶん殴る気ですか？　暴力で問題は解決しませんぜ、姉御」


    「そんなわけないでしょ！　ていうかあなた、さっきの見てたの？　グリスを殴ったことはみんなに内緒だからね」


    　ウニベルはしーっと人差し指を立てて、ドロのおしゃべりな口を封じた。


    



    「ウニベルさんという方がいらっしゃっています」


    　ファベーラヒルズの営業部の内線テレフォネが、そう告げた。


    「……分かりました。すぐ行きます」


    　エルブランコが一瞬戸惑ったような間を開けて、答えた。


    　エルブランコは正確にはファベリアの社員ではない。ファベリアから商品を買って、それを顧客に売る会員である。しかし彼のこの一か月の目を見張る営業成績に、ファベリア上層部も社員として迎え入れようと画策をし、特例としてこのファベーラヒルズ営業部内に専用のデスクを用意してもらっていた。


    「エルブランコさん、僕も行きます。この殴られた後頭部がウニベルという名前を聞くたびにズキズキするのです。それにテリブレ軍の件でも、いろいろ言いたいことがありますからね」


    　その内線を聞きつけて、すぐさまグリスが鼻息を荒くしてやってきた。


    　エルブランコはすぐ行くと言いながら、自分のデスクに座ったまま、窓の外に広がるファベーラの町を見つめていた。


    「あれ、行かないんですか？　ウニベルさん待ってますよ」


    「グリス君、君が行くと話がこじれるよ。そのことは水に流したんじゃないのかい？　君も私も、魔王軍を解散させたという過去の傷はすでに消えている。過去を引きずってもいいことなんかないよ」


    　エルブランコは急せかされてようやくジャケットを羽は織おり、そのまま営業部を出た。なんだか足取りが重そうで、疲れているのかもしれない。グリスはちょっと過労を心配する。


    「僕も昨日まではそのつもりでしたよ。ですけど、テリブレ軍解散の原因があのウニベルさんだったなんて。ていうかエルブランコさんも人が悪いですよ！　ゴルディアス軍みんなで僕らを陥おとしいれていたなんて、あんまりです」


    　エレベルタが来るのを待つ間、グリスが身振り手振りを使って無念の気持ちをアピールしてくる。


    「テリブレ軍の解散は自じ業ごう自じ得とくじゃないか。私やウニベルのせいにしないでほしいよ。君たちが勇者を脅迫して金を巻き上げたりするから、私たちは協会に頼まれてその調査をしただけだ」


    　先ほど、エルブランコはグリスに対してすべてを打ち明けていた。


    　ウニベルがテリブレ軍に偽名を使って潜入し、彼らの悪だくみをカメラで一部始終を録画していたこと。それが原因で勇者脅迫の件が白日の下に晒さらされ、テリブレ軍は解散となったのだ。グリスからしたらウニベルに騙だまされていたと根に持つのは仕方ないが、もう終わった過去のことだ。


    「解散になって僕は転職活動もことごとく失敗。それで借金を背負い、一発逆転を狙ねらってやってきたファベーラで救われたからよかったものの、ミスってりゃさっきの暴動起こしたモンスター側ですよ。そういえば僕、ゴルディアス軍に履歴書送ったんですよ。書類審査で落ちたけど」


    「よかったじゃないか。ゴルディアス軍に転職してたら、解散を二度も味わうことになって、私みたいに自じ暴ぼう自じ棄きになって灰色に染まっていたよ」


    　エレベルタが到着した。エルブランコに続いてグリスも乗り込んでくる。


    「あ、久しぶりに皮肉っぽいこと言いましたね。なんだか一か月前の卑ひ屈くつなエルブランコさんみたい」


    「過去のことはもう忘れた。時は人を変えてくれるんだ。前を向いていると、気分が明るくなれるよ」


    「エルブランコさんは前向きになりましたよね、ほんと」


    　魔法で制御されているエレベルタは、一気にウニベルが待つ一階に向かった。その小さな箱の中で、エルブランコが一度だけ小さくため息をついたのを、グリスは聞き逃のがさなかった。


    



    　応接室の扉を開けるとウニベルが勝手にコーヒーを淹いれ、戸棚に入っていた接客用高級チョコレートを盗み食いしているところだった。相変わらずおやつの隠し場所には鼻が利くらしい。


    「ゲゲ、グリスさんまで来たんですか」


    　しゃがんで戸棚をあさるウニベルは部屋に入ってきたグリスに気づき、顔をしかめる。


    「ゲゲ、と言われる筋合いはありませんよ。人の後頭部をフルスイングで打ち抜いといて、よく戻ってこれましたね。僕が防御力に定評のある吸血鬼じゃなかったら死んでましたよ」


    　そう嫌味を言うが、グリスの後頭部は特に問題がないようであった。吸血鬼が死ぬのかどうかはよく分からないが、ウニベルはちょっと安心した。


    「どうした、ウニベル。会員になる気になったのか？　一緒にファベリアでがんばろう。この仕事は金かね儲もうけだけじゃなく、人脈を広げ、人間的な成長までさせてくれるんだ」


    　とにかく明るいエルブランコはまだ健在のようだった。


    　ゴルディアス軍時代も立場上同じようなことを言ってはいたが、あれは建前であるというのが目に見えた。しかし今は本当に洗脳されているようで、不気味でしかない。


    「会員になるわけないでしょ。それより、いつまでもこんな寝ぼけたこと言ってるなら、私が目を覚まさせてあげます」


    　やばい、また殴られる！　と思ったのは隣で聞いていたグリス。彼の中でウニベルは完全に暴力ガールとしてトラウマになりかけていた。


    「いいですか？　ゴルディアス軍の解散は、協会が仕組んだ罠わなだったのかもしれないんです！」


    　ウニベルはここで一気に切り札を出した。


    「先輩は協会に騙だまされて、まんまと勇者の美人局つつもたせに引っかかっただけなんですよ。あの会見も、ゴルディアス軍を解散に追い込むためにわざと開かせたんです」


    「ええぇ！　マジっすかー！」


    　と、先陣を切って驚いたのはグリス。あんたを驚かせるための切り札じゃないのよと、ウニベルは無視する。


    「だから、先輩に責任はないんですよ。まんまと騙されたという軽率さはあるかもしれませんけど、ゴルディアス軍が解散になったのは先輩のせいじゃないです！」


    「そうなんですか？　ウニベルさん、それマジっすかー？」


    　いや、だからあんたは黙ってなさい、という意味を込めてキッとグリスを睨にらむ。


    「これで安心したでしょ、先輩？　だから目を覚ましてください。先輩ひとりがすべて背負い込む必要はないんですよ。こんな珍妙なポジティブキャラを演じる必要もなくなりましたよ」


    　エルブランコが妙なマルチ商法に手を染めて、これまでとは完全に真逆の性格に変わってしまったのは予想外ではあったが、解散のショックの影響であると考えると腑ふに落ちる。


    　昔からとにかく責任を背負いたがる性格だった。


    　部下のウニベルの失敗を自分の責任だと背負い込んで、三日近く自室に引きこもったこともある。


    　ウニベルがテリブレ軍に監禁されたのは自分の責任だと、ひとりでテリブレ城に乗り込もうとして四天王たちに諭さとされたこともある。


    　仕事には真剣に取り組み、真ま面じ目めに不器用に生きていたエルブランコ。彼が解散の責任をひとりで背負い込んで一八〇度逆のキャラを演じているのなら、真実を伝えて肩の荷を下ろしてあげたい。それがウニベルの、元部下としての思いだった。


    「ね、先輩。安心したでしょ？　これでそのとにかく明るいキャラは終わりにしましょう」


    　これでお遊戯はおしまいといった感じで、ウニベルがとにかく明るいエルブランコを終わらせようと促す。


    「まさかそんなことが起きていたなんて。協会の闇は計り知れないですね。ね、エルブランコさん？」


    　相変わらずグリスは信じやすいバカで安心する。


    「……そうか」


    　ところが、当のエルブランコは表情を崩さずに小さく呟つぶやくだけであった。


    「え、それだけですか？　もうちょっとわかりやすいリアクションくださいよ。ほら、こんなふうに」


    「えぇぇぇぇ！　マジっすかぁぁぁ！」


    　ウニベルのフリにグリスが丁てい寧ねいに応えてくれた。やはりバカは扱いやすい。


    「そんなことより、これから納品に行かなければならないんだ。結構大きな商談を抱かかえていてね。悪いけど、私は行くよ」


    　エルブランコはテンションマックスのグリスをよそに、さっとソファを立ってしまう。


    「そんなことって、ちょっと待ってください！　先輩、驚かないんですか？　協会は今回の勇者戦の前に勇者法を改定して、途中で打ち切られても勇者に報ほう奨しよう金きんが出るようにしたんですよ！　それでそれで……」


    「ウニベル、お前はそんなことを伝えにわざわざこんなとこに来たのか？　もっと時間は有意義に使わないと、時間は有限なんだぞ。もっとバリバリ働いて、お客様が喜ぶ顔を見たいじゃないか！　そうだろう？」


    　事情を説明するウニベルを、エルブランコは前向きにあしらい、部屋を出ていこうとする。


    「ちょ、先輩！」


    　必死の呼び止めにも耳を貸さない様子で、扉を開ける。


    「私は今の生活が充実しているんだ。もう変えることのできない過去なんかよりも、これからの未来のために私は生きている。思い出は重荷になるだけだよ」


    　バタンと扉を閉め出ていくエルブランコを眺めるウニベルの顔はショックを隠し切れないでいた。エルブランコは一度もウニベルとは目を合わせなかった。


    「エルブランコさんは今日も前向きだなぁ」


    「ねえ、グリスさん。先輩がここに来て、何があったんですか？　あんなの絶対おかしい！」


    「そうですか？　明るく前向きなのはいいことですよ。エルブランコさんもファベリアの仕事をするまでは酒やギャンブルに溺れて大変だったんですけど、今はあんなに生きる活力に満ち溢あふれている。素す晴ばらしいじゃないですか。ビバ人生」


    「それがおかしいの！　過去は重荷だなんて、一か月前の先輩はそんなこと絶対言わなかったわよ」


    　魔王軍を解散させたという現実に耐え切れず、過去の自分を偽いつわって無理に明るくなろうとしているだけである。たった一か月でこの変わりようは極端すぎる。


    「過去って、自分が歩いてきた道、経験のことでしょ？　失敗した経験を乗り越えることが成長なのよ。今の先輩は成長して変わったんじゃない。過去から逃げるために変わっただけ」


    　いったいゴルディアス城で何を学んだのか。何度失敗しても励ましてくれる魔王や四天王たちのあの言葉を忘れてしまったのか。その過去の経験を重荷だなんて、ポジティブでもなんでもない。


    「僕もテリブレ軍時代のことは今でも思い出します。もっとうまく上司を転がして出世できなかったか、もっとうまく拷ごう問もんができなかったか、もっとうまく勇者を脅迫できなかったか。後悔ばかりです、はい」


    　グリスも一丁前に目を閉じて過去を振り返っている。こいつの魔王軍での思い出はろくでもないものばかりのようだ。


    「でも、エルブランコさんの気持ちは僕も分かります。嫌いなものは食べたくないのと一緒で、嫌いな自分とずっと生きていくのはつらいんですよ。みんなウニベルさんみたいに強くないんです。しかも過去に大きな失敗があったんならなおさらです」


    　一転してグリスはまともなことを言いだす。バカなのか真ま面じ目めなのか、やはり掴つかみきれないキャラである。


    「あんたもたまには真面目なことを言うのね」


    「いつも通りですよ。でもエルブランコさん、昨日ウニベルさんに会って以来ちょっとおかしいところもあるんですよ。遠くを見つめてたり、ため息ついたり。疲れてるのかなぁ」


    「無理に明るくなって過労死までしたら、ただのバカですよ、もう」


    　ウニベルは突き放したような言い方をしたが、過労死という言葉が余計心配を募つのらせる。


    「どうします？　エルブランコさんを追っかけます？　確か納品の予定なんか入ってなかったと思うんですけど」


    「嘘うそをつくことまで覚えちゃって、ほんと面倒くさい先輩ね。また明日出直します。時間を置いたほうがよさそう」


    　ソファから立ち上がり、来客用高級チョコレートをポケットに目いっぱい詰め込むウニベル。持って帰る気なのかと、グリスは眉み間けんに皺しわをよせる。


    「あ、それから外の大量の段ボール、先輩がモンスターたちに売りつけたアイテムなんで、返品処理しておいてくださいね。ちゃんと全員にお金を返すように」


    　忘れそうになっていたが、一応こっちの目的も果たしておかねばならない。広場ではドロをはじめたくさんのモンスターが期待して待っているはずだ。


    「えぇ？　何言ってるんですか。あんなに大量に返品したら、会社に怒られちゃいますよ」


    「クーリングオフの制度知らないの？　あんなインチキアイテムを大量に売りつけて、恥ずかしいと思いなさい。頼みましたからね」


    　ついでの目的もきっちりこなしたウニベルは、そのまま帰ってしまった。


    「売りつけたのはエルブランコさんですよー。もう、相変わらず無む茶ちや苦く茶ちやな人だなぁ」


    　元ゴルディアス軍のモンスターに振り回され続けるグリスは途方に暮れるのであった。
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    「先輩が来ない？」


    　エルブランコに逃げられた翌日、朝からウニベルは再びファベーラヒルズへ来ていた。受付で問い合わせると、やってきたのは呼んでもいないグリスだった。


    「そうなんですよ。家にはいるみたいなんですけど、居留守使ってるみたいで。さっきテレフォネしたら切られちゃったんですよ。毎日朝七時には出勤して、一日の仕事の準備を欠かさなかったエルブランコさんが無断欠勤なんて信じられないですね」


    　グリスは小首を傾かしげながら、腕時計を確認した。もう朝の十時をまわっており、始業時間は過ぎている。


    「家から出てこないってことですか？　これはよい兆候ですね！　よしよし！」


    　ウニベルはパンと手を叩たたいて表情が明るくなった。


    「何がよしよしなんですか！　目をギラつかせて毎日営業活動に余念がなかったエルブランコさんが引きこもっちゃったんですよ？　よい兆候なわけないでしょ」


    「引きこもりは先輩の得意技なんですって。きっと真っ暗な部屋でベッドに寝転がり、天井のシミの数を数えては憂ゆう鬱うつになってるんですよ。部屋の空気はきっとため息でいっぱいです。いやぁ、よかったよかった」


    　心配しているのか喜んでいるのか、ウニベルの不思議な反応にグリスも腕を組んで不思議そうな顔をする。


    「これから様子を見に行こうと思うんですけど、ウニベルさんも行きます？」


    「え？　ダメダメ！　こういうケースはもうちょっと寝かせておかないと。あの先輩があんなに明るくなっちゃったからには一晩くらいでは元に戻りませんよ。もっとじっくり悩ませてどん底に落ちてもらいましょう」


    　もうウニベルの言うことは無茶苦茶である。いったいこの二人の関係はどんなものだったのだろうか。心配しているのか楽しんでいるのか、ウニベルの態度のほうがよっぽど怪しい。


    「じゃあもう少し待つことにしましょう。単純に寝坊かもしれないですしね」


    「そうです。先輩が抱かかえる心の闇は深いですからね」


    　もはやなんのこっちゃである。


    「それはそうと、ウニベルさんが昨日言ってたことは本当なんですか？　ゴルディアス軍解散の件」


    　グリスはウニベルの屈折した先輩論についていけなくなって話題を変えた。


    「とある事情通からの情報です。裏は取れてはいませんが、信頼できるはずです」


    　閑話休題、ウニベルにも真剣な顔が戻ったことで、二人はファベーラヒルズを出て少し外のガーデンエリアを歩くことにした。


    「僕も昨日あれからゴルディアス軍の謝罪会見の動画を見ましたよ。いやぁ、立派な司会ぶりでしたね。テリブレ軍に単身乗り込んだり、モンスターを率いてファベリアを襲しゆう撃げきしにきた人とは思えませんでしたよ。さすが凶暴すぎる魔王軍広報」


    「誰が凶暴なんですか！　私だっていろいろあるんです」


    　グリスを無視するように、庭に植えられた花壇にとまっていた蝶々を捕まえようとするウニベル。蝶はその殺気に気づいたのか、空高く飛んで行ってしまった。


    　自由に飛び回る蝶をしばらく羨うらやましそうに見つめながら、ウニベルは立ち上がり再び歩き始める。


    「それに、会見のエルブランコさんを見てびっくりしましたよ。今と全然違うじゃないですか」


    　とにかく明るいエルブランコしか知らないグリスにとって、謝罪会見でしどろもどろの彼の姿は衝撃的なものであった。公式に全世界に生中継される会見にもかかわらず、知らぬ存ぜぬ調査中の一点張りで切り抜けようとする不器用な姿。今の口八丁手八丁のトップセールスマンとは思えない。


    「あれが本当の先輩なんですって。それがたった一か月で、あんなにポジティブになるなんて、どう考えても精神崩壊としか思えません」


    　精神崩壊は言いすぎである。この元部下は元上司に厳しすぎるような気がする。


    「それで、あの会見も含めて全部、ゴルディアス軍をはめるための罠わなだったかもしれないんですよね？　それをエルブランコさんに伝えに来たんですか」


    「そうです。先輩は自分のせいでゴルディアス軍を解散させてしまったって責任を感じていると思ったから。ちょこっとでも元気づけてあげられたらなって思ったんですけど、来てみたらあんなポジティブになってて、わけわかりません」


    　グリスもテリブレ軍を解散にした張本人であるが、実際はその責任をそこまで背負い込むようなことはなかった。むしろこれからの生活はどうしようか、住むところ、仕事など、自分のことで精いっぱいだったからだ。


    　しかしエルブランコにとっては違っていたのだろう。気にするなと言われると余計気にするタイプというのは、一筋縄ではいかない。歩んできた境遇は似ていても、実際のところ性格は正反対だった。


    「でも、ポジティブになることがそんなに悪いことだと思いませんけどね。何かがきっかけで性格が変わることってあるでしょう。それでつらい過去を忘れられるなら、万々歳じゃないですか」


    　つらいことが起きても自力で立ち直れるタイプのグリスが、ウニベルの気持ちが分からないというふうな意見を口にした。
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    　それに対し、ウニベルはピタッと立ち止まる。


    「私は、先輩がゴルディアス軍時代のことを忘れたいほどつらい過去だと思っているのがショックなんですよ。過去をすべて忘れるためにあんなふうになったんなら、私は寂しいです」


    　エルブランコが「思い出は重荷になるだけ」と言ったとき、ウニベルがショックを受けていた理由がグリスにも分かった気がした。


    　彼のさす思い出の中には、この元部下であるウニベルと一緒に働いていたときの思い出も含まれているのだから。


    「私はなんやかんや言いながら、一緒に働いてたときの先輩を信頼してたんです。あの人、自分の気持ちを表わすのが苦手なんですけど、私がちゃんと仕事をしたら褒ほめてもくれたんです」


    　空を見上げながら、ゴルディアス軍で働いていた頃のことを思い出すウニベル。


    「不器用だし素直じゃないから、褒め方も下へ手たくそなんですけどね。それでも私は先輩との間に信頼関係ができ上がってたと思うんですよねー。それも忘れたいんだったら、ちょっとショックかなーって」


    　グリスはちょっとだけ、本当のウニベルが見えたような気がして、どう返していいのか分からず黙ってしまう。


    「あともうひとつ気になることがあるんです。裏で手を引いているとされる協会の理事がいるんですけど、その人が知り合いかもしれないんですよ。実はそれもショックで」


    　ウニベルは合わせて協会が勇者法を改定させ、勇者モデルナがその恩恵を受けていたということを説明した。これはエルブランコには昨日言いそびれており、できれば早く伝えなくてはならない。


    「そんな勇者法の改定は知りませんでしたね。さすが協会、やることがアコギですね」


    「そんなことやるような人と思わなかったんですけど、やはり人間なんて生き物はモンスターのことなんて考えてないでしょうね」


    　ウニベルはどんどん気が抜けていく感覚に陥おちいる。


    「で、どうするんですか。解散がその理事の罠わなだったとしたら、ゴルディアス軍の解散は白紙撤回になるんですかね？　それを確かめに行くんですか？」


    　素朴な質問であった。


    　ウニベルは実際そこまでは考えてもいなかったのだ。これが罠であったとして、魔王も四天王もすでに離散してしまっている。常識的に考えて、魔王軍の解散が白紙になったとしても、すべて元通りになるとは思えなかった。


    「どうなんでしょうか。やはり先輩の言う通り、すべては過去のこととして、忘れてしまうしかないんですかね」


    　こんな諦あきらめ口調は自分らしくないと分かっていたが、協会に乗り込んだとしてもシラを切られて終わりのような気がする。今のウニベルは無力すぎる。魔王軍の後ろ盾だてもない。


    「はぁ、プルプラさんがそんな人とは思いませんでしたよ。はぁ」


    　ウニベル渾こん身しんのため息二連発。


    「プルプラさん？」


    「え、なんか言いました？」


    　ウニベルは声のしたほうにくるっと振り返る。グリスはイケメンが台無しになるくらいのボケーっとした顔をして空を見上げていた。


    「いえ、何も言ってませんよ。僕はあの雲がクジラの形に見えるなぁって考えてただけです」


    「ああ、そうですか。そうですよね」


    　ウニベルは再び歩き始める。こうやってグリスと二人で歩いていたらデートとか思われないだろうか。それはちょっと迷惑な話である。


    「プルプラ殿が？」


    「グリスさん、またなんか言いました？」


    　もう一度、声がしたほうにくるっと振り向く。グリスはバカ面で大きなあくびをしていた。


    「ふぁ、何も言ってませんって」


    「ですよね。すいません」


    　ここには自分とグリスしかいないはずだ。まさか地面を走っているトカゲが喋しやべったのかと、まじまじ見つめてみたが、やはりそんなことはない。ワンダーランドに迷い込んだわけではなさそうだ。


    「ウニベル！」


    　今度こそはっきりと自分の名前を呼ぶ声がした。


    　ウニベルはびっくりして振り返ると、やはり鼻をほじっているグリスしかいない。


    「この声、まさか？」


    　ウニベルはその自分の名前を呼ぶ声に聞き覚えがあった。間違うわけがない、エルブランコだ。


    「先輩！　どこにいるんですか？」


    　ウニベルは思わず叫ぶも、その姿は見えない。


    「また魔法で姿を消してるんでしょ？　早く出てきてくださいよ！　もうバレてます！」


    　辺りを見渡すウニベルと、わけが分からないグリスの間に、ひとりの男の姿が浮かび上がる。


    「ぎゃあ！　エルブランコさん！」


    　何もなかったところに突然現れたビジネスパートナーに驚き、尻しり餅もちをつくグリス。


    　姿を消すクラリティという魔法はエルブランコの得意技である。


    「プルプラ殿がどうしたというんだ？」


    　いつもの真っ白スーツに、青白く難しい顔をして現れたエルブランコに、ウニベルは思わず微ほほ笑えんだ。


    「これこれ！　姿を消して人の話を盗み聞きする狡こう猾かつさ！　追い込まれたような暗い表情！　そして死んだ魚のような目！　お帰りなさい、先輩！」


    「うるさい！　わけのわからんことを言うな！」


    「いつからいたんですか？　その盗聴癖、直したほうがいいですよ」


    「出勤してきたら、たまたまお前とグリス君が歩いていただけだ。と、盗聴してたわけじゃない」


    　エルブランコの言うことは半分本当で、半分は嘘うそであった。


    　今日は珍しく寝覚めの悪い朝だった。ファベリアでは正社員という待遇ではないため、定時出勤の義務はないが、毎朝七時の早朝出勤が習慣になっていた。それでも今日だけはベッドから起きることがなんだか億おつ劫くうになった。原因は自分でも分かっていた。


    　それでも根が真ま面じ目めなエルブランコは重い身体からだと頭を叩たたき起こし、ファベーラヒルズへやってきた。すると庭にはグリスと歩くウニベルの姿が。この億劫な気分の原因だった。


    　なんとなくウニベルに会いたくなかったエルブランコは、反射的にクラリティをかけて姿を消した。


    　姿を消したまま二人を通り過ぎようとしたら、不意にウニベルの言葉が耳に入り、思わず足を止めてしまった。これが盗聴と言われるならば、否定はできない。


    　──私は、先輩がゴルディアス軍のことを忘れたいほどつらい過去だと思っているのがショックなんですよ。


    　──一緒に働いてたときの先輩を信頼してたんです。


    　──私は先輩との間に信頼関係ができ上がってたと思うんですよね。


    　このウニベルのエルブランコへ対する本音が、心に突き刺さった。


    　もちろんエルブランコもウニベルを信頼している。ゴルディアス軍で一緒に働いてきたことも、もちろん忘れられるわけがない。


    　しかし、今自分は本音を隠して生きている。魔法で姿まで隠している始末だ。合わせ技一本でどうしようもないクズだ。


    　無理に自分を変えようとして、過去から目を逸そらそうとした。その結果が、ここファベーラでポジティブになった偽いつわりの姿であり、ウニベルを悲しませていることになっているのだ。


    　何も根本は変わっていない。つらい過去から逃げようとして、ポジティブという皮をかぶろうとしただけ。自分でも分かっているのだ。


    　──失敗した経験は、いつか未来の役に立つはずだから。


    　いつかゴルディアス魔王にそう言われ、そう心に誓ったはずなのに、ひとつも過去の経験を生かしていないではないか。


    　エルブランコはウニベルの言葉により過去と現在を思い返し、ようやく目が覚めた。


    　完全無双のネガティブモンスターエルブランコ、ここに復活である。


    「部下に信頼してるとか言われて、これ以上悩むわけにはいかないだろう」


    　エルブランコは小さく呟つぶやいた。


    「え、先輩、なんか言いました？」


    「な、何も言ってない。よし、とにかくプルプラ殿のことも踏まえて、詳しく話を聞かせてくれ。行くぞ」


    　エルブランコはスタスタと社内に向かって歩いていく。


    「堂々と遅刻してきたくせに、あの態度。透明になって出勤するのが彼の通勤スタイルなんですか？」


    「さあ？　面倒くさい人なんですよ、先輩は」


    　ウニベルは嬉しそうに復調気配のエルブランコを追っていく。


    「ほんと、よくわかんない二人だ」


    　グリスもこれが彼らの信頼関係なのかと、半なかば強引に理解し、ファベーラヒルズへと向かうのであった。


    



    「まさか、プルプラ殿が……」


    　エルブランコは口元を押さえ、言葉が出ない様子だった。


    　それを眺めるウニベルと、まだ状況を呑のみ込めていないグリス。


    　三人は社内に戻り、応接室でウニベルの話を聞いていた。


    「まさかとは思いますけど、協会の理事でイニシャル『Ｐ』っていったらプルプラさんしか思いつきませんよ。それに、いきなり魔王城に来て、会見を開けって言ったのもプルプラさんです。この一連の流れは仕組まれた感がプンプンしますよ」


    「僕もその女性理事には会ったことがあります。ああいうタイプはね、裏があるんですよ。僕はなんかあると思ってましたね。間違いない」


    「後出しでそういうこと言うの、やめてもらえません？　まだプルプラさんかどうか決まったわけじゃないんですからね！　関係ない人は黙っててください！」


    　軽口を叩たたいてきつめに叱しかられたグリスは、ソファで膝ひざを抱かかえて丸まってしまった。


    「この情報は確かなのか？　こんな大スクープが表に出ないでお前のところに入ってくるなんて、これも罠わなじゃないのか？」


    　エルブランコは疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているのか、とりあえず陰謀論を唱えた。このへんの慎重さも、元に戻っているようでウニベルはほっとする。


    「実はあのセンテンスプリマベラが掴つかんだ情報らしいんですけど、あそこ素行が悪いから協会に取材禁止されてるらしいんです。それで私の働いてたモンスタータイムズに流れてきたんですよ。今も編集長が追っているんですけど、協会もガードが固いそうで」


    　センテンスプリマベラと聞いて、エルブランコの表情は曇った。スキャンダルを撮ったのも、会見で厳しい追及をしてきたのも、この雑誌の記者だったので当然ではある。


    「こんなことが表に出たら、協会の存在自体が危あやうくなる。勇者対魔王軍を公平に仕切る協会が、勇者と組んで魔王軍を陥おとしいれるとは」


    　ウニベルが掴んできた情報によると、協会の理事のＰという人物が勇者法を改定し、魔王軍の過失で勇者戦を打ち切らせ、勇者に報ほう酬しゆうが入るようにした。そしてその報酬の一部をＰが受け取るということになる。


    「いわゆるインベーダー取引のようなことが秘密裏で行われていた、ということです！」


    　ウニベルが自信満々に言い切る。


    「それを言うなら、インサイダー取引だ！」


    　このへんをきちんと突っ込むのはエルブランコの優しさである。


    「え？　インベーダーじゃなかったんですか？　やっぱり先輩がいてくれるとつっこんでくれるので安心感がありますね」


    　ウニベルが自分の間違いを棚に上げて、しみじみと懐なつかしがっている。


    　それにしても、そのインサイダー取引のあおりをすべて受けたのはゴルディアス軍なのである。


    「金のためにプルプラ殿がそんなことをするとは思えない。イニシャルＰの理事はほかにいないのだろうか？　グリス君、協会の理事の名前が分かるようなものはないかい？」


    「たぶん営業部に聞けば分かると思いますよ。テレフォネしてみましょう」


    　グリスがテレフォネを営業部につなげた。


    「あ、グリスだけど。ちょっと協会の理事の名前調べてくんない？　確か四月くらいに人事異動が載ってる官報あったでしょ？」


    　横柄な態度でものを頼むグリス。どうやらファベリア内ではなかなか地位が高い男なのかもしれない。バカだけど。


    『あ、ありました。名前、読み上げますか？』


    　テレフォネの向こうから営業部員の声が聞こえる。「頼むよ」とグリス。


    『ええっと。ジョニー、ホセ、ルイス、マーニャ、フィリップス、プルプラ、サンタナ。以上です』


    　その声が読み上げる名前を確認し、応接室の三人は顔を見合わせ、「はいはい、ご苦労さん」とグリスはテレフォネを切る。


    「イニシャルＰはどうやらプルプラって人しかいないようですね」


    　この結果が残念だったのか期待通りだったのか、グリスは肩をすくめて見せた。


    「途中で誰かが解任になったりして補充されたかもしれない」


    「そういう可能性もありますけどね。エルブランコさんはどっちがいいんですか。犯人がプルプラさんじゃなかったら、また初めからやり直しですよ」


    　発言を許されたグリスが、エルブランコの心を揺さぶるようなことを言う。


    「……わからない」


    　エルブランコは歯切れの悪い返事をして、迷いを見せる。


    「じゃあ確かめるしかないじゃないですか。幸運なことにそのプルプラさんは知り合いなんですよね？　テレフォネの番号も、メエルアドレスも知ってるんでしょ？　じゃあ簡単だ。今すぐ聞きましょう」


    　悩むエルブランコに、応接室内のテレフォネを示すグリス。


    「グリス君、そんな簡単な問題じゃないんだ。別にプルプラ殿とは、連絡し合う関係でもないし、いきなりテレフォネなんかしたら迷惑だろうし……」


    　急にエルブランコはもじもじしてテレフォネを見ないようにしている。


    「これですよ！　この女性に消極的でクソウブな感じ！　調子が戻ってきましたね、先輩！」


    　こいつは何をはしゃいでいるんだとエルブランコは頭を抱かかえる。


    「昨日までは新規会員獲得のために片っ端からテレフォネをして、一般家庭への飛び込み営業も積極的に行っていたスーパーセールスマンはどこに行ったんでしょうね」


    　バイタリティ溢あふれる営業活動に勤いそしんだエルブランコはどこへやら、知り合いの女性にテレフォネをかけることに躊ちゆう躇ちよする姿はグリスにとっては信じられないらしく、幻滅した模様である。


    「とにかく、これは私の問題だ。グリス君は当然だが、ウニベルもこの件には関係ない」


    　エルブランコは顔を引き締め、そう断言した。


    「え、私が入手してきた情報ですよ？　それに私も元ゴルディアス軍です。関係ないわけないないでしょ」


    「いや、お前は自分の仕事に戻りなさい。どうせ無断で飛び出してきたんだろう」


    　そういえば編集長には何も言わずに飛び出してきたが、ナバスがフォローしてくれているはずとウニベルは勝手に安心していた。


    「そ、そうですけど。もうあっちの仕事は別にいいですよ。こっちのほうが大事です」


    「バカを言うんじゃない。この件は私が個人的に動く。それに、すべてがお前の言う通り協会の罠わなだったとして、どうなる？　ゴルディアス軍が復活するわけじゃない」


    　やはりゴルディアス軍の解散については簡単なことではないと、エルブランコも考えているのだ。


    「これはただ、私の個人的なけじめで確かめなければならない。結果がどうあれ、今さら解散したゴルディアス軍がどうこうなるわけじゃないし、それを期待するんじゃない。お前は今の仕事を大事にしろ」


    　ウニベルは心のどこかで、今回の件が真実ならば、ゴルディアス軍が復活し、また魔王軍で働けると考えていたのかもしれない。それを真っ向から指し摘てきされ、逃げ道を塞ふさがれた気分になった。


    「でも、先輩を助けるためにここに来たのに、そんなこと言わないでくださいよぉ」


    　出版社を飛び出してエルブランコのもとに来たことは逃げだったのか。魔王軍での仕事が楽しくて、あの頃に戻りたかっただけなのだろうか。ウニベルは自問自答する。


    　過去を捨てようとしたエルブランコに、過去にすがりつこうとしたウニベル。


    　自分では未来を作るためなんてかっこいいこと言ってここに来たが、実は過去に縛しばられていただけだったのか。


    　ウニベルは自分の中の見たくなかった本音に触れて、急に不安になってきた。


    「私はこれから協会へ行って確かめてくる。だからお前は自分の仕事に戻れ」


    　すっと立ち上がるエルブランコ。


    「え、これから行くんですか？　ファベリアの仕事はどうするんですか？」


    　グリスがすかさず突っ込む。ウニベルには「今の仕事を大事にしろ」とか言ってたくせに。


    「別に私は社員になったつもりはない。私の顧客はすべて君に引き継ぐから、うまくやるといい。今まで世話になったな」


    　この一か月弱でエルブランコが作った営業実績は相当なものである。これからは寝ていても、下の会員からの上納金だけで生活できるほどだ。


    「え、そりゃおいしい話ですけど、エルブランコさん、ここに戻ってくるんでしょ？　まさかこのバブリーな生活を捨てるつもりじゃないでしょうね？　せっかく掴つかんだビッグビジネスとビッグマネーですよ。ビッグサクセスしましょうよ」


    　エルブランコの今こん生じようの別れのような言葉に、能天気なグリスですらなんだか不吉なものを感じ取ることができた。


    「……もうここには戻ってこない。私のファベーラでの生活は偽いつわりだった。もう誰かを騙だましたり、自分を騙すようなことはしたくない」


    　そのままエルブランコは部屋を出ていってしまった。


    　これがファベーラでのエルブランコの最後の言葉になった。


    「こんなに面倒くさい人だったんですね。僕だったら有休にして、適当に遊んでから何事もなかったかのように戻ってきちゃうのに」


    　それが当たり前というふうにソファに身を預けるグリスは、どうにも納得いかない表情を浮かべた。


    「不器用だから、先のことを考えられないんですよ、先輩は」


    　そんなことを言うウニベルを見て、グリスはこの二人は似た者同士なのかもしれないと、ちょっとそんな気がするのであった。


    「じゃ、私も行ってきますので、グリスさんとはここで一生のお別れです。これからもマルチ商法でブイブイ言わせてください」


    　すたっと立ち上がり、スーツを整えるウニベル。


    「え、ウニベルさんも行くんですか？　来るなって言われたじゃないですか。仕事に戻らなきゃでしょ」


    　あの上司にこの部下あり。グリスはさらに不思議そうな顔を向ける。


    「何言ってるんですか。あの先輩をひとりで協会に行かせるわけにはいかないでしょ。正気に戻ったとはいえ、カラ元気の可能性もあります。ちゃんと見張ってないと何するか分かりませんよ」


    「えー、エルブランコさんのこと信頼してるって言ってたじゃないですか。信頼の意味、分かってます？」


    　ウニベルは手にハートのついた杖つえを出現させた。


    「信じてるけど、頼りにならないってことでしょ。まさに今の先輩」


    　ウニベルはにこっと笑い、別れを告げようとしたら、グリスが仲間になりたそうな目でこちらを見ていた。


    「なんですか、その捨てられたスライムのような目は？　何もかわいくないですからね」


    「そんなぁ、エルブランコさんとは同じ釜の飯を食った仲なんですよ？　ウニベルさんとも過去に同じ屋根の下、一夜をともにした仲じゃないですか。僕も連れてってください」


    　グリスは瞳を潤うるませるように、にじり寄ってくる。


    「勘違いされそうなこと言わないでください！　私は一晩テリブレ軍に監禁されてただけです！　あなたこそ、この詐さ欺ぎまがいの仕事はどうするんですか」


    「そんなことどうにでもなりますよ。仕事よりも大事なことが、人生にはいっぱいあるんです。今はエルブランコさんと協会の最終決戦を見届けるほうがきっと面白い」


    　どうやら仕事よりも野次馬根性のほうに軍配が上がったようである。


    「私はどっちでもいいですけど、あなたの面倒まで見られませんからね！　ついてくるんなら勝手にしてください」


    　断っても素直に従うグリスではないと、ウニベルは彼の自主性に任せた。


    「はい、では行きましょう。エルブランコさんはワープが使えないので公共交通機関で協会に向かうはずですから、僕たちはぴゃーっとワープで先に行って近くを観光でもしときませんか？　協会の近くの町にいいベヒーモスを食わせる老舗料亭があるんですよ！　超美う味まいっすよ！」


    　こうして旅行気分のグリスはウニベルの仲間に加わり、国際勇者協会での最終決戦を見届けることになったのだ。

  


  
    第四章　勇者に期待した僕がバカでした
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    　私はモンスターである。


    　勇者に倒されることにより、来世はハイクラスなモンスターに転生できるカルマを神に与えられている。すなわち死ぬことが仕事なのだ。


    　そのために私は魔王軍で身を粉こにして働いてきた。勇者に期待し、上司に叱しかられ、魔王に諭さとされ、部下にバカにされながら。


    　誰かの力を借り、誰かにしがみついて、誰かに助けられて、誰かに裏切られ、それでも私は生きてきた。


    　私はそうやって誰かと生きてきた過去を胸に抱いだき、そして明日からも生きていく。


    　私はこの過去の経験のもとに、変わっていくこともあるだろう。もしかしたら変わらないかもしれない。それでも私は自分を知ることで、人生を歩むことができるのだ。


    　未来は誰にもわからない。奇跡が起こる保証なんて、どこにもない。


    　それでも私は、不安なまま、何ができるかもわからないまま、生きていく。


    　それがモンスターとして生きている私の矜きよう持じなのだ。
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    　ひとり、その巨大なビルの前に立つ。


    　国際勇者協会。


    　ファベーラヒルズからは、懇意にしていた顧客のガーゴイルのドロに一番最寄りの町まで送ってもらった。きっと重かったろうに、ドロは文句ひとつ言わずエルブランコを担ぎ、空を飛んだ。「旦那には儲もうけさせてもらったからな」と言ってもらえただけで、ファベーラに行ったかいは見いだせたと、エルブランコは思う。


    　ここへ来たのは二度目だった。一度目はゴルディアス軍の用事で、とある申請書を提出するためアマリージョとウニベルとともに訪れている。そんなに昔の話ではないが、遠い記憶になっていた。


    　協会の入り口にはいくつも防犯カメラが設置されており、出入りする者の姿を漏もれなく監視し続けている。さすが防犯意識は高いなと、エルブランコは不審者に思われないように背せ筋すじを伸ばす。


    　あのときと違い、今は魔王軍所属という立場ではなくなっている。ただの野モンスターなので、果たして協会の理事であるプルプラに面会などできるのであろうか。


    　そのエルブランコの腰には一本の剣が差さっていた。何があるか分からないと、用心のために持ってきたのだが少々後悔している。この剣を使うような修しゆ羅ら場ばにはなってほしくないというのが本心であった。


    　そんな一抹の不安とともに、エルブランコはなかなか協会の中へ足を進めることができなくて、行ったり来たり、三歩進んで二歩下がるという往おう生じよう際ぎわの悪さを見せていた。この挙動不審ぶりを防犯カメラが捉とらえていたら、警備員がやってくるかもしれない。


    　その迷えるエルブランコを遠くから見守る二つの影。岩陰に隠れているウニベルとグリスであった。


    　エルブランコはファベーラを出た日から丸二日でここ協会に現れた。二人が予想していたより、大幅に早い到着である。まさか突然変異的にワープの魔法を覚えたのかと疑うほどであった。


    「はい、一週間と予想してた僕の勝ちですね。百ドルン払ってください」


    「途中で道に迷ったり、やっぱりやめようかと悩んだりして到着まで一か月と読んだ私は甘かったですね。まさか一直線でやってくるとは！」


    　ウニベルがポケットから百ドルンを出し、グリスに渡す。どうやらエルブランコが協会に到着する時間を賭かけていたらしい。


    「それにしても、何してるんでしょうか。さっきから協会の入り口で突っ立ったまま、もじもじして。あれじゃ不審者丸出しで警備員呼ばれますよ」


    「そうですね。やはりここまで来てみたものの、プルプラさんになんて聞けばいいのか分からないのでしょう。先輩の考えることは私にはよく理解できます」


    　さっき到着まで一か月かかるとか言ってたくせに、エルブランコの理解者を気取るウニベル。現金なものである。


    「このまま行かせていいんですか？　ほら、見てください。剣なんか腰に差して。やらかす気満々じゃないですか？」


    　グリスが思案顔でなにかを心配している。


    「確かに剣なんて持ってるのは珍しいですね」


    「でしょう？　プルプラさんに会ってけじめをつけると言っていましたが、もし真実が暴かれたとしたら、エルブランコさんも冷静でいられるでしょうか？　まさに目の前にいるプルプラさんによってゴルディアス軍は解散させられたわけですよ？　それでファベーラみたいなところで辛しん酸さんを嘗なめさせられて、踏んだり蹴けったりの一か月を過ごしてきた」


    　グリスが危き惧ぐすることは珍しく筋が通っている。今まで信じていたプルプラが、実はラスボスだったと分かってしまった瞬間、そのコペルニクス的転回にエルブランコは耐えられるだろうか？　ウニベルは考え、即答する。


    「耐えられるわけない！」


    「でしょう？　エルブランコさんも草食系男子といえどモンスター。魔法も使えれば、多少の剣術も嗜たしなんでいる。『よ、よくも私のことを弄もてあそんでくれたな！』『や、やめてくださいエルブランコさん！　後生です！』『ゆるさん、ゆるさんぞ！』『ほんの出来心やったんですー、堪忍してー』ってな具合になりかねませんよ」


    　男と女の修しゆ羅ら場ばシーンを想起させるグリス。


    「そのために剣まで持ってきたっていうんですか？　あなた、面白がってるでしょ？」


    「なんのためにここに来たと思ってるんですか。ちょっとくらいは楽しませてください」


    　やっぱり連れてこなきゃよかったと後悔してしまうウニベルであった。


    「でも冗談じゃなく、プルプラさんを拉ら致ち監かん禁きんするとか、協会を爆破するとか、いえ、屋上に登って演説したのち割腹自殺までない話ではないですね」


    　ウニベルの想像はグリスの冗談のはるか上を行っていた。言い出しっぺのグリスのほうがひいてしまうくらいだった。


    「そんなことになったら無む茶ちや苦く茶ちやですよ？　元魔王軍のモンスターが解散させられた腹いせに協会を襲しゆう撃げき！　今度は謝罪会見では済まないです」


    「確かに。ここは一旦呼び止めて、プルプラさんとの面談をフローチャート化してシミュレーションをしたほうがよさそうです。先輩は準備が大好きな人ですからね」


    　と岩陰から出てエルブランコを呼び止めようとしたが、その姿はすでになかった。


    「あ、ここでぶつぶつ言ってるうちに、先輩はすでに協会内に入ってしまったようです！」


    「あーあ、こりゃ大変だ」


    「あそこで五時間ほど悩むと踏んでいた私の予想が甘かったです！」


    「……ウニベルさんはエルブランコさんのことを信頼してるどころか、完全にバカにしてますよね」


    　岩陰の役立たずの二人はなす術すべなく、エルブランコが無事生還することを願い、待つことしかできなくなってしまった。


    



    「では、こちらに記入してください。それと、武器はこちらで預からせていただきます」


    　意を決して協会の中に入り、受付カウンターで入館手続きを受けることになった。受付の窓の上にも防犯カメラがあり、来客すべての一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを監視されているみたいだ。


    　当然腰の剣は預けることになり、これはむしろエルブランコのほうがほっとする。慣れない武器は持つべきではない。


    　剣を預けて代わりに受け取った一枚の紙に必要事項を記入する。


    【面会相手】プルプラ理事


    【アポ】なし


    【名前】エルブランコ


    【種族】モンスター


    【職業】


    　と、ここまで書いて手が止まった。


    「職業……」


    　以前に来たときは「ゴルディアス魔王軍」と何も考えずに書けた項目である。しかし今はその看板を使うことはできない。そもそもゴルディアス軍自体、すでに存在しないのだ。


    　思いもよらないところで躓つまずいてしまうエルブランコ。ファベリアと書いてお茶を濁そうか？　いや、見栄を張って嘘うそをつくのもどうだろうか……。


    　考えすぎだというのはよく分かっていたが、しばらく逡しゆん巡じゆんして決意する。


    【職業】無職


    「もう、自分に嘘をつかないと決めたはずだ。これでいい」


    　エルブランコは堂々とそう書いて提出すると、やっぱりちょっとヘコんだ。


    「では確認しますので少々お待ちください」


    　受付の女性がテレフォネをかけ、エルブランコはロビーで待たされた。何気なく周囲を観察していると、ここ協会には人間はもちろんのこと、モンスターも当たり前のようにうろうろしている。


    　魔王軍のモンスターもアイテム開発や販売の許可、資金の融資の相談、魔王城の建設や移転にも協会で申請を行わねばならないのだ。


    　人間とモンスターは争い合う関係ながら、全世界でこの協会の中だけは建前上は共存できている特殊な場所であると気づかされる。


    「エルブランコさん、お待たせしました」


    　受付が自分の名前を呼ぶ声が聞こえた。と同時に、周りがざわついた。


    「エルブランコって、あの？」


    「そうじゃないか？　勇者と不倫した」


    「ああ、あの情けない謝罪会見の？」


    　週刊誌の表紙を飾り、謝罪会見は全世界に生中継された。ファベーラでは勇者戦やらスキャンダルには興味のないならず者だらけだったが、さすがに協会内ではそうもいかない。エルブランコという名は勇者戦も打ち切られ、盛り上がるイベントもなくなった今、格好の餌え食じきとなっていた。


    「なにしに来たんだ？　あそこの魔王軍は解散したんだろ？」


    「自己破産とか、そういうのじゃない？」


    「ちょっと、写真撮っとけよ。センプリに売れるかもよ」


    　心ない声が聞こえる。やはりこんなところに来るんじゃなかったと、エルブランコは心が折れそうになる。まるで自分は犯罪者。関係のない者たちにまで蔑さげすまれ、攻撃の標的とされる。


    　もはや協会へ来た目的すら忘れ、逃げ帰りたくなったエルブランコ。顔を見られないように俯うつむきながら動けなくなっていた。


    「こちらへどうぞ」


    　じっと地面を見つめていたエルブランコの視界に、ヒールの高い黒いパンプスを履いた細い脚が飛び込んできた。


    「早く、こちらへ」


    　ぐっと腕を掴つかまれ、協会の奥へと連れていかれる。カツンカツンと鳴り響くヒールの音が、エルブランコを混乱から連れ戻す。


    　プルプラだった。


    「なにしてるんですか？　協会にいらっしゃるんなら前もってアポを取ってください。私のアドレスご存じでしょ？　たまたま時間が空いてたからよかったものの」


    　連れ込まれた応接室は、ファベーラヒルズのそれとは違って、簡素なテーブルとソファがあるだけの質素な部屋だった。


    「あなたの名前はよくない方向に知れ渡っているんですよ。いきなり協会に入ってくればこうなることくらい予想できたでしょう？　まったく」


    　好奇心と蔑さげすみの目に晒さらされているところを、図らずもプルプラに助けてもらったエルブランコは、一瞬感謝のお礼を言おうとしたが思いとどまった。ここへやってきた目的を思い出したからだ。すると彼女の言動がすべて白々しく見えてくる。


    「あれからどうされていたんですか？　ゴルディアス魔王や幹部たちの進路は協会でも一応把握はさせてもらってるんですけど、あなたの情報だけはまったく入ってこなくて」


    　エルブランコが何も話そうとしないので、プルプラは「はぁ」とひとつため息を挟みそのまま続けた。


    「心配してたんですよ？」


    　自分が罠わなにかけた相手を目の前にこの態度を取っているのなら、とんだキツネ女である。エルブランコも何が真実か分からなくなってきた。


    「しばらくファベーラにいました」


    「ファベーラに？　どうりで見つからないはずだわ。あそこは世界で唯一協会の手が入っていない町よ。自じ暴ぼう自じ棄きになるのは仕方ないにしても、よくまあそんなところで」


    「そうさせたのは、誰ですか！」


    　感情的になってはいけないと心では分かっていながら、大声をあげてしまった。


    　おそらくここでどれだけプルプラに対して感情的に訴えたとして、彼女は本当のことを話しはしないだろう。協会の理事という立場は、ただのいちモンスターに真実を打ち明けるはずがないとエルブランコも確信していた。ここで何を訴えても変わりはしない、と。


    　それでもここへ来たのは、自分なりにけじめをつけたかったからだ。捨てそうになった過去をもう一度清算し、未来へ向かうために。


    「誰って、あなたの言い分も分かります。ゴルディアス軍の解散を決めたのは我々協会ですから。でも、その原因を作ったのは、あなたでしょう？」


    　あくまで正当性は協会にあるという姿勢は崩さないようだ。


    「私は、やっていません。私は勇者に呼び出され、勇者の具合が悪くなったので宿屋に送っただけです。それに、あの場所に記者が都合よくいたのもタイミングがよすぎます」


    　エルブランコは、ひと息置き、気持ちを整える。


    「私ははめられたんです」


    　その混じりっ気のない真剣なエルブランコの言葉に、プルプラも一瞬たじろいだように見えた。


    「勇者モデルナがあなたをはめるために手紙を出し、マスコミを呼び、密会する場面を撮らせた、ってわけ？　何度も言うようですけど……」


    「証拠は一切残っていません。私が受け取ったはずの手紙は、いつの間にかなくなっていました。おそらく、勇者が抜き取ったのでしょう」


    　確か勇者が具合が悪くなり、エルブランコにもたれかかってきた。あのとき、肩を抱いて宿屋へ行こうとした際にジャケットの内ポケットから手紙を抜き取られたのだ。タイミング的にはそこしか考えられない。


    「勇者を誘い出した手紙はちゃんと押収してこちらにあるのよ？　ちゃんとあなたのサインも入っています」


    「あれも勇者があらかじめ準備していたんでしょう。もしくはマスコミもグルで、すべて予定通りだった。私だけが、騙だまされた」


    　プルプラは眉み間けんに皺しわを寄せて、エルブランコが話すことをじっくり考えている。真っ向から否定もしなければ、信じることもしない。


    「なんのために？　モデルナはあなたに恨みでもあったというの？」


    「恨みなんてあるはずがないでしょう。私は利用されただけです。勇者戦を打ち切るために」


    「勇者戦を、打ち切る？」


    　まだプルプラはシラを切るつもりらしい。彼女は決してバカではない。こうしているうちに、もしや勇者にだけ責任を押しつける方策を考えているのかもしれない。


    「まだ、とぼけるつもりですか？　私もそこまでバカじゃありません。勇者法の改定のことですよ。報ほう奨しよう金きんに改定をしておいて、それに気づいていないなんてあなたらしくないですよ」


    　魔王軍側の過失による打ち切りの場合、勇者へは成功報ほう酬しゆうの七十五％の報酬を与える。


    　それがこの勇者戦の直前に改定された内容だった。


    「確かに改定はされましたけど……。モデルナは戦わずして報酬を得るために、あなたに過失を作り勇者戦を打ち切るように仕組んだ、というのですか？」


    　プルプラはここでようやく表情を曇らせる。


    「それ以外ないでしょう。協会はなぜこのタイミングで、そんな勇者に有利となるような改定をしたんですか？」


    　エルブランコはその改定を推進したイニシャルＰの理事の情報を持っていることは伏せていた。できることならば、プルプラの口から直接聞きたかった。こちらから切り出すことで、彼女を一方的に追い込みたくないという、エルブランコ独特の気の使い方でもあった。これを優しさと思われるか、卑ひ怯きようと思われてしまうのか、そこまでは考えていない。


    「この改定は勇者に有利になるものだとは一概に言えません。それこそ連続して勇者戦が成立しなかったことが原因です。このままでは勇者に立候補する者がいなくなるのです。そうなれば、相手方の魔王軍にとってもマイナスでしょう？」


    　今回のモデルナ戦を含めても、勇者戦は四連続の失敗に終わっている。そのうち三度にゴルディアス軍が関与していることも事実である。


    「では勇者法の改定と、モデルナがその勇者法を利用したことは関連がないと言うのですか？　これほどタイミングが合っているのに？」


    「……何が言いたいのですか？」


    　勘のいいプルプラは、エルブランコの含みのある言い方に食いついてきた。
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    「協会と勇者が組んで、ゴルディアス軍を罠わなにはめ、この勇者法を利用してひと儲もうけした、ということです」


    　ついに核心をつくエルブランコ。プルプラは図星を突かれてうろたえるだろうとかと考えていたが、まるでそんな素振りはなく、逆に居丈高に胸を張り、そして笑った。


    「まさか。なにをおっしゃるのかと思ったら、そんな陰謀論とは。そんなの偶然ですよ。タイミングがたまたま勇者に味方しただけではありませんか」


    「偶然は操作できます」


    「あなたの立場も十分汲くんでいるつもりですけど、証拠のないことばかり並べられても、私たちはどうしようもありません。罠わなにかかった、はめられたと、無実を主張する人が言うのはそればかり。なんの具体的な証明をしようとしない。あなたが会見の場で無実を証明できていれれば、そもそもこんなことにはなっていないのです」


    　確かにそうだが、いきなり会見をセッティングしてその無実を証明する準備すらさせなかったのは協会であり、このプルプラなのだ。


    「そんなことを言いに、わざわざ協会までいらっしゃったのですか？　すべて終わってしまった後に、今さら無実だと言ってきても、もう遅すぎます。もうゴルデイアス軍は解散してしまったのですよ？」


    　プルプラの言うことは正論で、反論しようがない。ゴルディアス軍が解散したことは今さら取り返しようもない。それはエルブランコも十分理解している。


    「協会もゴルディアス軍には期待していたのです。数ある魔王軍の中でも経営面では言うこともなく、書類や申請もつつがなく提出されていた。裏切られたのは私たちのほうです」


    「プルプラ殿は、本当に私がやったとお思いなのですか？」


    　それはエルブランコらしくないひと言だったかもしれない。自分はプルプラにだけは信じてもらえているという、彼らしくない自尊心が含まれた言葉だった。


    「私はひいき目なしに、自分が見たものしか信じません。協会の理事という立場で、一方に肩入れすることはできません」


    　その言葉は間違いなくプルプラの本心であっただろう。エルブランコを突き放すと同時に、勇者に対しても同様であるという公平な宣言でもあった。


    　だがエルブランコの心にはまっすぐ突き刺さらなかった。


    「それに、勇者法を改定して勇者と共謀するなんて、インサイダー取引じゃないですか。そもそも勇者法を変えるとなると理事の過半数の賛成が必要で……」


    　とそこまで言ってプルプラは何かに気づいたように言葉を呑のみ込んだ。


    「どうしたんですか？」


    「……いえ、なんでもありません。それよりも、実は今日モデルナがその報ほう奨しよう金きんを受け取りに協会に来ているのです」


    　プルプラは口を押さえ、時計を確認した。


    　エルブランコも切り札を投じるのはここしかないと、覚悟を決めた。


    「何か、気になることがあるのなら言ってください。実は、この勇者法の改定、立案し可決まで強引に推し進めた理事がいると聞いています。その理事のイニシャルはＰ。プルプラ殿、あなたなんですか？」


    



    「ふぁーあ」


    　協会の外ではウニベルが退屈そうに大きなあくびをしていた。


    「今もエルブランコさんは協会で無実の罪を証明しようとがんばってらっしゃるというのに、あなたは気楽なものですね」


    　グリスは岩陰に座り込んで、何やら冊子に書き込んでいた。


    「あなたこそなにしてるんですか。それ、協会の官報ですか？」


    　数ページ綴つづりの冊子になっている官報を持つグリス。四月号と書いてあるので、確か協会の人事が載っている号のはずだ。


    「そうですよ。営業部から持ってきたんです。これって堅い内容ばかりじゃなくって、巻末にクロスワードパズルが載ってるんですよ。答えを応募すると協会グッズが正解者に当たるんです。こういうところに協会の茶目っ気が垣かい間ま見えますよね」


    　さっきからブツブツ言ってると思ったら、クロスワードパズルを解いていたとは。この緊張感のなさ、ウニベルも呆あきれてしまう。


    「ほんとグリスさん、なにしに来たんですか？　他人事にもほどがありますよ」


    「ビジネスパートナーの晴れ舞台を無視するわけにはいかないでしょ。あ、ウニベルさん。ここの縦たてのカギが分からないんで一緒に考えてください。『Ｐで始まる不死身のモンスター』、これが最後なんですよ」


    　グリスは官報のクロスワードパズルを指さして、ウニベルに尋ねた。


    「不死身のモンスター？　そういえば吸血鬼って不死身なんでしょ？　ちょっと暇ひまなんで一度死んでみてもらっていいですか？　生き返るところ見てみたいです」


    　ウニベルが残酷すぎるお願いを吸血鬼のグリスに提案した。暇つぶしに死んでくれとは、モンスタージョークにしても結構ひどい。


    「バカなこと言わないでください。死ぬのも結構痛いんですからね！　それより、これ考えてくださいよー。ゾンビでもないし、ミイラでもないし」


    　グリスがペンをまわしながら、必死で考えている。


    「もう、フェニックスじゃないんですか？　『ＰＨＯＥＮＩＸ』でイニシャルはＰ……」


    「あ、それだ！　さすがウニベルさん。頼りになるなぁ。名門ゴルディアス軍出身なだけありますよ」


    　答えを教えてもらったグリスは嬉しそうにキーワードを書き込んでいる。


    「ちょっと、グリスさん。それ貸してください！」


    「なんです？　これで全部埋まったんで、正解のワードが分かりますよ。ええっと、Ｔ・Ｒ・Ｕ・Ｔ・Ｈ、『ＴＲＵＴＨ』、真実って意味ですね」


    「そんなのどうでもいいから、さっさと貸しなさい！」


    　答えが分かって達成感でいっぱいのグリスの手元から、無理やり官報を奪い取った。


    「な、なにするんですか！　これ僕が応募するんですからね！　横取りはダメですよ！」


    　ウニベルはページをめくり、この前確認した協会の人事異動のページを探す。


    　そこには理事の名前が七人分載っていた。


    　ジョニー、ホセ、ルイス、マーニャ、フィリップス、プルプラ、サンタナ。


    「何見てるんですか？　今さら人事異動を見てもなにも変わりませんよ」


    「イニシャルＰの理事は、プルプラさんだけじゃないんですよ！　なんで気づかなかったのかしら！」


    　ウニベルは官報を凝視して、ひとりの理事の名前を指さした。


    「これよ！　フィリップス……。『ＰＨＩＬＩＰＳ』！」


    「あ、ほんとですね。ということは、犯人はこいつかもしれないってことですか？」


    　ファベーラヒルズで理事の名前を確認したときは、確か営業部の人間にテレフォネで聞いただけだった。実際に名前のスペルを確認せずに発音だけで判断したため、みんな勘違いしていたのだ。


    「先輩、プルプラさんが犯人だって早とちりしちゃって、やらかさなきゃいいんだけど」


    「無実の罪を証明するために、無実のプルプラさんを殺しちゃったら大変ですねー。これは怒ど涛とうの展開だ！」


    　さっき懸念していた事態だが、さらに輪をかけて不安になってくるウニベルと、ただ面白がるグリス。途方に暮れながら、眼前にそびえたつ協会のビルを見上げる二人。


    「あ、誰か出てきましたよ。鎧よろいを装備した女性ですね」


    　そこでタイミングよく協会のビルから出てくるひとりの女性。


    「ん？　あれは、どこかで見覚えが……」


    　ウニベルも目を細めて、遠巻きにその姿を確認する。


    「あれは、勇者さんですよ！　先輩とひと悶もん着ちやくあった！」


    「あれが不倫相手ですか？　なるほどどうして、すごい美人じゃないですか！　エルブランコさんって面食いだったんですねー」


    　モデルナはレザーの鎧を身に着け、手には細身の剣を持って、協会から出てきた。勇者戦は打ち切られたので、正確にはモデルナは元勇者である。しかしその姿は未いまだ勇者の雰囲気をまとっていた。


    「なにしに協会に来たんでしょうか？　事後処理とかそういうのかしら」


    「そうじゃないですか？　しかし偶然が過ぎますね。今この協会には噂うわさの人物が全員揃そろってることになりますよ。勇者、エルブランコさん、そして謎なぞの理事Ｐ」


    　言われてみるとそういうことになる。エルブランコがここへ到着したのは完全に偶然の賜たま物ものであり、まさかその場に元勇者モデルナまでいたとはなんたることであろうか。


    「まさにこの地がエルブランコさんの最終決戦の場になるんですね！　いやぁ、来てよかった！」


    　グリスは目を輝かせながら、モデルナの姿を追う。


    「でも、元勇者さん帰っちゃいますよ。先輩は、どうしたんでしょう？　建物が爆破されていないところを見ると、まだ大人しくしているようですけど」


    「勇者とはニアミスだったんですかね。しかしあの勇者、美人ですよねぇ。ほら、肩から提げてるバッグも超高級ブランドのものです。あれは金のかかる女ですよ」


    　モデルナは鎧よろいを装備しているが、バッグは女子が好みそうなかわいらしいショルダーバッグを持っていた。


    「あのバッグ無む茶ちや苦く茶ちや高いんですよ。僕もファベリアの受付のサキュバスにねだられて買ってあげたんですけど、それっきり冷たくされちゃって。女って怖いですよ。これマジ」


    「あなたも苦労してるんですね……」


    　ただバッグを貢がされただけのかわいそうなグリスよりも、今はあのモデルナである。


    「そんなバッグを買えるなんて、やっぱり報ほう奨しよう金きんでガッポリ儲もうけたってことでしょ。これはますます怪しいわね」


    　ウニベルはモデルナが協会に来ていた理由になんとなく把握できた。勇者戦が打ち切られたから報奨金をどうぞ、ってな具合に簡単にはいかないだろう。何しろ大金である。受け取るためにはある程度手続きなどで時間がかかる可能性がある。何しろ勇者法が改定されて初めての適用なのだから。


    「ウニベルさん、あれ！」


    　考え込むウニベルに向かってグリスが叫ぶ。その視線の先に、今度は協会から出てくる二人の影。エルブランコとプルプラである。


    「キター！　満を持して、役者が揃そろいましたよ！」


    　グリスは一人盛り上がっているが、この場に元勇者、エルブランコ、プルプラが揃ってしまったことは、何を意味しているのだろうか。この偶然が導き出した邂かい逅こうにより、何が起こるというのか。


    　ワクワクするグリスに、ソワソワするウニベル。


    　二人が見つめる先、エルブランコがついに叫んだ。


    「モデルナ！」


    　エルブランコの声で先を行くモデルナは立ち止まり、きっちり笑顔を作って振り返った。


    「……エルブランコ、さん？」


    　自分を呼び止める男に、一瞬で笑顔が崩れ、真顔に戻る。


    　これはモデルナもまったく予想していなかった再会であった。協会の職員が何か伝え忘れてやってきたものだと考えていた。


    　しかし、そこにいたのはつい一か月前に戦っていたゴルディアス軍のモンスターだった。


    　エルブランコはモデルナが立ち止まったのを確認し、ゆっくりと近づく。その後ろにいるプルプラも、少し遅れて彼についていく。


    「いったい、何があったんでしょうか？　やっぱりプルプラさんは犯人じゃなかった？」


    　とりあえず無事なプルプラを見てひと安心したものの、ウニベルは状況が把握できないでいた。まさかその二人が一緒に現れるなんて。


    「人質に取っているわけでもなさそうですね」


    　グリスも独り言のように呟つぶやく。彼もさっきまで面白がっていたが、この何が起こるか予想できない状況に、息を飲んでいる。


    　エルブランコとモデルナの距離が数歩のところまで縮まった。


    「エルブランコさんですよね？　こんなところでお会いするとは思いませんでした。よくもまあ、私の前に来れましたね。ていうか、二度と会いたくなかったんですけど」


    　モデルナは微ほほ笑えみながらも、エルブランコをきつく突き放すようなことを言う。


    「以前お会いしたときとは、えらく対応が違いますね。今のが本性なんですか？」


    　エルブランコも負けていない。ウニベルから見てもえらく強気に見えた。


    「私、忙しいの。あの夜あなたに襲おそわれて、魔王戦も打ち切られて、散々なの。まだなにか用があるっていうんですか？」


    　モデルナも、目の前のエルブランコがモンスターであることを感じさせないようなふてぶてしい態度で、腕を組んで睨にらみつけている。


    「襲われた？　もう嘘うそをつく必要はないですよ。すべて、あなたと協会のフィリップス理事が仕組んだことだというのは、バレています」


    　エルブランコは、フィリップスの名を確かに口にした。


    「やっぱり！」


    「エルブランコさんも気づいたんですね。よかったよかった」


    　イニシャルＰの理事はプルプラではなく、フィリップスだったという事実に、エルブランコも到達していたのだ。


    　ウニベルとグリスもひと安心するが、これですべてが解決したわけではない。最終決戦はいざこれからだ。


    「フィリップス理事からゴルディアス軍を罠わなにはめ、勇者戦を打ち切らせることで報ほう奨しよう金きんを山分けしようという提案があり、あなたはそれに応じた。そもそもこの勇者法の改定はフィリップス理事の肝きも入いりの法案で、これを理事会で通すためにかなり苦労されたようですよ」


    　犯人はフィリップスであり、あとはどうやら予想していた通り、モデルナと共謀してエルブランコをはめたということのようだった。


    「フィリップスさんは？」


    　モデルナは腕を組んだまま、高圧的に尋ねる。


    「さっきすべてを吐いたわ。今は協会の中で警備に囲まれて大人しくしてるわ。彼、もう観念してるわよ」


    　今度はプルプラが答えた。


    　すでに真犯人のフィリップスの身柄は押さえたというのか。さすがプルプラである。


    「で、なんだっていうの？　私になにか用があるのかしら？」


    　共犯者が捕まり、今まさに追い込まれたはずのモデルナは動揺すらせず、飄ひよう々ひようと問う。


    「認めるんだな？」


    「認める？　私はフィリップスさんからその話を持ちかけられただけ。協会の、それも理事という立場の人から強要されて、断ることができなかったのよ。もし断ったら、勇者を下ろされるかもしれない。私の立場的に、協会に逆らうことなんかできないわ。そうでしょう？」


    　もしバレたときはこう答弁しようと最初から考えていたかのように、モデルナは舌を滑らす。


    「もういいかしら？　私も被害者なのよ？　最後まで魔王軍と戦えずに、報ほう酬しゆうも全額受け取れなかったの。それはエルブランコさん、あなたのせいなんですけど」


    　さらに被害者ぶるモデルナ。


    「な、なにを言ってるんだ！　私に手紙を渡してあの宿屋におびき寄せたのはあなただろう！　すべて仕組んだのは、あなたのほうだ！」


    　エルブランコはモデルナの態度に、つい昂たかぶってしまう。


    「私は知らないわ。フィリップスさんからは魔王戦が打ち切られたら勇者法に則のつとって報ほう奨しよう金きんが出るので、それを半分渡せ、と脅されたのよ。私はそんなこと断りたかったわ。そうしてるうちに、あの夜の出来事が起こって、フィリップスさんの言う通り魔王戦が打ち切られた。私も青天の霹へき靂れきよ」


    　モデルナの言い分はこうだ。


    　勇者法を改定し、エルブランコをおびき寄せ、マスコミにスクープさせるよう仕向けたのは、すべてフィリップスだというのだ。


    　ここまで断言するということは、おそらくそれらを実行したのはすべてフィリップスなのだろう。あくまでモデルナはフィリップスに権力を盾たてに報奨金を渡すよう強要された被害者という立場で押し通すつもりだ。


    「プルプラ殿、フィリップスはモデルナを共犯者だと証言していないのですか？」


    　エルブランコは冷や汗を浮かべつつ、プルプラを振り返る。


    「フィリップスは単独犯だと自供しているの。おそらく、彼女の言う通りすべての犯行における証拠もフィリップスの単独犯を示すように整えられているんでしょう」


    「プルプラさんも、人聞きが悪い言い方をしますわね。私がフィリップスさんをはめたようなニュアンスじゃないですか？　私は報ほう奨しよう金きんを半分渡せと脅されていた立場ですので、なにも知りません。それにフィリップスさんも単独犯だとおっしゃっているんでしょう？　被害者に鞭むちを打つのはやめていただけません？」


    　モデルナはプルプラに対しても不ふ遜そんな姿勢を崩さない。


    　エルブランコも明らかに焦あせりの表情が出てきた。


    　このままではあの夜の密会の件はフィリップスがエルブランコを陥おとしいれたということになり、エルブランコの無実は認められることになる。それは喜ばしいことではあるが、それが追い求めた真実で納得できるものかと問われると、素直に頷うなずけない。


    　このモデルナまでもがフィリップスに騙だまされた被害者ということで決着してしまうのだ。


    　まさかフィリップスまでも丸め込んでいるというのか、この女は？


    「あの女、悪い奴ですね！　あくまで被害者ぶって、絶対あの女もフィリップスと組んで先輩を騙してるじゃないですか！」


    　ウニベルは怒り心頭である。今にも隠れている岩陰から飛び出してしまいそうだ。


    「でも、証拠がないですよ。あの美人、こうなることまで考えて、かなり用よう意い周しゆう到とうに立ち回ったんでしょうね。それにフィリップスが単独犯を自供しているとなると、なにか彼もあの美人に弱みを握られているのかもしれませんね。まさに悪女！」


    　グリスは冷静に分析する。今回の件はとにかく証拠というものに徹底的に振り回されている。それにフィリップスの自供がモデルナを被害者と仕立てようとしている。


    「で、エルブランコさんはなにが目的なんですか？　どうせ金なんでしょ？　それ以外に、こんなところで私を待ち伏せする理由なんてないですものね。魔王軍が解散になって、生活が厳しいんでしたら、少しくらいなら恵んであげてもいいわよ」


    　モデルナはバッグから分厚い封筒を取り出した。今、協会から受け取った報奨金だ。


    「いくら欲しいの？　被害者同士ですものね、遠慮なさらないで」


    「バカにするな！　金なんか欲しくない！　お前と一緒にするな！」


    　ついにエルブランコは叫んでしまった。


    「あら、人を守銭奴みたいにおっしゃいますけどね、与えられた権利を利用してお金を得ることは悪いことかしら？　私は勇者法に則のつとって支払われたお金を受け取っただけ。でも今考えるとフィリップスさんには感謝しなきゃいけないわ。バカみたいに命を懸けて魔王と戦うよりも、こうやって手っ取り早く効率的にお金を手に入れられたんですもの。真ま面じ目めに働くほうがバカみたい」


    　バッグから取り出した大金を、目の前のエルブランコの前で揺らし、見せつける。この女が一時的とはいえ勇者を名乗っていたとは思えない下品な行動に思えた。


    　モデルナはそのままそっと、エルブランコのそばに寄ってきた。一瞬、あの夜のことを思い出してしまった。


    「あなたも私に殺されなくてよかったじゃない。あ、失礼。あなたたちモンスターは勇者に殺されるのが仕事でしたっけ？」


    　モデルナはエルブランコの耳元でそっと囁ささやいた。


    　そのとき、エルブランコの中で何かが弾けたような気がした。


    　それは今までずっと考えてきたモンスターの仕事の意味、価値、目的。自分はなぜ働いているのかという、モンスターとしての存在証明。


    　それらをモデルナが簡単に揶や揄ゆしたことに対する憤いきどおりが、エルブランコから冷静さを奪う。


    「ふざけるな！」


    　エルブランコはその失礼な女を突き飛ばしてしまった。


    「きゃっ！」


    　モデルナはよろめくように、二、三歩後ずさる。エルブランコは女に手を出してしまったことに、つい情けない表情を浮かべてしまう。本能が理性に勝ってしまったのは、実にエルブランコらしくない行動であった。


    「い、痛いわね。ほんとモンスターは野蛮だから嫌いなのよ。なんでも暴力で解決できると思ってるんでしょう」


    　エルブランコはぐっと歯を噛かみしめる。謝りそうになる気持ちをぐっと奥歯に閉じ込めた。


    　このモデルナの吐く言葉はモンスターに対する侮ぶ辱じよくでしかなかった。ただしその侮辱に対して暴力という手段で抵抗してしまったエルブランコは、逆に深く傷ついてしまった。モンスターとして、暴力を肯定してしまったようなものだからだ。これではモデルナの思う壺つぼだ。


    「くっ……」


    　エルブランコは歯を食いしばる。


    　モデルナは勇者法に則のつとって報ほう奨しよう金きんを受け取った。その過程で、エルブランコははめられた。


    　それだけだ。たったそれだけのこととして、すべてを過去の出来事として流し去っていいのか？　これを真実として、受け入れていいのか？


    　否いな、そうさせないために、エルブランコは今ここに来たのだ。


    　ひと言でもいい、この女に罪を認めさせて、謝らせたい。


    　この女のせいで、泣いているモンスターがたくさんいる。ゴルディアス軍のモンスターたち。エルブランコもそう、ウニベルもそう、ルビアだってそうだ。アマリージョも、アスール大帝も、ロホ博士も、ベルデラ大帝も、ゴルディアス魔王も。


    「急に黙っちゃって、どうしたのモンスターさん？　もし勇者に殺されなかったことが諦あきらめきれないのなら、今ここで殺してやってもいいのよ？　それがあなたの誇れる仕事なんでしょ？　モンスターにプライドなんてあるのかどうか知らないですけどね」


    　モデルナは腰のレイピアを抜いた。


    「モデルナさん！　あなた、なにをしようと言うの！」


    　真っ先に叫んだのはプルプラだった。


    「プルプラさんはどちらの味方なんですか？　まさか協会の理事ともあろうあなたが、モンスターの肩を持つわけですか？　モンスターが勇者に殺されることを望む立場ですよね？　そうでしょ、プルプラさん！」


    　抜いたレイピアをまっすぐエルブランコの鼻先に向け、その後ろで絶句しているプルプラに向けて言い放つ。


    「みなさん、自分たちの仕事をしましょうよ。この世界ではなにが正義で、なにが悪か、正しく分けられているんですもの。その境界線を揺るがすようなことはやめて、自分の仕事を全まつとうするだけでいいんです。白黒決められた世界でわざわざ灰色の感情は必要ないわ。勇者がモンスターを殺す。そこになんの疑問や迷いがあると言うのですか？　そうですよね！」


    　モデルナはそう宣言し、エルブランコの右肩に一撃、レイピアを突き刺した。


    「先輩！」


    　思わずウニベルが身を乗り出す。


    　モデルナがレイピアを抜くと、一気に噴き出た血がエルブランコの白いスーツを赤く染める。


    「エルブランコさん！　大丈夫ですか！」


    　プルプラが駆け寄る。


    「下がっていてください、プルプラ殿。これは、私と、いや、モンスターと、勇者との戦いなのです」


    　エルブランコの右肩の傷口からは真っ赤な血が徐々に広がっていく。


    　それを見て隠れていたウニベルも駆け寄ろうとしたが、踏みとどまる。


    「ウニベルさん、行かないんですか？　エルブランコさんがピンチですよ！」


    　グリスも刺されたエルブランコを真剣な眼まな差ざしで見つめている。


    「ダメです。ここで私が出ていっちゃうと、先輩の戦いの邪魔をしちゃいます。先輩は今ここでしかできないことを、やろうとしているんです！　変わろうとしているんです！」


    　ウニベルは瞳に涙を溜ためながら、必死の形相でエルブランコの戦いを見届ける覚悟をした。


    「この決着をつけられるのは先輩だけなんです。主人公は、先輩なんです！」


    　モデルナは切っ先が血に染まったレイピアを上下させ、挑発する。


    「そうね。勇者とモンスターの戦いよ。あなたも剣を持っているじゃないの。抜きなさい。遠慮はいらないのよ」


    　対するエルブランコは、むしろ冷静になれていた。自分の体から流れる血の温かさ。自分が生きている証拠。まだ、死んでいない証あかし。


    「お前の言うことはすべて正しいよ、モデルナ。勇者が人間の敵であるモンスターを殺す。そこになんの問題もない。そういう世界なんだ。だが……」


    　エルブランコは流れる血をそのままに、語りだした。


    　するとすかさず、モデルナも割り込んでくる。


    「そうよ、そういう世界なんだから。私があなたを殺すことは、空から雨が降り、風で木が揺れ、リンゴが高いところから低いところへ落ちる。それと同じで他愛ないこと！」


    　モデルナが躊ちゆう躇ちよなく繰り出した二撃目は、エルブランコの左肩を貫く。


    　ダメージを負っているはずのエルブランコは、それでも表情を変えず、じっとモデルナを見み据すえる。


    「……だが、モンスターを殺すということに、リスペクトはないのか？　命を奪うということに悲しみはないのか？　モンスターは死ぬことで来世は転生できるのかもしれないが、人生はそこで終わるんだ。モンスターにも家族や恋人や友人がいる。その死を悲しむ者がいるんだ。なぜ人間はそれを分かろうとしない？　自分たちと同じ人生が、モンスターたちにもあるということをなぜ理解できない？」


    　エルブランコは左肩にレイピアが刺さったまま、一歩前に進んだ。レイピアの先が、さらに肉の先へ食い込む感触がする。


    「やだ、抜けない……」


    　エルブランコの迫力に、モデルナは一歩引こうとしたが、突き刺したレイピアが彼の肩に深く刺さり、どれだけ引っ張っても抜ける気配がない。


    　また一歩、近づいてくるエルブランコに、モデルナは仕方なく手を離して後ずさる。レイピアはエルブランコの左肩に突き刺さったまま、ぶら下がった。


    「人間とモンスターの命の価値に差があることは、百も承知だ。モンスターの死など、人間にとっては価値がない。人間はいつだって被害者だ。それなのに、なぜ人間は加害者にさせられたモンスターの気持ちを分かろうとしないんだ？」


    　エルブランコは肩からレイピアを抜き去り、モデルナの足元に投げ返した。そして自分の腰に差してある剣を抜いた。


    「エルブランコさん！」


    　剣を抜いたことに対してプルプラが叫ぶ。だがエルブランコの動きは止まらない。


    「さあ、モデルナ、剣を拾え。それで私を殺してみろ。私を被害者にしてみろ。それでお前がモンスターを殺す痛みが分かってくれるなら、私は本望だ」


    　これで恐怖を覚えて腰を抜かすならば、勇者になど立候補していないだろう。モデルナは血に染まったレイピアを再び拾い、エルブランコに対たい峙じした。


    「あなたこそ、モンスターを正当化してるだけじゃない！　そっくりそのまま質問を返してあげる。モンスターならば人間を殺していいの？　そんな腐った正論、勇者には通用しないのよ！」


    　モデルナがレイピアを拾い、そのままエルブランコに襲おそいかかる。今度はエルブランコも剣でその攻撃を受け止めた。


    　金属の交わる音が、張り詰めた空気の中で響き合う。


    「違う！　人間だから、モンスターだからと、そこを区別して生死を語るのは間違っている！　お前はモンスターを侮ぶ辱じよくした。モンスターの仕事を、バカにした！」


    　エルブランコが剣を振り下ろし、モデルナがそれを受け止める。


    「モンスターは死ぬことが仕事なんでしょ！　私はそれを手伝ってあげてるだけよ！　神が作ったルールを受け入れようとしないのは、あなたのほうじゃないの！　神は人間の味方なの！」


    　さらにモデルナが突き刺すレイピアを、エルブランコが払いのける。


    「モンスターだって、神が決めたことをすべて受け入れているわけじゃない！　モンスターだって誰も、死にたくて死ぬわけじゃない。死ぬために働いているわけじゃない！」


    　エルブランコは一旦後ろへ退き、剣を八はつ双そうの形に構える。


    　それを見てモデルナは腰を落とし、レイピアの切っ先を震ふるわせながらエルブランコに向ける。


    「……ふん。結局あなたは死にたくないだけじゃないの。神に逆らった、ただの弱虫ってわけね」


    　二人はお互い構えたまま、動かない。


    「生きるということは、とても弱いことなんだ。私もつらいことがあって仕事から逃げたこともある。引きこもったことも、現実逃避したことも。でも、今はこうして自分の意思でここに戻ってきた。自分にしかできない仕事をするために！」


    　エルブランコは剣を構えながら、これまでゴルディアス軍で働いてきたことを思い出す。


    　それはエルブランコの経験として、過去として、この体に、この精神に刻まれているもの。


    「モンスターの綺き麗れい事ごとなんか、聞きたくないのよ！」


    　モデルナはレイピアで再びエルブランコの血で染まる右肩を狙ねらってきた。


    　対するエルブランコは剣を持ち替え、細い刀身で器用にモデルナの攻撃を受け止めた。こんな攻撃、ゴルディアス魔王軍時代の訓練に比べると何でもない。


    「綺麗事なんかじゃない！　私は学んできたんだ！」


    　エルブランコは剣を合わせながら、モデルナと睨にらみ合う。


    　ゴルディアス城で働いていたときのことが脳裏に浮かんできた。


    　つらいことのほうが多かった。逃げたいときもあった。それでも、魔王軍で学んだことが、今の自分を作り上げ、成長させてくれた。


    「何事にも耐えうる忍耐力……」


    　アスール大帝との血のにじむような訓練。道場では何度も叩たたきのめされ、汗と血がにじんだ。戦闘が得意ではなかったが、果てしない忍耐力を学んだ。


    「チッ！」


    　モデルナは舌打ちとともにレイピアを引き、もう一度構え直す。それに合わせるようにエルブランコは剣を両手で下段に添える。


    「誰にも負けたくない気持ち……」


    　アマリージョには何度も厳しい言葉を投げかけられた。ときには彼女の無茶な要求に応えられず、夜も眠れずに悩むこともあった。それでも彼女の誰にも負けたくないという気持ちを学んだ。


    「あなた、自分語りが過ぎるよ！」


    　続けて的の大きな腹部を狙ねらってくるモデルナ。それを冷静に剣で打ち払うエルブランコ。


    「冷静な判断力……」


    　ベルデラ将軍は寡か黙もくながら、いつも勇者の動きを注視し、偵察や諜報活動を完かん璧ぺきに行っていた。諜ちよう報ほう班はんとしての危機管理能力と、判断力を学んだ。


    「黙れ！」


    　モデルナはレイピアでは通用しないと思ったのか、今度は前方にステップし、ハイキックを繰り出してくる。エルブランコはその打撃を左腕で受け止める。


    「知識の扱い方……」


    　ロホ博士はその底が尽きない知識の量で、困ったときにはいつもアドバイスを与えてくれた。ただ知識や情報に溺れるだけではなく、その中から最適解を求める重要性を学んだ。


    「うるさい！　黙れ！　黙れ！　黙れ！」


    　モデルナは受け止められた足をひっこめ、もう策がなくなったかのようにがむしゃらにレイピアで突撃してくる。その一撃一撃を簡単に受け流すエルブランコの剣けん捌さばきは適格で余裕さえ見られる。


    「すべてを包み込む優しさ……」


    　ゴルディアス魔王は何度失敗しても、その経験が未来につながると励ましてくれた。この魔王のために一生懸命働こうと、そう本気で思っていた。解散が決まったあとも、一緒に働けてよかったと、責任を背負いすぎないようと、恐れ多い優しい言葉で包み込んでくれた。


    「うるさい……、はぁ、はぁ、黙れよ……」


    　何度攻撃しても、エルブランコの体には決して届かない。モデルナは攻め疲れたのか、肩で息をし始めた。


    　それを見て、エルブランコは再び剣を上段に構える。


    「そして、正しいことをしようとする意思！」


    　ウニベル。お前が部下になって、どれほど苦労したか。最初は言葉遣いも無む茶ちや苦く茶ちやで、なにをするか分からない危あやうさでいつもヒヤヒヤさせられた。


    　最後に食べようと残していたメインディッシュを勝手に食べたり、勇者に負けるなんてダサいとか大声で言いだしたり、ラップで自己紹介をしようとしたり、勇者を怒らせて途中で帰られたり、協会の理事にハゲって暴言吐いたり、敵地で勝手にショッピングに行ったり、潜入の報告をごまかしたり……。まだまだあるぞ。


    　でも、お前は正しいと思ったことを愚直にやろうとする意思と行動力を教えてくれた。それが今まさに、役に立っている。


    　魔王軍が解散して、ファベーラで自じ暴ぼう自じ棄きになっていたとき、あのままひとりだったらきっとゴルディアス軍での出来事はすべて忘れ去っていた。魔王や四天王から学んだこと、すべて過去の嫌な思い出として封じ込めていただろう。


    　でもお前は、気づかせてくれた。思い出させてくれた。


    　過去があるから、今がある。そして、今があるから未来がある。すべては、自分自身が作るものなんだって。捨てたくても、忘れたくても、そんなことできるわけなかったんだ。


    　エルブランコは、過去のすべてを受け止めた。


    　モンスターとしての自分、神のカルマを背負う自分、弱い自分、逃げ出そうとした自分、変わろうとした自分、そして今生きている自分。


    「私のモンスターとしての誇りは、今ここにある！」


    　エルブランコは振り上げた剣を、モデルナに向けて一気に振り下ろした。その剣には、エルブランコのすべてが詰まり、金色に煌きらめいたようであった。


    「きゃあ！」
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    　モデルナがレイピアで受け止めようとするも、その金色の剣は邪魔をするものをすべて弾き飛ばす。レイピアは真っ二つに割れ、モデルナ自身もその衝撃に吹き飛ばされてしまった。


    「先輩……！」


    　ウニベルは岩場の陰から、エルブランコがモデルナに打ち勝ったところを見届けた。それは相手どうこうよりもむしろ自分に勝ったような、そんな自信に満ちた姿に見えた。


    「くそっ！」


    　尻しり餅もちをついたモデルナではあるが、特に怪我をしている様子はない。レイピアが折れてしまったことで、他に使える武器はないかバッグの中を探すが、もちろん高級ブランドバッグの中にそんな物騒なものは入っていなかった。


    　目の前のモンスターとの戦いに負け、死を覚悟したのだろうか。モデルナは落ち着きがなくなり、初めて必死の形相を見せる。そんな彼女を、エルブランコは見下ろす。


    　金色に煌きらめいたように見えた剣も、今は通常の鉄の剣だ。


    「私の負けでいいわよ。さあ、モンスターの正論を振りかざして、私を殺せばいいじゃない。さあ！」


    　反抗する素振りを見せていたモデルナも、勝負があったと観念したのか、手を広げて負けを認めた。


    　エルブランコはその剣先をモデルナに向ける。しかしその剣が血に濡ぬれることはなく、そのまま自身の腰の鞘さやに戻してしまった。


    「情けないわよ！　人間の女ひとりも殺せないの！　それでもモンスターか！　加害者になる勇気もない意気地なし！」


    　モデルナの声は悲痛で、そして負け惜しみだった。


    「お前が死んだら悲しむ者もたくさんいるだろう。それはモンスターも人間も、同じことだ」


    　これは情けではない。エルブランコがモデルナに伝えたかったこと。そして自分の仕事に対する結論であった。


    「私はこれまで神が決めたことだから仕方がない。上司に指示されたことだから仕方がない。そんな受け身の仕事を繰り返してきた。その積み重ねによって、弱い自分を嫌いになった」


    　エルブランコは、誰に聞かせるでもなく語りだした。


    「ゴルディアス軍が解散して、自分を見失い、生まれ変わるために過去を捨てようとした。でもそれは間違いだったんだ。今私がここにいるのは、過去があったからだ」


    　ゴルディアス軍で働いてきた過去は、決して無駄にしてはいけない。そんな当たり前のことを忘れそうになっていた。


    「だから私は、もう一度生まれ変わるために過去をすべて受け止めた。ここへ来たのも、やらされ仕事ではなく、自分の意思……。やっと分かったのに、もうすべて終わった後だったんだ。もう、すべて遅かった……」


    　このエルブランコの言葉は、すべてエルブランコ自身に向けられていたのであろう。最後は涙が入り混じるような、そんな取り返しのつかない無念がこぼれてきそうだった。勝者が語る有終の言葉ではなかった。


    　肩を落とし、勝者の風格をまとえないエルブランコ。これ以上、語るものはなにもなかった。代わりにプルプラが、モデルナに向かう。


    「モデルナさん、あなたへの対応は追って連絡します。フィリップスがやったことは勇者を幇ほう助じよし、利益供与の疑いがあり、厳罰は免まぬがれないでしょう。しかしあなたはフィリップスに脅されて仕方なく従ったとなれば、罪に問われる可能性は低い」


    「ふん、当たり前よ。私はあの男に脅されたのよ。……被害者なのよ」


    　モデルナは自分が殺されないと分かったからか、さっきまでの威勢を取り戻した。


    　少しも罪悪感など芽め生ばえることもなく、立ち上がってはふんぞり返った。高級バッグだけは大事に抱かかえている。


    「せんぱーい！」


    　何度も飛び出しかけては自重していたウニベルが、ようやく岩陰から元気いっぱい駆けてくる。その後ろではポケットに手を突っ込んで、なにやらかっこつけるグリスもいる。


    「ウニベルさん！　と、誰かしら？」


    　駆け寄ってくる二人に気づいてまず反応したのはプルプラ。エルブランコは軽く首を動かしてその二人の姿を確認しただけだった。


    「先輩、大丈夫ですか？　こんな血だらけになるとは思ってもなかったんで薬草持ってきてませんよ」


    　両肩の血の跡がどんどん広がり、白いスーツが真っ赤に染められていく。


    「協会の中へ行きましょう。応急処置ならできますので。ほら、そこのあなた。ぼけっと突っ立ってないで手を貸しなさい！」


    　ぼけっと突っ立ってたグリスはプルプラに叱しかられ、エルブランコに肩を貸す。


    「エルブランコさん、大丈夫ですか？　このままだったら紅の旦那になっちゃいますよ」


    「グリスさん、しょうもないこと言ってないで、さっさと先輩を運んでください！　たまには役に立ちなさい！」


    　続けざまにウニベルにも叱られ、グリスは口を尖とがらせるも、しっかりエルブランコを抱き抱えた。プルプラに先導されて、協会の中へと運んでいった。


    　その様子を歯ぎしりしながら睨にらんでいたのはモデルナ。


    「私は勝ったのよ。モンスターにも、協会にも……」


    　モデルナの言葉の意図することはなんなのだろうか。その元勇者の姿に、ウニベルは埋めようのない寂せき寥りよう感かんを見た。


    「勝ったとか、負けたじゃないんです。気づけたか、気づけなかったか。いえ、あなたは気づこうともしなかった。だから、あなたの負けです！　べーだ！」


    　ウニベルは思いっきり舌を出し、パタパタとエルブランコを追って協会へ走っていった。


    「何よ、勝ち負けじゃないって言っときながら、結局私の負けってどういうことよ」


    　ただ一人残された元勇者モデルナ。


    　目の前にそびえたつ協会のビルに見下ろされ、急にエルブランコをレイピアで刺したときの感触が右手に蘇よみがえる。その右手は微かすかに震ふるえていた。


    　勇者になり、富と名声を得ようとした。当初、死ぬ覚悟もしていた。それが勇者として世界を救うことならば、受け入れようとしていた。だが、恐怖だけは一向に消えなかった。


    　そして協会のフィリップスから、甘い誘いが来た。戦わずして、富と名声を手に入れることができる甘言にすぐに飛びついた。ただただ恐怖から逃のがれたいがために。


    　弱かったのは誰？　負けたのは誰？　救われたのは誰？


    　モデルナの頬ほおにひと筋の涙が落ちた。


    「私だけがバカみたいじゃないの……」


    　洟はなをすする音とともに、元勇者は協会を背に、歩きだした。
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    「もうダメかもしれない。ウニベル、あとは任せた……」


    　緊張から解放されて気が抜けたのか、協会の応接室のソファに寝かされたエルブランコは自分の両肩の傷を見て真っ青になっていた。


    「死ぬほどの傷じゃありませんよ！　ポツポツとちっちゃな穴が開いてるだけですから。モンスターが血を見て卒倒するなんて、恥ずかしいですよ先輩！」


    「大げさなんだから、エルブランコさんは。よくそんなのでゴルディアス軍に勤めてましたね」


    　スーツを脱がされて上半身裸になったエルブランコに一斉に突っ込むウニベルとグリス。


    　レイピアで刺された傷はすでに血は止まっていた。スーツが白色のせいで血が目立っただけで、もちろん致命傷でもなんでもない。むしろモンスターにとってはかすり傷のようなものである。


    「薬草持ってきました。人間のドクターを呼びましょうか？」


    　プルプラが大量の薬草を持って、部屋に入ってきた。


    「大丈夫ですよ。こんな傷でくたばるほどモンスターは弱くないです。そうでしょ、先輩！」


    「……モ、モンスターを舐なめてもらっちゃ困ります……」


    　かろうじてプルプラの前では虚勢を張るエルブランコ。大丈夫そうである。


    「だそうです。ほっときゃ治りますよ。性欲の強い人は自然治癒力も高いといいますからね。これ、うちのじいちゃんの遺言です」


    「だ、誰が性欲が強いんだ！　余計なことは言わんでいい！」


    　いつも通りの型にはまった突っ込みが出たので、まあ大丈夫だろうとウニベルも頬を緩ゆるめる。


    「それならいいんですけど……。今、上でフィリップスの様子を見てきました」


    　エルブランコの心配をするのはそこまでで、プルプラは今回の事件の真犯人である協会理事フィリップスの話を切り出す。


    「大筋で犯行は認めているようでした。彼が勇者法の報ほう奨しよう金きんに関する改定を持ち出したのは、最初から勇者と共謀しようと考えていたとのことです。そんな悪事に利用される可能性を考えずに、この法案を通してしまった私にも責任はあります。そのせいでゴルディアス軍は……」


    　勇者法の改定をするには理事七人による多数決だと聞いた。プルプラが賛成したのか反対したのかは定かではないが、どちらにしても現役の理事が勇者戦を利用したとなると、これは大問題である。あくまで協会は勇者戦を中立的に裁く機関なのだから。


    「やはりフィリップスは自分ひとりでやったと言っているのですか？」


    「はい。モデルナを一方的に脅迫したと、そう証言しています」


    　エルブランコの質問に、プルプラもどこか腑ふに落ちないといった様子で答える。


    「フィリップスがモデルナに弱みを握られていて、そう証言させられている可能性もあるわけですね」


    　エルブランコはフィリップスには会ったことはないが、モデルナに踊らされていた可能性も考えられる。彼女が誘惑すれば、並の男ならば騙だまされてしまうかもしれない。


    「そういうことね。これからあの二人の関係を詳しく調べることになりそうです。すべての罪をフィリップスのみが被かぶることになるのは、少しできすぎな気がしますので」


    　プルプラは協会の不祥事が明らかになり、もはやため息すら出ない状態である。


    　モデルナとフィリップスの共犯を証明できる関係性が出てくればいいのだが。


    「少し前にも現役の理事が船舶会社と癒ゆ着ちやくして、そこの船を勇者に使わせようとして更こう迭てつされてませんでしたっけ？　いやー、協会の闇は深いっすねー」


    　空気を読まず過去の不祥事を持ち出すグリスだったが、他の三人に一気に睨にらまれてしまったので、膝ひざを抱かかえて丸くなってしまった。


    　ちなみにそのときの理事が更迭されたおかげで、このプルプラが理事に抜ばつ擢てきされた経緯があるので、デリケートな話である。


    「このままでは勇者を裁けないということですか」


    　エルブランコが肩の傷に薬草を当てながら尋ねる。モデルナは自分は強要されただけだと言っていたが、その罪は問われないのだろうか。


    「その可能性が高いわね。もちろんフィリップスは厳罰に処されます。それで、実行的なことをやっていたのはすべて彼よ。どうやらエルブランコさんへ勇者の名を騙かたった手紙を出したのも、フィリップスらしいわ」


    「え？　どうやって？」


    　つい飛び起きてしまったエルブランコだが、傷に障さわったのか、またゆっくり背もたれに身を預ける。情けない、とウニベルは首を振る。


    「彼がモンスターを雇って、ゴルディアス軍の陣に忍び込ませたそうよ。今はそのモンスターを探しているところです」


    「あの森で陣を張っていたときは普段一緒に仕事をしていない諜ちよう報ほう班はんのモンスターばかりで、見知らぬモンスターがいても気づきませんね。支城からも応援がいっぱい来てましたし」


    　ウニベルがあの夜のことを思い出しながら、納得する。


    　確かにエルブランコも陣の責任者ではあったが、見張りについていたのは知らないモンスターが多かった。そこにフィリップスが雇ったモンスターが潜もぐり込んでいても気づかなかった可能性が高い。


    「協会の理事たる者がモンスターを雇うなど、言ごん語ご道どう断だんです。あとはエルブランコさんのお考えの通りだと思います。勇者に呼び出されたエルブランコさんは町へ向かう。マスコミにはあの宿屋で張っておけば面白いことが起きると情報を流しておく。そしてモデルナがエルブランコさんを宿屋に誘い、フィリップスが出した手紙を盗み、もうひとつ用意していた手紙をわざと落とす」


    「それをあの記者が拾い、私が勇者を誘い出して密会している状況を作り上げた……。モデルナはすべての行動をフィリップスに脅迫されてやらされたと言えば、そうなってしまう。なんということだ」


    　エルブランコはある程度予想していたことだったが、実際に騙だまされたことが確定すると恥ずかしさが去来し、頭を抱かかえた。


    「マスコミに渡った手紙にはあなたのサインがあったでしょ？」


    　記者が拾った手紙の内容はエルブランコが勇者を誘ったような文面で、最後にエルブランコの筆跡でサインがされていたのだ。


    「確かに、あの手紙はセンプリの紙面でも確認しましたが、あれは確かに私の筆跡だった」


    「あなた、前に協会に来たことがあったでしょう？　そのときの入館手続き書に書かれたサインと今回の手紙のサインの文字が一致したわ。フィリップスはあなたを陥おとしいれるために、その入館手続書を入手していたのよ」


    　協会に入るためには入館手続きをしなければならない。ついさっきもプルプラに会うために、受付で記入したところだった。前回、ゴルディアス軍時代にアイテムの申請のために来たことがあったが、そのときのサインをコピーしたというのか。


    「うまくやったもんですね。あの美人さんは報ほう酬しゆう金も丸まる儲もうけですか？」


    　グリスがプルプラに質問する。


    「共犯が証明できなければ勇者法上、モデルナから没収することは難しいでしょうね。って、あなた誰なの？　さっきから我わが物顔でいるけど。警備員呼びますよ」


    　プルプラが不審者を見る目で、グリスを睨にらみつける。


    「えぇ！　僕ですよ！　元テリブレ軍経営戦略課のグリスです！　ここでも一回会ったことあるでしょ！」


    「テリブレ軍？　あの大バカ者集団のモンスターがなぜここに？　そういえばどこかで見たような？」


    「私のテリブレ軍潜入映像にも出てきてますよ。あの最優秀助演大バカ者大賞に選ばれたグリスさんですよ」


    　ウニベルが的確に補足する。テリブレ軍潜入時に録画してきた映像は、彼らがやっていた勇者脅迫の重要証拠として協会にも提出していたので、もちろんプルプラも目を通しているはずである。


    「ああ、あの狼男の上司にヘコヘコしてたモンスター？　いやだからなんでそんな人がここにいるんですか」


    「勝手についてきたんですよ。ストーカーみたいなもんです。それに死んでも生き返るド変態です」


    「ちょっとウニベルさん、それはないですよ。僕はエルブランコさんが心配で心配で来たんですから。そうだ、これでゴルディアス軍の解散はなしですよね？」


    　ウニベルもわりと気になっていたことをするりと聞くグリス。こんな活用方法があったのかと、行動力のあるバカを少し見直した。


    「ええ、おそらく協会が発表した解散命令は無効になると思います」


    　プルプラも断定はしなかったが、ひとつの可能性を示した。


    「やったじゃないですか、エルブランコさん！　これで魔王軍に戻れますね！」


    　グリスは自分のことのように喜んだ。


    　実はゴルディアス軍が復活したならば、なんとかエルブランコのコネで就職させてもらおうと、かねてから考えていたのだ。魔王軍最大手のゴルディアス軍に入れるならば、このコネ使うっきゃない、とこんな邪よこしまな思惑を持っていたのだ。


    「そんな簡単なものじゃないと、前も言っただろう。ゴルディアス軍のモンスターは、みんなバラバラになってしまっているんだ。今さら復活なんて、できるわけない」


    　エルブランコの表情が陰る。この点に関しては一切ぶれない。最初からそのために動いていたわけではないのだ。


    「でも先輩、最初から諦あきらめるのもどうかと思いますよ。諦めなかったから、先輩の無実もこうやって証明できたんですから。ね、そうでしょ？」


    　ウニベルとしてはできることならゴルディアス軍の復活は歓迎だった。


    　出版社で働いてみて、魔王軍のよさがはっきりと見えてしまった。ゴルディアス軍で働いていた頃の楽しさを思い出し、戻れるものならばと考えていたのは否定できない。


    　現にファベーラにエルブランコを捜しに来たのも、真実の先にあるであろうゴルディアス軍復活を夢見ていたからに違いなかった。


    「一度、バラバラになったものを元通りにすることはできない。私はこうやって自分の無実を証明することができたが、ただ、正しいことがすべて報われるとは限らないんだ」


    　そう語るエルブランコの目には諦あきらめではなく、決意の光が宿っているようであった。その眼まな差ざしは、ゆっくりウニベルに向けられる。


    　ウニベルは口を尖とがらせて、そっとエルブランコを見上げる。今何か喋しやべろうとすると、涙がこぼれそう。きっと涙るい腺せんはゴーサインを待っているはずだ。


    「いつも奇跡が起こることを期待して仕事はできない。そういうことだよ」


    　こぼれてしまった水は、もう二度と器には戻らない。すべては後の祭り。


    　解散してしまったゴルディアス軍が復活することは、ありえないというエルブランコ。


    「……奇跡、起こりませんかね？」


    　珍しくしおらしい声を出すウニベル。


    　エルブランコが復活を期待しないのは、決してネガティブな考えから来ているものではないとウニベルも理解していた。むしろ今、前を向けていないのはウニベルのほう。


    「もういっぱい起こったじゃないか、奇跡は」


    　泣きそうなウニベルの震ふるえる肩を叩たたくエルブランコ。


    　プルプラとグリスは黙ってその光景を見ていることしかできなかった。


    



    「とりあえずこの協会の不祥事については、徹底的に調査が行われることでしょう。どこから嗅かぎつけたか、すでにマスコミから取材の申し込みも入ってきているようです。批判の的にするには、協会は格好の獲物ですから。はぁ」


    　協会の正面玄関まで見送りに出てきたプルプラが、ざわつき始めている協会内部を振り返りながら言った。


    「すべて公表するんですか？」


    　血だらけのスーツは見た目が悪いからと、プルプラからマントをもらい羽は織おっているエルブランコが尋ねた。


    「もちろんです。協会に隠いん蔽ぺい体質という悪いレッテルを貼はられるわけにはいきません。またエルブランコさんにはこの件で連絡するかもしれません。私の、アドレスもご存じですよね？　いつでもご連絡いただければ」


    「あ、はい。私もまた何かあれば、はい」


    　グリスが「ヒュー」と下へ手たクソな口笛を吹いた。どういう意味だ、それ。


    「こうも理事の不祥事が続くと、私もこの先どうなるか。はぁ、胃が痛いです」


    　さっきからプルプラのため息の数が異常に増えている。これからフィリップスの取り調べに事実確認、マスコミ対応から今後の対応と、協会がやる仕事を数えると枚挙にいとまがない。


    「ため息ばっかりついてると、幸せが逃げていきますよ、プルプラさん。ほら、いい見本がここに」


    　ウニベルは幸せからどんどん遠ざかっていく男を見上げる。


    「うるさい、バカ」


    　そんなやりとりを微ほほ笑えましく見つめていたグリスは、ひとり先に歩いていく。


    「グリス君はファベーラに戻るのか？」


    　無言で立ち去ろうとするグリスに、エルブランコが声をかけた。


    「どうしよっかなーって思って。エルブランコさんとウニベルさんを見てたら、ほんのちょっとだけ昔の上司に会いたくなってきましたよ」


    　仲良さそうにする二人にほだされたのか、らしくないことを言いだした。


    「会いに行けばいいじゃないですか。水臭いですね。あなたから行動力を取ったらただのバカしか残りませんよ」


    　テリブレ軍時代の唯一の上司のことだろう。狼男で獣臭がすごい。


    「……そうですね。それもありです」


    　グリスはウニベルの失礼な発言をさらっとスルーしてしまった。


    「あ、そうだ」


    　今度は思い出したようにエルブランコに駆け寄り、そっと耳元に囁ささやいた。


    「プルプラさんとウニベルさん、どっちを選ぶんですか？　恋くらいは前向きになってもいいんじゃないですか？」


    「な、なにを、バカ！」


    　グリスはエルブランコに耳打ちし、ポケットに手を突っ込んで離れていった。


    「では僕は行きますんで。また面白そうなことが起きたら、呼んでください。ではでは」


    　と勝手についてきただけのグリスは片手を上げ、一瞬で地面に開いた穴に落ちるようなモーションのワープで消えてしまった。本当に勝手な奴だ。


    「行動力のあるバカには付き合いきれませんねー」


    　ウニベルが呆あきれたように呟つぶやく。ほんと、お前が言うな。


    「では私たちもそろそろ行きます。いろいろお世話になりました。プルプラ殿も、あの、お、お元気で」


    　さっきのグリスの余計な耳打ちがささっと頭をよぎって締まりの悪い挨あい拶さつになってしまった。


    「調査が終わって、時期が来ましたら、ゴルディアス軍の解散命令の破棄も発表されると思います」


    「はい、ありがとうございます。では」


    　軽く頭を下げ、エルブランコは歩きだした。


    「プルプラさん、お元気で！」


    　ウニベルはきっちり九〇度、腰を曲げてお辞じ儀ぎをした。


    「待ってくださいよー。せんぱーい！」


    　そんな声を無視して先を行くエルブランコと、追いかけるウニベル。


    　その二人の姿が見えなくなったところで、プルプラは「はぁ」とため息をついた。


    「ため息は幸せを逃のがす、か。私もがんばろ」


    　プルプラはこれを最後のため息にしようと決意し、国際勇者協会という伏魔殿へと戻っていった。
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    　協会から最寄りの町へ向かう路線馬車の中。乗客はエルブランコとウニベルだけだった。


    　車内が揺れるたび、肩の傷が若干痛む。


    「傷、大丈夫ですか？　薬草塗ったんでしょ？　すぐ治りますよ」


    　ウニベルが無責任なことを言ってくるが、あまり心配されるのも気が引ける。


    「お前、ワープ使えるんだから、先に帰ってもいいんだぞ」


    「先輩がひとりじゃ寂しいかなと思って付き合ってあげてるんじゃないですか！　町に着いたらとっとと帰りますよ。ほんと、いつになったらワープ覚えるんでしょうね」


    「私に聞かれても、そんなの知ら、ん！」


    　馬車は二人の会話に相あい槌づちを打つように、がたんと大きく揺れた。


    「プププ。前にもこういうやりとりありましたよね」


    　ウニベルが思い出し笑いをする。


    「ああ、何回もな。すいませんね、ウニベルさんにはご迷惑ばかりおかけして」


    　エルブランコがワープの魔法を使えないせいで、二人で出張に行くときは、いつもこうして乗り物を利用していた。ウニベルひとりで先に行けと言うのに、いつもこうして付き合ってくれている。そしてエルブランコが乗り物酔いをするというパターンだ。


    　エルブランコの皮肉に、ウニベルはすぐに言い返してくると思ったが、黙ったまま窓の外を見つめていた。


    　窓の外は綺き麗れいな夕焼け。たぶん明日は晴れるのだろう。


    「急に静かになったな。お前が黙ってると、雨が降りそうだ」


    　エルブランコは無言に耐えられなくなり、窓に映るウニベルの顔に向かって冗談を言う。


    「……喋しやべってると泣きそうになるんですもん」


    「え？」


    　ウニベルの言葉は本気なのか冗談なのか、エルブランコは本意を読み取れずつい情けない声で聞き返してしまう。


    「ほんと、先輩は空気読めないですね。こういうときは黙って笑ってたらいいんですよ」


    　ふと、ゴルディアス軍が解散した日、屋上でウニベルが大声で泣いていたのを思い出してしまった。


    　エルブランコはなんだかむず痒がゆくなって、そのまま言われた通り黙り込む。


    　沈黙の馬車はまだ町に着かない。


    「……今日の先輩、かっこよかったですよ」


    　窓から差す夕日で赤く染まったウニベルが呟つぶやいた。


    「あ、あぁ」


    　黙って流すかどうか迷ったが、なんとか返事にならない声を絞り出す。


    　それ以上二人の間に会話はないまま、馬車は揺れ続け、まもなく終着点に着いた。


    　先に馬車を降りたウニベルはくるんと車内を振り返る。夕日をバックに、ウニベルは逆光の中、微ほほ笑えんでいるようだった。


    「さっきの嘘うそじゃないですよ。さすが私の先輩です！」


    　そう言って、ウニベルはいつもみたいにパタパタと足音を立てて走っていった。


    　馬車から降りることも忘れ、走り去るウニベルを見つめ続けるエルブランコ。するとウニベルがくるんと一回転半、再びこちらを向いた。


    　自然と目が合う。


    　ウニベルは笑っている。たぶん、エルブランコは無表情。


    「先輩、お疲れ様でした！」


    　大声で叫ぶウニベルの手にはハート形の大きな杖つえ。ぶんぶんと振り回したと思ったら、次の瞬間にはその姿は消えていた。


    　馬車から見える真っ赤な夕日の中に、いつまでも元気で空気の読めないウニベルの残像が見えるような気がした。


    「お疲れさん、ウニベル」


    　エルブランコは真っ赤な夕日に照らされながら、優しく微笑む。


    　ウニベルとの二度目の別れは、笑顔で迎えられた。


    　エルブランコはなんだか久しぶりに笑えたような気がして、少し恥ずかしくもあった。
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    　あの協会での最終決戦後、エルブランコは故郷に戻り、実家の農業を手伝いながら晴せい耕こう雨う読どくの生活を送っていた。


    　そんな時間や結果に束縛されない生活を続けて五か月が経った、ある日。


    　世間を騒がせた一連の勇者脅迫事件（このときにはそう呼称されるようになっていた）の決着が、いきなり国際勇者協会より発表された。


    　勇者脅迫事件はフィリップス理事による意図的な勇者法改定と勇者脅迫による利益供与と認定され、彼は当然のごとく理事職を剥はく奪だつ、懲ちよう戒かい免めん職しよくとなった。


    　すべてはフィリップスの自供が認められ、単独の犯行と判断された。合わせて協会全体の責任として、プルプラ含む理事の年俸が五十％減額されたらしい。


    　そして最後に、ゴルディアス軍の解散命令の破棄も、申し訳程度に付け加えられていた。


    　これが協会が五か月もかけた調査の結果であった。


    　しかしこれは表向きの協会によるオフィシャルアナウンスであり、実際のところは今もマスコミ各社が事の真相を探ろうと躍起になっているらしい。


    　というのも、「センテンスプリマベラ」が協会の発表に合わせて「フィリップスとモデルナの隠された関係」というスクープ記事をぶちこんできた。


    　それによると、モデルナはもともとフィリップスの愛人で、勇者になれたのも彼の「見えない手」が働いたのではないかという内容だった。愛人のモデルナを勇者に指名する時点から、この利益供与を計画していたのではという衝撃的な記事であった。


    　もしモデルナがフィリップスの愛人で、二人が共謀して報ほう奨しよう金きんを騙だまし取ろうとしたのならば、もちろん彼女にも罪はのしかかる。しかし愛人であった証拠はまだセンプリも掴つかんでいないらしく、フィリップスも全面否定しているらしい。これが真実ならば、フィリップスがモデルナをかばって罪を一人で背負い込んだ理由も、なんとなく分かる気がする。


    　こんな愛人騒動が勃発したことで、もうひとつの被害者であるゴルディアス軍に興味を持つものなど、皆無であった。そもそも人間とモンスターという存在の違いである。


    「月刊魔王」が少し巻末で解散命令の破棄に触れたくらいで、世間は過去の魔王軍がどうなろうと見向きもしない。そんなものである。


    　エルブランコもこの協会の記事を読みながら、ゴルディアス軍の解散命令破棄の発表は冷静に受け止めることができた。


    　年老いた母親は「ゴルディアス軍に戻るの？」なんて聞いてきたが、笑って「ありえないよ」なんて即答できるくらい、エルブランコは穏やかに暮らしていたのだ。


    　このまま自分は実家で生活していく。ゴルディアス軍の復活はありえないと割り切っていたはずが、解散命令破棄が発表された翌日、夢を見てしまった。


    　その夢は半年前の、ゴルディアス城でのなんでもない一日の風景だった。


    　道場からはアスール大帝の訓練中の怒鳴り声が聞こえ、魔法塔の上からはアマリージョがふんぞり返って魔法使いたちに指示をしている。城の地下の研究室ではロホ博士が水晶ディスプレイとにらめっこして、庭のベンチではベルデラ将軍が片目を開けて昼寝をしている。


    　思い出が過去の情景を次々と呼び起こすのだ。


    　そして場面が変わる。


    　夢の中のエルブランコはその日も大量の資料を抱かかえて会議室への回廊を駆け上っている。


    　後ろにはウニベル。資料を運ぶのを手伝いもせずに涼しい顔でついてくるだけ。まったく、こういうときは「手伝いましょうか？」くらい言うのが普通だろう。


    　会議室にはすでに四天王が揃そろっていた。魔王も腕を組んで、崇すう高こうなる姿で椅い子すに座っている。


    　──遅いぞ！　エルブランコ！


    　時間通りに来たはずなのに、遅刻扱いされてしまう。それでも「すいません」と頭を下げる。ウニベルが「プププ」と笑う。


    　何気ない日常。特別なことは何もない。何度も繰り返された日常の風景。


    　エルブランコはため息をつきながら、会議室の席に着く。


    　そしてふと顔を上げると、そこには誰もいなかった。アスールも、ベルデラも、ロホも、アマリージョも。魔王の姿も見えない。バカにしたように笑うウニベルも、誰もいない。すべて消えてしまった。


    　当たり前にあったものこそ、失って初めて気づくのだ。それが大切なものであったと。決して失いたくなかった、かけがえのないものであったと。


    　それはもう二度と取り戻すことができないのか？　取り戻す価値はないのか？　失って、それで終わりか？　お前はもう諦あきらめてしまったのか？


    「……めだ」


    　そこでエルブランコは目を覚ました。今見た夢は、この半年間蓋ふたをしてしまっていたエルブランコの希望であり、諦めようとした奇跡。


    「……だめだ」


    　エルブランコはベッドから跳ね起き、実家に帰ってきて以来、袖を通してなかった白いスーツを着込む。修繕をしてクリーニングに出したので、もう刺されたときの穴も血の跡も残っていない。


    「だめだ！　諦めちゃ、だめだ！」


    　エルブランコは思わぬ夢に呼び起こされ、すぐに家を飛び出した。


    



    



    　半年ぶりのゴルディアス城。


    　城の敷地内は、ひと夏を越えて草木は管理する者がいないため好き勝手に伸び広がっている。


    　誰もいない間もこのゴルディアス城は生き続けており、歴史を重ねていた。


    　ワープを使えないエルブランコは、ゴルディアス城にたどり着くまで公共交通機関を駆使して丸二日かかってしまった。


    　過去を乗り越え、前を向くことができたエルブランコであったが、ゴルディアス軍の復活については、奇跡でも起こらない限りあり得ないと考えていたからだ。


    　しかしあんな夢を見たことで、自分の中にまだ諦あきらめたくない気持ちが残っていたことに気づいてしまった。


    　だから、もう諦めない。たとえそれが奇跡だと分かっていても、諦めるわけにはいかない。


    　ウニベルには奇跡なんか起こらないとか醒めたことを言ってたくせに、結局奇跡にすがろうとするなんてどうかしてるとは思うが、もうじっとしているのはやめた。


    　奇跡なんか待っていても仕方がない。奇跡とは、自分で起こすものだ。


    　エルブランコはそんな決意を胸に、ゴルディアス城にやってきたのだ。


    　そして城門へと向かおうとした、そのとき。


    「先輩！　遅いですよ！」


    　と、そこで聞き覚えのある声。まさかのまさかのまさかである。


    　城下町と城の間を隔てる正門の前で、大きく手を振っているのはウニベルだった。


    「お前、こんなとこでなにやってんだ？　勝手に城に入ったら不法侵入だぞ！」


    「もう！　いきなりお説教はないでしょ！　久しぶりに会ったのに、もうちょっと労ねぎらいの言葉はないんですか？　元気にしてたのかとか、かわいくなったな、とか」


    　五か月ぶりに会ったウニベルは変わりなく元気そうで、ぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。


    「……ちょっと背が伸びたんじゃないか？」


    「先輩は親戚のおじさんですか！　もういいです、行きますよ！」


    　そう言ってウニベルは杖つえを取り出し、固く閉じられた城門をフルスイングでぶっ叩たたいた。


    「おま、なにしてんだ！」


    　固く門を塞ふさいでいた閂かんぬきは、ウニベルの会心の一撃で見事ぶっ飛んでしまった。


    　こいつ、しばらく見ないうちに魔法使いから戦士にジョブチェンジしたのではなかろうか。エルブランコは目を白黒させて、その怪力少女を見つめる。


    「さ、行きましょ」


    　ぶっ壊した門を「よいしょ」と開き、ずんずんと中へ入っていくウニベル。


    「いきなり門をぶっ壊して、どうするんだよ。これ、怒られないか？」


    　そう言いながらも、エルブランコも城内に入りたい気持ちを隠せずにウニベルの後に続く。


    「誰に怒られるんですか。ここはすでに廃はい墟きよですよ」


    　ウニベルはなかなかに心ないことを言う。廃墟と言うには思い出が多すぎる。


    「ていうか、なんでここにいるんだよ？　なにしてたんだ、お前は？」


    　もちろんエルブランコはここに来ることを誰にも言っていない。母親にも行き先は告げなかったので、ウニベルがいるとは天地がひっくり返っても予想できていなかった。


    「先輩、発信機付けられているの気づいてなかったんですか？　五か月前に協会で別れてから、先輩の行動は逐一把握していますよ。ていうかずっと実家で引きこもっていただけでしょうけどね」


    「はぁ？　発信機だと？」


    　エルブランコは頭から両腕、腰、両足、自分の体を触って異変がないか確認する。するとスーツの胸ポケットの小さな膨ふくらみに気づいた。ブタのマスコット人形、オロ君だ。


    「まさか！」


    「そうです。そのオロ君には発信機が備わっているんですよ。私がファベーラに行ったのも、それのおかげなんですよ」


    　えっへんと自信満々のウニベル。


    「二日前に先輩が実家から動きだしたんで、監視してたんですよ。そしたらここへ向かってるって分かったから、ワープで先回りして来ちゃいました。私がいて嬉しかったでしょ？」


    「嬉しいとかじゃなく、ストーカーじゃないか？　お前、勝手に発信機なんか渡すんじゃない！」


    　エルブランコはオロ君をウニベルに返す。まったく、なんとも恐ろしいことをしてくれる。


    　そういえば、ウニバルがファベーラに来たのもこの発信機のおかげだったのかと、今さらながら合点がいった。あのときからずっと行動が監視されていたのか。


    「もう、嬉しいくせに強がっちゃって。ほら、行きますよ」


    　ウニベルはなんの悪気もないように、先へ進む。


    「まったく、半年経っても何も変わってないな、お前は」


    　エルブランコも、実はウニベルがいたことが頼もしく感じられるところもあった。ゴルディアス軍復活を目指すにしても、一人よりも二人いるほうがなにかと心強い。


    「たった半年前のことだが、懐なつかしいな」


    　正門から進むと、正面にゴルディアス城本丸が見えてきた。


    　扉はがっちり閉まっているものの、廃すたれている雰囲気はない。向かって右の道場、左の魔法塔。壁のレンガが剥はがれ落ちているわけでもなく、誰かに荒らされた様子もない。


    　ここに生活のすべてがあった。特にエルブランコはこの本丸に住んでいたこともあり、余計感慨深いものがこみ上げてくる。


    　思い出補正がいろんなものを美化してくれているようだ。


    「城に入ってみましょう」


    　エルブランコが思い出に浸っていると、またウニベルが城の扉に向かって杖つえを振り上げていた。もう好きにやれと、放任主義を決め込もうとするエルブランコだったが、ウニベルの手が止まった。


    「ここはどうやら開いてますね。先輩、最後に出るとき戸締まりしなかったでしょ？」


    　杖を下ろしたウニベルは、開いていたことに喜ぶのではなく、エルブランコを糾きゆう弾だんしてくる。確かにこの城を最後に出たのはエルブランコだった。


    「まあ、いいですけどね」


    　と城内に入るウニベル。もしやこの半年の間に誰かが城に侵入したのだろうかと、心配になりながらエルブランコも扉をくぐる。


    　ゴルディアス城本丸は、魔王やエルブランコの部屋もあり、地下にはロホ博士の研究室がある。まさしくゴルデイアス魔王軍の中枢であった。


    「あ、中庭見てください」


    　多少の埃ほこりっぽい臭においに鼻をくすぐられていると、ウニベルが中庭を指さした。


    「魔王の花、咲いてますね」


    　ゴルディアス魔王はこの中庭で花を育てることを唯一の趣味としていた。その花たちは、半年間放置されていたにもかかわらず、枯れることなく咲き誇っていた。


    　色とりどりの花壇を前に、しゃがみ込んで花を愛めでるウニベル。


    「魔王の花が、ここを守っていてくれたのかもな」


    「この花もここでがんばって生きてるんですからね。諦あきらめたらダメってことですよ」


    　ウニベルがぽつりと呟つぶやいたひと言に、エルブランコは真顔になる。


    「……ウニベル、私がなんでここに来たと思う？」


    　しゃがんで花を覗のぞき込んでいるウニベルの背中に向かって、ちょっと真ま面じ目めな声をかけてみる。


    「私とデートするためですか？　二人で思い出の地を巡る的な？」


    　くるっと振り返り、見上げてくるウニベルの顔は意地悪そうに微ほほ笑えんでいた。


    「デ、デートってお前な」


    　そもそも発信機をつけて勝手についてきたのはお前のほうだろうが。


    「せっかくだから北塔にも行ってみましょうよ。会議室、懐なつかしいなぁ」


    　スタスタと中庭を突っ切って、北塔へ続く渡り廊下に向かった。なんともマイペースなのは変わりがないようだ。


    　城内を横断、渡り廊下の先は直接北塔に繋つながっている。そしてこの塔の最上階へと続く回廊を登り切った先に、毎日のように通っていた会議室がある。


    「はぁ、毎日この坂道を上っていたなんて信じられませんね。すっかり足腰が衰えてますよ。膝ひざの悲鳴が聞こえませんか？」


    　ウニベルが年寄り臭いことを言いながらも、塔の回廊をえっちらおっちら歩いていく。


    「確か、お前がここに赴ふ任にんしてきた初日もこうやって文句言いながら上ったよな。あのときはとんでもない新入りが入ってきたと私も戦せん々せん恐きよう々きようとしていたよ」


    「私だってとんでもないクソ真ま面じ目めな上司の下に配属された不幸を呪のろいましたよ」


    「ハハ、そんなこと思ってたのか」


    　エルブランコもつい声を出して笑ってしまう。


    「自己紹介を考えさせたらラップ調に韻いんを踏んで。『私はウニベル、魔法使い』みたいなやつな。あのときはマジで逃げ出そうかと思ったよ」


    「あれは先輩が会議前で緊張してたから、ちょっとほぐしてやろうと思って言っただけですよ。まさか本気にしてたんですか？　冗談ですよ、冗談」


    　エルブランコとウニベルは思い出話に花を咲かせていると、最上階の会議室の扉が見えてきた。


    「あの日、時間通りに会議室に着いたのに、いきなり叱しかられちゃったんですよね。遅いぞ、エルブランコーって」


    「そうだよ。ほんと勘弁してほしいよ。よく考えるとこの会議室にはいい思い出がないな」


    　この会議室で起こった事件が、走馬灯のように思い出される。


    　時間通りに着いたのに遅刻扱いされ、ウニベルの自じ由ゆう奔ほん放ぽうな発言のせいで怒鳴られ、協会のお偉いさんから理不尽な要求を突きつけられ、テリブレ軍からウニベル誘ゆう拐かいの脅迫を受け、まったく、ろくな思い出がない。


    　それでも、身を粉こにして働いてきたのだ。ここがエルブランコの、唯一無二の仕事場だった。


    　そんなことを考えているうちに、自然と涙が溢あふれてきた。


    　エルブランコはあのときの栄光を、取り戻すためにここへ来たのだ。ゴルディアス軍を復活させるため、やってきたのだ。何年かかるか分からない。奇跡なんて起こせないかもしれない。それでも、決して諦あきらめないと心に決めたのだ。


    「あれ、先輩、泣いてるんですか？」


    「そんなわけないだろ！　ほら、会議室に入るぞ」


    　ウニベルに茶化され、エルブランコは髪をかき上げるふりをして、目に溜たまった涙を拭ふきとる。そのまま一連の動作で、会議室の扉を開けた。


    



    「遅いぞ、エルブランコ！」


    



    　トラウマになりかけたあの声。それが今、ここで聞こえるはずがなかった。ここは誰もいない会議室のはずだ。


    　なのに、扉を開くとそこにはこれまで何度も見た光景が広がっていた。
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    　アスール大帝が腕を組んでうろうろしている。


    　アマリージョが足を組んで、不機嫌そうにこちらを睨にらんでいる。


    　ベルデラ将軍はすでに居眠りを始めている。


    　ロホ博士は白い髭ひげを触りながら、資料を呼んでいる。


    　そして、その中心では漆しつ黒こくの鎧よろいをまとったゴルディアス魔王が。


    　この前見た夢と同じ風景だった。


    　これは夢？　は？


    　エルブランコはぽかんと口を開け、半笑いになった。


    　ぼけっと突っ立つエルブランコを追い越し、ウニベルが会議室に入り、くるんと振り向く。


    「びっくりしたでしょ、先輩！　サプライズ大成功！」


    　ウニベルは杖つえの代わりに四角い看板を出現させた。そこには「サプライズ大成功」と書かれている。


    　状況が把握できない。ゴルディアス軍を復活させようと決意して、ゴルディアス城にやってきた。そうしたらウニベルがいて、会議室には魔王と四天王もいた。サプライズとは？


    「先輩がなかなか来ないから、びっくりさせようと思ったんです！」


    　ウニベルが看板を片手にくるくるまわりだした。


    「は？」


    「は、じゃないわよ。ほんと、どれだけ待たせるの。若手は一番に来て準備しとかなきゃダメでしょ。この半年間、何をやってたのかしら」


    「フハハ！　アマリージョよ、そう言ってやるな。エルブランコにも準備が必要だったんだろう」


    「エルブランコはワープが使えんので、多少の遅刻は織り込み済みじゃわい」


    「うむ」


    　四天王たちが口々にエルブランコを叱しつ咤た激げき励れいする。


    　これは夢だ。夢の中でまでウニベルのドッキリにはまるとは。


    「ちょっと先輩、これは夢だとかふざけたこと考えてないですよね？　この看板でぶん殴ってあげましょうか？」


    「へ？」


    　まだ呆ほうけた返事のエルブランコに、ウニベルはこりゃダメだとばかりにため息をつく。


    「みんなで先輩が来るのを待ってたんですよ！　解散命令が破棄されて、すぐにみんなここに集まってきたんです！　ゴルディアス軍を復活させるために！」


    　ゴルディアス軍を復活させる？　ちょうど私もそう思ってここへやってきたのだが……？


    「これは夢じゃないんです。魔王様も四天王も、私も、奇跡が起こるのを待つつもりはないんです。先輩も、そうなんでしょ？」


    　ウニベルはエルブランコの腕をバシバシ叩たたいてくる。


    「ああ、私は奇跡を起こすために、ここへ戻ってきたんだ……」


    　そうだ。奇跡が起こるのを待つのはやめたんだ。だからここへ戻ってきた。


    「そうですよ！　ほら、先輩の大活躍もみなさんご存じなんですからね！」


    　ウニベルはエルブランコの腕を引っ張り、無理やりいつもの席に着席させた。


    　机の上には大きな水晶玉ディスプレイ。そこに映っているのは、あのエルブランコとモデルナの決闘の映像だった。


    「え、え？　な、なんですか、これ？」


    　映像はちょうどエルブランコが四天王や魔王から学んだことを叫んで剣を振り上げているシーンだった。


    「見て、このブサイクな構え。剣を重そうに振り回して、腰が引けてかっこ悪いったらありゃしないわ」


    　アマリージョがにやつきながら、水晶玉の中のエルブランコを指さす。


    　自分ではかっこよく剣を振りかざしていたと思っていたのに、こうやって映像で見るとなんだか剣が重くて腕がプルプル震ふるえているみたいだ。


    「まだまだ訓練が足りんな。内勤班だからといって剣術をサボっておったんだろう。これからはもっと厳しく鍛えんといかんな」


    「うむ」


    　外勤班のアスールとベルデラが、戦うエルブランコの姿を見て今後の訓練の指針を厳しめに定めたようだ。


    「人間相手にこんなに血だらけになりおって。回復魔法のひとつくらい覚えておらんのか」


    　ロホが血だらけで顔面真っ青になっているエルブランコを見ながら嘆たん息そくを漏もらす。


    「あ、そろそろ先輩のキメ台詞ぜりふが出ますよ！　三、二、一……」


    　ウニベルはカウントダウンを始める。


    　ちょっと待って。やだ、恥ずかしい！　エルブランコは顔面が紅潮するのが自分でも分かって、両手で顔を覆おおった。


    『私のモンスターとしての誇りは、今ここにある！』


    　水晶玉の中で叫ぶエルブランコ。


    「先輩、かっこいい！　何度聞いても決まってますね！　このセリフ、掛け軸にして飾りましょう！　プププ！」


    　ウニベルが超嬉しそうに、エルブランコの腕をバシバシ叩いてくる。もう、さっきから痛い。


    「……どうして、こんな映像が？」


    　エルブランコは蚊の飛ぶような情けない声で尋ねる。


    　自分ではもっとかっこよく立ち回ってたはずなのに、あらためてあのときの決闘の映像を見せられ、恥ずかしくて顔から火が噴き出しそう。このセリフもこうやって聞かされると、もはや黒歴史認定。


    「解散命令の破棄と同時に、あの女がここに送ってきたのよ」


    　アマリージョがちょっと不機嫌そうに答えた。


    「まさか、プルプラ殿ですか？」


    　そういえば、協会の入り口にはいくつも防犯カメラが設置されていた。あのときの映像が残っているとすれば、あのカメラしかありえない。


    「そうですよ。プルプラさんも魔王様や四天王にも見てほしかったんでしょうね。この先輩の恥ずかしい姿、ゲフン、雄姿を」


    　今、恥ずかしいって言いましたよね？


    「ほら、ウニベルもあんまりエルブランコをからかうんじゃない。この映像のおかげで、ゴルディアス軍解散命令が破棄された裏側でなにがあったのかが分かったんだから、プルプラさんには感謝しなくちゃ」


    　魔王が「プププ」と笑うウニベルをたしなめる。


    「今ここにみんなが集まっているのは、エルブランコがこうやって勇者と戦い、真実を暴いてくれたおかげなんだから」


    　魔王は立ち上がり、エルブランコのほうを見み据すえる。


    「ありがとう、エルブランコ。君が奇跡を起こしたんだよ」


    　そう言うと、魔王は頭を下げた。


    「ま、魔王、そんな！　やめてください！」


    　エルブランコは慌あわてて立ち上がり、自分に向かって頭を下げる魔王よりも平身低頭、恐れ入った。


    「まさかエルブランコが勇者脅迫事件を解決するために動いておったとはのう。よい仕事をしたな。わしらからも礼を言わねばならん」


    　ロホの言葉で、さっきまで茶化し気味だった四天王たちもエルブランコに頭を下げる。エルブランコとしては、なんだか申し訳のない気持ちで恐縮しきりである。


    　そして、ようやく態勢は整ったとばかりに、魔王が語りだす。


    「ゴルディアス魔王軍が解散してしまって半年。たったそれだけしか経っていないが、この半年間は臥が薪しん嘗しよう胆たんの思いを秘めて、苦痛を耐え抜いていただろう。そしてその解散命令が破棄されて三日。この三日間は奇跡を起こそうと、はやる気持ちを抑えきれなかっただろう。散り散りになった者たちは、何の示し合わせもなく、奇跡を起こすために、再びこの会議室に集まってきた」


    　奇跡は待つものじゃない。自分で起こすもの。


    「また一からのスタートになる。いや、マイナスといってもいいだろう。なにが正しいことなのか、それは誰にも分からない。神が決めたことだって、正しいと決まったわけじゃない。それでも僕たちはモンスターとしてやっていくしかないんだ。ほら、エルブランコが言ってただろう。モンスターとしての誇りって」


    　エルブランコは自分の言葉を魔王が使ってくれて、少し安心した。自分がやったことは間違っていなかったと、自信を持つことができた。


    　そしてゴルディアス軍解散によって散り散りになった幹部たちが、再びここに揃そろったのだ。それぞれのモンスターの誇りを持って。


    「解散してしまって、世間からのバッシングもまだまだ大きい。やらなければいけないことも山ほどある。それでも、ついてきてくれるかい？」


    　会議室からは大きな拍手をもって、魔王の号令に賛同を表わす。


    　エルブランコはまだ信じられない。報われたのだ。自分のやった仕事が、こうして奇跡を起こしたのだ。


    「第二次ゴルディアス魔王軍の結成だ！」


    　ゴルディアス魔王は高々に宣言した。


    　エルブランコは今目の前で起こっている奇跡に、言葉をなくし、自然と涙がこぼれた。


    　変われたのかもしれない。今この瞬間、エルブランコは自分のことが少しだけ好きになれた。ほんの少しでも、それはエルブランコにとっては大きな一歩であった。


    「では、早速会議を……」


    「ちょっと待って、ロホ博士。これからは会議の進行役はエルブランコに任せよう」


    　ロホの会議の開会の宣言を魔王が遮さえぎり、エルブランコに進行を任せるという。


    「私が、進行役？」


    　エルブランコは魔王の突然の提案に、声が裏返ってしまった。


    「先輩すごい！　大出世ですよ！」


    　ウニベルは素直に歓喜の声をあげてくれた。


    　解散前のゴルディアス軍の幹部会議では、四天王の中でも最年長のロホ博士が先頭に立ち、進行を取り仕切っていた。これまでは黙々と議事録を取っていただけのエルブランコにとっては大だい抜ばつ擢てきであることは間違いない。ヒラのモンスターが幹部たちをまとめるのだから。


    「あら、あなた不満なの？　もしかして四天王の地位まで寄こせって言うんじゃないでしょうね？」


    「まさか、わしの後釜を狙ねらっておるのか？　油断も隙すきもない奴じゃのう」


    「フハハ、エルブランコもなかなかの野心家だな！」


    「うむ」


    　四天王たちが口々にエルブランコをからかってくる。その口調は部下への愛情に満ちている。


    「そんな、私は……」


    　エルブランコは会議の進行役を仰せつかったプレッシャーから、そんな四天王の優しさを素直に受け入れられなくて、思わず俯うつむいてしまう。


    「ほら、エルブランコ。下を向いてたら、君がこれから作ろうとしている未来は見えないぞ。胸を張って、前を向こう」


    　ゴルディアス魔王の言葉に、エルブランコは感極まってしまう。


    「ちょっとあなた、泣きそうになってるじゃない？　大丈夫なの？」


    　アマリージョが感涙するエルブランコを不思議そうに眺める。


    「フハハ！　涙もろいところは変わっていないな、エルブランコよ！」


    「うむ」


    　アスールとベルデラに茶化され、慌あわてて涙を拭ふくエルブランコ。


    「もう、情けないわね。ほら、なんか言いなさいよ。あなたが起こした奇跡なのよ？」


    　アマリージョが鼻をすするエルブランコに向かって、珍しく優しく微ほほ笑えんだ。


    　エルブランコはそれに応えようと立ち上がり、スーツの襟えりを整える。


    「私は……私は自分のことが嫌いでした。ネガティブで、諦あきらめがちで、自信なんかなくって。でも、嫌いなところを無理やり切り捨てるんじゃなくて、ちょっとずつ変えていくことができそうです。過去も、嫌いな自分も、すべて私の一部なんです！」


    　いろいろあった。つらい過去ばかりだったからって、それがどうした。過去なんて全部飲み込んでしまえばいい。


    　嫌いな自分も好きになってやればいい。そうすれば、今の自分はもっと大きくなれるんだ。


    　私はもっともっと成長する。このゴルディアス軍で、未来を作っていく。


    「議事録は私に任せてください！」


    　決意表明をするエルブランコの横で、ウニベルが嬉しそうに手を挙げる。


    　エルブランコは決意を持って、そして自信満々に宣言する。


    「それでは第二次ゴルディアス軍、幹部会議を始めます！」

  


  
    



    あとがき


    



    　こんな夢を見た。


    　この本が発売された数日後。朝起きて日課のエゴサーチをしていると、ジャスティン・ビーバーがこんなことをつぶやいていた。


    「勇者に期待した僕がバカでした、超クール。ごっつおもろいで。マジおすすめでんねん」


    　このつぶやきは全世界を駆け巡り、「なんやそれ？」「ほんまにおもろいんかいな」「ジャスティンはんが言いよるんやからおもろいんやろ」「よっしゃ、わしも買お」という風に人々を一瞬でとりこにしてしまった。


    　このムーブメントは連日ワイドショーで取り扱われ、リポーターは「アメリカンドリームですね」と、わけのわからんことを言っていた。結果、全世界で二億冊ほど売れたらしい。


    　こうなると私も調子に乗り始め、ちょび髭ひげを蓄え、外出するときはサングラスなどをかけ、鼻歌を歌いながら往来を闊かつ歩ぽし、ええ具合に気持ちよくなっていた。


    　来月には武道館で単独ライブを開くことになった。紅白の審査員のオファーが来た。映画化されて全米を泣かせた。猫も飼った。


    「まるで夢みたいだぜ。サンキュー、ジャスティン。アイラビュー」と思っていたところ、はっと目が覚めて、やっぱり夢だった。チーン。


    



    　妄想はさておき、あとがきです。


    「勇者に期待した僕がバカでした」はこの三巻で最終巻となりました。


    　最後くらいは主人公を活躍させてやろうと書いていたのですが、序盤はどうなることかとヒヤヒヤしつつ、最後はうまいことまとまったのではないでしょうか。わりと自じ画が自じ賛さんしております。


    　こうやって三巻まで続けさせて頂き、ガガガ文庫編集部には感謝しております。


    　担当の小こ山やまさんにはライトノベルについて、イチから叩たたき込んでもらいました。


    　Ｉｘｙイクシーさんには素す晴ばらしいイラストを描いていただきました。


    　そして読んで頂いたすべての方々、ほんまおおきに、ありがとうございました。


    



    　またいつかお会いできることを楽しみにしつつ、これからもでっかい夢を見続けていきたいと思います。さようなら、そしてありがとう！　アイラビュー。
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